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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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本文イラスト／凪かすみ













　霧きりが濃こかった。

　崑こん国こくの都、安あん寧ねいの北側を流れる赤せき河がは、その名の通り赤茶けた水が流れる大河だ。岸辺の赤土を流れが削けずり取り、それが水に溶とけ濁にごり、赤い河になる。

　昨夜の雨は、夏の間に地層の深いところまで温まった大地に吸い込まれ、蒸気となり、地面から霧となって湧わき出す。さらに空気が冷えたことにより、赤河にも霧が湧く。

　数歩先に何があるのか確かめられないほど、辺りは真っ白だった。

　視界が白いと認にん識しきできるのは、朝日が昇のぼっているから。

　霧の中に立つと、太陽の姿どころか、自分が何処どこの世界にいるのかさえわからなくなるほど、視界が利きかない。

　赤河のほとりに住む一人の漁師が、小さなあばら屋から起きだしてきた。彼は戸口を出るとすぐに、目の前を流れる赤河の姿すら見えないことを知り、漁に出るのを諦あきらめた。いつ霧が晴れるだろうかと、伸のびをしながら、白く閉とざされた空へ視線を向けた。そこで、奇き妙みような音に気がつく。空が唸うなっているような、低い音が聞こえている。

　なんだろうかと不ふ審しんに思い、真っ白い空へ目をこらしていると、霧の一部がうねっていた。そのうねりはときおり白銀に見えた。

　漁師は、ぞっとした。

　霧に閉ざされた空に、巨きよ大だいな何かがいる。

　そしてさらに、赤河の方向からも奇妙な音が響ひびく。巨大なものが、ゆっくりと水をかき分けるような音。ぎちりぎちりと、材木が軋きしむような音。

（何か、妙だ）

　いつもの、静かな濃のう霧むの朝とは何かが違ちがっていた。

　父親を追って、七つの息むす子こが戸口にやって来た。

「とうちゃん？　何見てんの？」

　眠ねむそうに目を擦こする子の肩かたを、漁師は思わず抱だき寄せ、空と赤河の方へ交こう互ごに視線を向ける。

「何を見てるのか、聞いてるのか、俺にもわかんねぇよ」

「どういうこと？」

「何かが、起こるんだ」
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　馬車が走り出すと、四し夫ふ人じんたちと理り美みは手を握にぎり、互たがいに身を寄せ合った。馬車は激しく振しん動どうし、うっかり口を開いたら舌を噛かみそうだった。

　馬の蹄ひづめの音と兵が土を蹴けって走る音を、地響きのように感じる。

　濃霧の中、隊列が混乱しないように先導する者たちが小さな鐘かねを叩たたく。素す早ばやく鋭するどく叩き続けて誘ゆう導どうしていた。

　門を出てしばらくの間は、馬車が何度も大きく方向を変えた。その度たびに理美たちは体を振ふられ、油断すると馬車の壁かべに頭を打ちつけそうになった。

　いくらかそんな横よこ揺ゆれに耐たえていると、やがて収まった。馬車はぐんぐんと速度を上げ、走り続ける。直進しているらしい。

　門を出た軍は、眉び山ざんを迂う回かいしたのだろう。

　このまま一気に、赤河に向けて走るのだ。

　ただ赤河へ向かう途と中ちゆうには、必ず鳳ほう家けの軍がいるはず。

（敵側も待ち受けている。必ず、衝しよう突とつする）

　激しい馬車の上下動に耐えながら、身を硬かたくし、その瞬しゆん間かんが来るのに備える。

　前方、かなり遠くの方から兵の声があがった。

（来た!?）

　手を握り合っていた四夫人たちと顔を見合わせる。

　兵の声は膨ふくれあがり、馬車の速度が落ちてきた。

　鳳ほう徳とく妃ひが、鋭く御ぎよ者しや台だいへ問いかけた。

「伯はく礼れい！　どうしたの!?」

「先頭が、敵兵と衝突したのでしょう。押し切ることができれば、再び隊列は速度を上げます。備えてください」

　濃霧のため、前方の様子が確認できないので予測するしかない。

「でも、これは予定通りですよね？」

　余よ淑しゆく妃ひが、ひきつった笑え顔がおで皆みなに問いかける。

「ええ、そうですわよ。こちらは三万の兵力。あちらは二万弱。一万の兵力差があるのだから、そのうちに押し切るわ」

　強気な口調で宋そう貴き妃ひが答えた。

　馬車の速度はさらに落ちていた。響く兵の声はそのままの距きよ離りを保っているようだったが、並足程度の速さで走っていた馬車は、とうとう動きを止めた。周囲を固める騎き馬ばも動きを止めたらしく、あちこちで馬の嘶いななきが聞こえる。

「どうなっているのでしょうか」

　温おん賢けん妃ひが、不安そうに窓の外へ視線を向けた。

　兵が衝突しているらしい声は届くのに、まるで状じよう況きようがわからない。

　前方の霧の中から兵の声が大きく響く。今までよりも近い。

　それに応じて馬の蹄の音が乱れ、がくんと馬車が揺れる。馬が暴れ、馬車の車体が後方へ押された衝しよう撃げきだった。窓から見ると、周囲の馬が前方から来る何かを恐おそれるように、足あし踏ぶみしている。

　思わず理美は立ちあがり、窓から身を乗り出して御者台の伯礼へ声をかけた。

「伯礼様！　何が……」

　伯礼は御者台で半分腰こしを浮うかしていた。弱った視力で、それでも霧の向こうを必死で透すかし見ようとするように、目を細めている。薄うす茶ちやの瞳ひとみには険しい色がある。その緊きん張ちようした横顔。彼の右手は、剣けんの柄つかをしっかり握っていた。

（これは予定通りではないの!?）

　そう察したとき、前方から「押し返せ」と繰くり返す怒ど声せいが遠く聞こえた。

　皇こう帝てい側は三万の兵力をもって濃霧の中に出撃し、敵方の二万弱の兵を突とつ破ぱするつもりだった。一万の兵力差があれば、容易に敵てき陣じんの中央を切り崩くずして道を拓ひらき、赤河へ到とう達たつできる。敵兵と衝突した箇か所しよから、数の力で相手を押し切るはずだった。

　しかし隊列が止まっている。

　相手を徐じよ々じよに押せていれば、じわじわと進めるはず。それができていない。

（衝突しても、敵兵を押せていない）

　それどころか、今起こった衝撃を考えると逆に押されているのだろうか。

　息を詰つめて、理美は伯礼が見ている方向を見つめた。

　陽ひが高くなるにつれ、霧は内陸側から薄れていた。馬車の周囲にいる騎馬の姿がうっすらと確認できるようになっている。

　祥しよう飛ひの姿を捜さがして、周囲へ視線を走らせた。

　霧の向こうに、秦しん丈じよう鉄てつと許きよ訓くん記きたちに守られ、鎧よろいを身につけ騎乗した祥飛を見つけた。彼の横顔は、硬かった。背後には、これも馬に乗る宰さい相しようの周しゆう考こう仁じん、吏り部ぶ尚しよう書しよの呂りよ蓮れん佳か。さらに戸部尚書の登とう利り範はんの姿もある。彼らの視線はそろって前方に向かい、表情には緊張と焦あせりがあった。

　予想外のことが起こっているのだと、彼らの表情が語っていた。

「雪せつ宝ほう林りん！　何か見えた!?」

　宋貴妃が伸び上がり、理美と一いつ緒しよに窓の外を覗のぞこうとするが、理美は慌あわてて彼女を押しとどめた。

「わかりません。けれど、不測の事態が起こっているような気がします。頭を低くして、備えてください。何か起こるかもしれません」

「あなたも、頭をひっこめなさいな！」

　怒おこったように袖そでを引っ張られるが、理美は笑ってふり返る。

「わたしは大だい丈じよう夫ぶです。陛下も、仰おつしやいましたもの。わたしは四夫人に比べて頑がん丈じようそうだと。何か変化があれば、すぐにお知らせします」

　不測の事態と聞いて、余淑妃はさらに身を縮め、宋貴妃にしがみついた。鳳徳妃は馬車の壁にぴたりと背をつけ、体を固定し、他ほかの三人を保護するように両りよう腕うでで抱かかえた。

　温賢妃は鳳徳妃の腕に肩を抱だかれながらも、手にしていた一冊の糸綴とじ本を開いた。その手は微かすかに震ふるえている。

　鳳徳妃が、強こわ張ばった顔に無理に笑みを作り、温賢妃をからかうように言う。

「あら、読書ですか。温賢妃様」

　温賢妃は震える手で紙を繰りながら、こちらも無理に笑みを見せた。

「ええ。五ご龍りゆうの、声の意味がわかりそうなんです、もうすぐ」

　そこで温賢妃は、理美に問いかけた。

「雪宝林。五龍の『決した』という声を聞いたのは、あなただけ？　陛下や、鳳家当主が聞いた様子は？」

「聞こえたのは、わたしだけです。それが、何か意味があるんですか？」

「あるかもしれないの。待っていて」

　温賢妃は文字に指をあて、「そうだわ。きっと、これが……いえ。結論を急いではだめ。もっと根こん拠きよを」と、ぶつぶつ呟つぶやきながら本に目を落とす。

（珠たまちゃん）

　理美は、霧きりに閉とざされた空へと視線を向ける。珠ちゃんは何処どこへ行ってしまったのだろうか。もし珠ちゃんが、『理美とお別れではない』という意味で首を横に振ってくれたのだとしたら、絶対にもう一度会えるのだろうと思う。

　ただなぜ、こんな大切なときに祥飛の側そばから姿を消してしまったのか。良い方向に解かい釈しやくすれば、珠ちゃんは戦いくさを嫌きらって一時だけこの場を離はなれたとも考えられる。けれどそう考えるのは都合が良すぎる気がして、不安になる。

　珠ちゃんが祥飛を見放した可能性は───考えたくもない。

（陛下は皇帝であるのに相応ふさわしい方）

　理美はそれを確信している。

（陛下以外に皇帝はいない。珠ちゃん、お願い。陛下の元へ戻もどって）

　霧の空へ向かい、再び祈いのる。

「……通せ！　通せ！」

　馬車の後方から声が響ひびく。ふり返ると、薄れはじめた霧の向こうから、斥せつ候こうらしき兵が馬を操あやつり、無む理り矢や理り隊列の中を押し通ってこちらに走ってくるのが見えた。斥候の兵は真っ直すぐ、祥飛たちのいる辺りへ駆かけていく。

　斥候の顔色は蒼そう白はくだった。

　伯礼が斥候の声を耳にし、理美に小さな声で問う。

「理美。斥候の表情は？」

「……緊張しています」

　小声で返した。伯礼は黙だまって頷うなずく。

（何か、大変なことが起こっている）

　それを確信した。
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　先頭を走る兵が、鳳家の兵と衝しよう突とつした。その知らせが祥飛たちのいる隊列の中央へともたらされたが、覚かく悟ごの上だった。祥飛も考仁たちも、さして動どう揺ようせずにその報を受け取り、予定通り敵兵を押し切って赤河へ出るようにと指示を返した。

　敵はおおよそ二万。こちらは三万。

　鳳家側は、皇帝側が一ひと塊かたまりになって赤河へ走ると見み越こしているはず。しかし広い平地の何処を突ついてくるのかは、濃こい霧のせいでわからないに違ちがいない。鳳家は必ず、陣形を横長にして皇帝側を逃にがすまいとする。

　そこが狙ねらい目だった。

　細長く横に伸のびた陣形の一点に突っこめば、突破するのは容易たやすい。相手はこちらに比べ、一万も兵力が少ない。となれば、横長の陣形の守りは必然的に薄くなるはずだった。

　しかし敵と衝突したとの報が入ったあと、隊列が止まった。戦せん闘とうを開始した兵たちは、敵兵を押せていない。

「どうしてだ」

　馬上で祥飛は眉まゆをひそめた。霧に閉ざされた隊列の先頭からは、兵たちの戦う声が響いている。馬を操り、祥飛の隣となりに並んだ考仁も険しい表情だった。

「この霧ではよくわかりませんが、それは敵も同じこと。敵は、横長の布陣以外は敷しけないはずです。その薄い壁かべなら、労せず押し切れるはずですが」

　そのとき逆にこちらが押し返されたように隊列が背後に動いた。馬が動揺して嘶いななく。

　蓮佳と利範が、祥飛の傍かたわらに馬を寄せる。

「何かが、おかしいぞ。考仁」

　蓮佳が焦って告げる。

　利範が、周囲に視線を走らせる。

「出撃と同時に斥候は走らせています。霧が薄うすくなってきた。何か知らせがあるやも」

　祥飛は、薄れはじめた霧を透すかし見ようと必死に目をこらす。

（陸の霧は、こちらの姿を隠かくしてくれた。だがその霧が、薄くなっている）

　霧は地表から湧わき出すものと、赤河が吐はき出すものがある。

　地上の霧が晴れても、赤河の上にはまだ濃い霧が漂ただようだろう。

　手た綱づなを握にぎりしめたそのとき、背後から「通せ」という声が聞こえた。利範がはっとふり返り、

「斥候です、帰ってきました！」

　声を弾はずませた。

　斥候の兵は器用に馬を操り、騎き馬ばの兵の間を駆け抜ぬけてくる。利範たちの近くで馬から飛び下り、駆け足でやってくると、肩かたで息をしながら跪ひざまずいて声を張った。

「申し上げます！　霧が薄くなったため、眉山山頂から赤河を望み、敵兵の陣形がようやく判明しました。予想の通り、横に長く兵を配置しています。しかし」

　そこで斥候は顔をあげ、絶望的な色を目に浮うかべて叫さけんだ。

「敵兵力は、我々と同等数。三万は確実にあります。横長の陣形の壁が、予測よりも分厚くなっています」




　　　二




（敵兵力が、三万？）

　まさかと、祥飛は胸の内で呟いた。

「数は確かか？　宮城の南と東西に配置されていた兵が、これほど素す早ばやく合流したのか？」

　考仁が冷静に問い返すと、斥候はすがるような表情でこちらを見つめる。

「いえ、宮城の南と東西には、変わらず六千ほどの兵があります。それとは別に、三万の兵がいます。赤河へ続く平原に、横長の陣じん形けいを敷いています。赤河からの霧で後方は定さだかでありませんが、おそらく敷かれた陣形の厚さは、赤河のほとりに接していると思われます」

「要するに……敵は赤河の川岸に沿って、分厚く横長に兵を配置しているのか」

　蓮佳が呻うめく。利範は顔を歪ゆがめた。

「どこから、その兵力を集めたのだ」

　祥飛は唇くちびるを噛かむ。

（朱しゆ西せい、どこまでも抜かりない）

　自覚はなくとも、狼狽うろたえたのだろう。意味もなく、祥飛は周りに視線を走らせた。すると馬車の窓から身を乗り出す理美と、御ぎよ者しや台だいで剣けんの柄つかを握っている伯礼の姿が、薄い霧の中に見えた。それにはっとした。あの馬車には四夫人も乗っている。

（あそこには、余を信じ、余に従ってくれた者たちがいる）

　名家の出で、祥飛を見捨てて実家に戻りさえすれば身の安全も将来も保障されるはずの四夫人は、自分たちは祥飛の臣だと迷いなく答え、戦場にまでついてきてくれた。

　伯礼は自分の身を犠ぎ牲せいにして、祥飛を守ろうとしてくれている。

　そして理美は、もともとは和わ国こくの姫ひめだ。貢みつぎ物として後宮に捧ささげられただけで、崑国皇こう帝ていを敬う教育を受けてきた者ではない。それなのに故国との縁えんすら捨て、祥飛の傍らにいてくれる。抱だきしめて、絶対に変わらないと思わせる優やさしさをくれる。

（考えなければ。動かなければ）

　焦あせりとも義務感ともいえないものが、腹の底の方から沸わきあがる。

（そうしなければ、終わる。朱西が、鳳家が玉座につく。国の安定を口にしながら、平然と争乱を起こす者に玉座は渡わたせぬ）

　今、祥飛を守るために県軍を差し向けてくれた、関かん朝ちよう雲うんのことを思う。鄙ひなの仁じん者しやは、人々が飢うえず、命の危険なく生きられることのみ望んでいる。そのために、こうやって追い詰つめられた祥飛に力を貸してくれているのだ。祥飛の治世を、信じようとしてくれているから。

　忠義を捧げてくれる者、身を犠牲にまでしてくれる者、優しさをくれる者。そして信じてくれる者。その者たちを、守らなければならない。

（余は皇帝であり続ける）

　それが祥飛の務め。受け取るものに対して返せる、唯ゆい一いつのこと。

「宮城周囲に敵兵があるということは、引き返すことはできぬな」

　祥飛の問いに、考仁や尚しよう書しよたちが、はっとしたようにこちらを見た。

「どうだ、そうであろう？」

「はい。もはや、進むしかありません」

　考仁の答えに、祥飛は頷くと声を張った。

「ならば、これを突とつ破ぱするために全力を尽つくす！　判断が遅おくれれば、そのぶん打てる手が減る」

　声に応じるように、蓮佳が口を開く。

「陣形を変えるべきです」

　利範が、信じられないと言いたげに目を見開く。

「敵と衝突した今になってからか!?　危険すぎる。しかも兵たちがそれに対応できるのか」

「相手の勢いに逆らう、大おお幅はばな陣形の変へん更こうは無理だ。しかし相手の動きに逆らわない陣形にならば変えられる。県軍の兵たちはよく訓練されているし、指令の伝達が速い。できるはず。陛下！　今は衡こう軛やくの陣で対していますが、鋒ほう矢しの陣へと変え、相手の陣へ深く入り込みながら赤河の岸辺まで到とう達たつするべきです」

　衡軛の陣は、長方形の一枚板のように兵を並べて移動する。大部隊を一いつ斉せいに動かすのに有利で、なおかつ防ぼう御ぎよが固い。そのため選ばれた陣形だった。

　しかし同数の敵兵を相手にしてそれを突破しようとするならば、少数で多数の陣を突破するための陣形、鋒矢の陣へ陣形を変えるのは有効だろう。これは名の示すとおり、鏃やじりのような陣形にして、相手に攻せめ入る形だ。

「だが鋒矢の陣では、陛下や後宮の方々、文官たちを守るのに不利になる。変えるにしても、魚ぎよ鱗りんの陣にすべきだ」

　利範が主張する魚鱗の陣は、三角形の平面を構成するように兵を配置し、その突とつ端たん部分から敵陣へねじこむ形。攻こう守しゆに優すぐれた陣形と言われているが、鋒矢の陣に比べるといくぶん突破力に欠ける。利範に蓮佳が返す。

「突破できなければ、どのみち押し包まれてしまう。相手も、ぐすぐずと横長の陣形ばかり敷いていないはずだ。こちらの場所がわかれば、我われらと衝しよう突とつしている部分を起点に敵陣の左右の兵が鶴かく翼よくのように広がり、我らを押し包みにくる。その前に突破する必要がある」

「魚鱗の陣、鋒矢の陣。双そう方ほうに利点があり、難点がある。どの危険を取るかは、陛下」

　考仁が鋭するどい視線を向けてくる。

「陛下に、ご決断いただかなければなりません。陣形の変更が必要です。ご決断を」

　要するに、考仁が訊きいているのは「どの犠牲を取るか」ということだ。どちらにしても危険があるのだが、選ぶ方法によって、犠牲の出る部分が違ちがう。それを選べと言っている。

（鋒矢の陣を取れば、後宮の者や文官たちが危険にさらされる。彼らは戦えぬ。余自身も危険にさらされる。しかし突破できる可能性は高くなる）

　手綱を握りしめる。

（魚鱗の陣を取れば、余も戦えぬ者たちも、自陣の中央で守られて危険は減る。しかし突破の可能性が低くなる）

　今、最も必要なことは何だろうか。それを考える。

　宮城には引き返せない。

　だとすれば、是ぜが非でも突破するしかないのだ。いくら危険でも、犠牲が多くなろうとも、突破できなければ安全策を取っても意味がない。

（必要なのは、この場を突破すること）

　苦痛を感じ、祥飛は目を閉じて顔をしかめた。

（多くの犠牲が出る。最悪、四夫人や理美、伯礼たちも。それでも）

　目を開き、奥歯を噛みしめる。

（それでも、ここを突破できなければ全すべてが終わるだけなのだ）

　皇帝として必要な決断は、明白だった。

「鋒矢の陣を取れ。敵陣を突破し、赤河へ出る!!」

　手をあげ、鋭く命じた。
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　背後には赤河の流れがあるはずだったが、川かわ面もが濃こい霧きりを吐はき出すので、まるで地面の続きのように思える。二、三人、うっかり者の兵士が足を踏ふみ外して転落したが、すぐに助け上げられた。馬が落ちては大変だと、騎き馬ばの兵たちは川岸から距きよ離りをとっている。

　朱西は馬に跨またがり、静かに前方を見つめていた。彼の左右には、これも騎乗した禁軍将軍と刑けい部ぶ尚書の姿がある。禁軍将軍は鈍にび色いろの鎧よろいを身に纏まとい、両りよう頬ほおを覆おおう兜かぶとまで着けている。兜の頭頂部にある鳥の尾お羽ばねを束ねた飾かざりは、霧の湿しつ気けを吸い込み、へたっていた。刑部尚書は鋼はがねの胸当てを着けている。

　朱西も鋼の胸当てを着けていたが、それが鬱うつ陶とうしくてたまらなかった。ずっしりと重く、馬を操あやつりにくい。

（胸だけ守って、なんとするのか）

　人の急所は首と頭。是ぜ非ひに着けろと禁軍将軍に勧すすめられて致いたし方なく身に着けたが、戦いくさに挑いどむ態度を強調する意味しかないだろう。

　朱西は目を閉じた。

　霧の中に身を潜ひそめるようにしているので、三万もの兵が敵を待ち受けているにもかかわらず、ひどく静かだった。背後から赤河の水音が聞こえる。その水音に耳を澄すます。

（この霧だ。遅れていないだろうか）

　ふと不安になる。しかしすぐに、昨夜の五ご龍りゆうの目を思い出す。青い瞳ひとみは朱西を真っ直すぐに見つめ、彼を責める様子もなく頷うなずいた。

（必ず、相応ふさわしい者が皇帝となるだろう）

　不安を確信に変えて目を開いたとき、朱西から見て右手の遠くで、兵士たちが突とつ如じよ声をあげた。朱西のいる場所からは霧に阻はばまれ何も見えなかったが、その声に反応し、禁軍将軍と刑部尚書が、馬上で前のめりになる。

「始まったか！」

　がなるような大声を発すると、禁軍将軍は嬉うれしそうな笑え顔がおになって朱西をふり返った。

「皇こう帝ていの軍が、突つっこんできたようですな。ご当主の読み通り」

「行ってください、禁軍将軍。皇帝側は、その場所を突破しようとするはず。絶対に通してはいけません。我が軍を分断されても、いけません。こちらの守りを厚くして、赤河に到達させないことだけ考え、あなたが指揮をとって皇帝軍を押し返してください。任せました」

　朱西の指示に、禁軍将軍は馬上で拳こぶしと掌てのひらを打ち合わせる武官式の礼をとる。

「承知しました。お任せを」

　はしゃぐように馬を一つ跳はねさせ、禁軍将軍が霧の向こうへと走って行く。

　刑部尚書が、不敵な笑みを浮うかべる。

「あの単純な男に指揮を任せて良いのでしょうか？　勇ゆう猛もうかもしれませんが、戦術には長たけていませんよ」

「戦術など必要ありません。単純な力の押し合いですから」

　皇帝側と鳳家側の陣形を、朱西は思い描えがく。

　こちらが赤河沿いに横長の陣形を敷しいているのは、考仁ならば予測している。ただしこちらの兵力を二万程度と見積もっているとするなら、皇帝の身の安全を第一に考え、衡軛の陣で来る。しかし衝突すれば、こちらの兵力が予想以上だと知るはず。すぐに陣形を変えて、突破しにかかってくる。

（魚鱗の陣か、鋒矢の陣。いずれかを取るはず）

　もし祥飛が、臆おく病びようで情に流されがちであれば、魚鱗の陣を取る。しかし。

（陛下は、おそらく、鋒矢の陣を取るだろう）

　それを朱西は信じていた。矢のように鋭く突き進んでくる敵を、絶対に通してはならないと禁軍将軍には指示をした。最前線にいれば、「敵を通したら負ける」という、そんな感覚が強くなるはず。禁軍将軍は皇帝の兵を、どうにか赤河に近づかせまいと指揮をとる。力の押し合いを試みる。

（それでいい）

　そのときふと、刑部尚書が背後をふり返る。

「どうかしましたか？」

　刑部尚書の視線を追って朱西もふり返り、霧がたちこめる背後に視線を向けた。川岸を洗う水音の他ほかに、別の水音がする。流れを、大きな何かがかき分けるような水音だった。

「何か、奇き妙みような水音が」

　眉まゆをひそめた刑部尚書に、朱西は微笑ほほえんでみせる。

「赤河に棲すむ怪かい魚ぎよの尾おびれが水を叩たたいたとしても、我われらは陸にいます。心配はありません」
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　鳳家の軍が控ひかえる、濃い霧がたちこめる赤河の川岸に、焚たき火の小さな炎ほのおが一つあった。

　何人かの兵が気がついたが、川岸で暖をとっているらしい漁師風の身なりの男に、誰だれも注意を払はらわなかった。

　意い気き揚よう々ようと馬を駆かっていた禁軍将軍は、兵の衝突する声を聞いて武む者しや震ぶるいした。戦の高揚感に、陽気になっていた。彼は川岸で暖をとる漁師を目にして、大声で叫さけぶ。

「おい、そこの者！　ここは戦場になるぞ。今のうちに、安全な場所に逃にげておけ」

　暖をとっていた漁師は立ちあがり、こちらを見たようだった。濃い霧で顔かたちは定さだかでなかったが、体つきの逞たくましい男だ。

「ここまで敵が来ますか？」

　問われた将軍は、にかりと笑った。

「いや、まあ、ここまでは敵も来られぬだろう。わたしが通さないからな」

「では、あなた様がいる限り、ここにいても安全でございますね」

「そうだな」

　大声で笑うと、禁軍将軍は赤河のほとりを離はなれ、陸の方へと馬首を向けた。馬で駆けながら、「兵をこちらに集めよ、敵を通すな」と、怒ど鳴なった。

　川岸の男は再び焚き火の方へ向きなおると、焚き火の左右に積んであった枯かれ枝に、火を移した。三つの焚き火が川岸に並ぶ。濃い霧の中、焚き火の炎は明るく滲にじんだ。




　　　三




「陣じん形けいが変わる！　心せよ」

「左右の敵てき襲しゆうに備えろ」

　馬車の周囲で緊きん迫ぱくした声が交かわされる。理美と四夫人が乗る馬車は、祥飛や考仁、尚しよう書しよたちのいる陣の中央へと移動した。皇帝やその側近たち、馬車や文官の乗る馬を守っていた兵が、続々と前方へ駆けていく。

　理美たちの馬車は、ちょうど祥飛の背後についた。身を乗り出していた理美は、思わず声をかけた。

「陛下！」

　ふり返った祥飛は緊張した面おも持もちだったが、それでも口元で微笑する。

「頭を引っ込めていろ。怪け我がをするぞ」

「何がありましたか、陛下」

　伯礼が問うと、祥飛は腰こしにあった剣けんを抜ぬきながら答える。

「敵の数が我らの予想よりも多い。陣形を変え、突とつ破ぱする。そのかわりに我らの周囲の防ぼう御ぎよが手て薄うすになり、敵襲にさらされる可能性がある。備えよ、伯礼。四夫人と理美を頼たのむ」

　痛みを堪こらえるような苦しげな祥飛の声で、伯礼も事態の緊迫度が増していることを察したらしい。焦しよう点てんの定まらない瞳で、弟皇帝の方を見つめる。

「承知しました。陛下も、お気をつけて」

「ああ」

　伯礼と祥飛の会話を耳にして、宋貴き妃ひと余淑しゆく妃ひが、たまりかねたように理美の横から顔を出す。さらにもう一方の窓からは、鳳徳とく妃ひと温賢けん妃ひも身を乗り出した。

「陛下！　無理はなさらないでくださいまし」

「御おん身みの大切さを忘れてはなりません」

　鳳徳妃と温賢妃が、悲痛な声で告げた。さらに宋貴妃が涙なみだ目めで声をあげる。

「無理はなさらないで。お願いします」

　余淑妃も、焦あせったように言う。

「そうですよ。陛下ってば、武官に比べて、ひょろひょろなんですから」

「余淑妃様ったら、無礼ですわっ！」

　宋貴妃に頬ほおを抓つねられ、余淑妃は「いたたたたっ」と、情けない顔をする。

　祥飛はびっくりしたような顔をしていたが、ぷっと噴ふき出す。

「そなたたちは、頭を引っ込めていろと言った先から。ぴょこぴょこと顔を出して」

　祥飛の傍かたわらで馬を操あやつっていた許訓記が、微笑む。

「ご安心ください、四夫人。陛下には我われ々われがついています。そうですよね、丈鉄さん」

　祥飛をはさんで逆側にいた丈鉄は、訓記に水を向けられると、にやりと笑って大おお仰ぎように一礼して見せた。

「お任せを、四夫人。それに安心しておけよ、理美も内ない侍じ監かん殿どのも。俺がついてるんだぜ」

　伯礼と理美の不安顔をからかうように片目をつぶると、丈鉄も腰の剣を抜く。

「そういうことだ。心配はない。四夫人も理美も。馬車の中にいろ」

　穏おだやかな笑顔を向けられ、四夫人たちも微笑み返す。

「ご武運を」

　ごく自然に、宋貴妃が四夫人を代表するように静かに告げる。祥飛は頷うなずく。

「余は負けぬ」

　祥飛の笑え顔がおを、理美は眩まぶしいもののように感じた。

（皇帝陛下だ）

　最初から祥飛は、理美の前に崑国皇帝として存在していた。しかしこのときほど彼を、人の上に立ち、導く役割を担になった大きな存在だと実感したことはなかった。裏切りにあい、宮城を追われてなお、自らに従う者に笑いかけている。どれほど不安が大きかろうと、自分に従う者のために笑っているのだ。

（絶対に間ま違ちがいない。この方が、唯ゆい一いつ無二の崑国皇帝陛下だ）

　ぼうっと祥飛の顔を見つめていた。すると祥飛が窓まど際ぎわに馬を寄せ、馬上から理美の頭を軽く小こ突づいた。

「相変わらず惚とぼけた女だな、おまえは。四夫人は頭を引っ込めたぞ。おまえも頭を引っ込めろ」

「……あっ」

　気がつけば、四夫人はもう馬車の中で、しっかりと揺ゆれに耐たえるような体勢をとっている。

「すみません！　つい、ぼんやり」

　頭を引っ込める寸前、理美は改めて祥飛を見つめた。

「陛下。崑国皇こう帝てい陛下は、わたしの目の前にいらっしゃる陛下です。誰が何と言っても、わたしは陛下以外の皇帝は考えられません」

　何度か瞬まばたきした祥飛は、嬉うれしそうな顔をする。

「余も、そう思う」

　それから表情を引き締しめると、鋭するどく命じた。

「先頭が敵陣を一部でも切り崩くずせば、一気に動く。そうなれば乱戦に近い状態になる。覚かく悟ごせよ」

「はい」

　理美が頷いて頭を引っ込めるのと同時に、御ぎよ者しや台だいの上で伯礼が剣を抜く。

　馬車の中に入ると、四夫人たちと肩かたを寄せ合った。温賢妃は身を縮めていたが、それでも本を手放さずにいる。

（負けるはずない。陛下が、鳳家当主なんかに）

　鳳家当主である鳳朱西も、戦場にいるのだろう。こちらを追い詰つめようと、手ぐすね引いて待っているのに違いない。優やさしい食しき学がく博はか士せを殺した男は、抜かりのない悪わる知ぢ恵えが働く。

（それでも、陛下は勝つんだ）

　祥飛が馬車の傍らを離れた気配がした。

　前方で続く兵たちの小こ競ぜり合いの声が、ひときわ大きくなった。四夫人たちと理美が顔を見合わせていると、いきなり馬車が走り出していた。
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　皇帝軍は、先頭に兵を集め、強固な鏃やじりのような一団になって敵を圧あつ倒とうしようとしていた。

　先頭の兵が一いつ旦たん敵陣の中へ食い込むと、押し広げるようにして突き進んでいく。立ち止まっていた三万の軍は、それと同時に徐じよ々じよに前進していた。背後から押してくるその勢いに吞のまれるように、敵陣が割れ、皇帝軍の先頭はさらに速度を上げて前へ進む。

　祥飛は馬を操りながら、徐々に緊張が高まってくるのを肌はだで感じていた。

　馬の速度は、並足から駆かけ足に変わっている。祥飛の馬のみならず、四夫人と理美の乗る馬車も、文官たちの乗る馬車や馬も、速度を上げている。

　それにともない、兵や騎き馬ばの密集度は下がっていた。集団で駆けているが、防御態勢としては手薄。その証しよう拠こに、敵兵とおぼしき歩兵や騎馬が、散発的に陣の左右に現れる。彼らは陣の外側の騎馬や歩兵に襲おそいかかり、こちらの陣を削そぐようにして内側へ入ろうとしている。

　左右に目を走らせ、祥飛は奥歯を噛かみしめた。

（果たして、赤河へ抜けられるのか。抜けられたとしても）

　横長の陣を敷しいていた敵は、祥飛たちが突き破ろうとしているのを察し、徐々にその箇か所しよに集結しているだろう。赤河までは分厚い壁かべになっているはず。蓮佳も言ったように、先頭がその壁を突き破ったとしても、皇帝側の後方は、敵兵に押し包まれて大きな犠ぎ牲せいが出るだろう。

　突とつ然ぜん、左手側で大きな音が響ひびく。馬車が横転していた。文官が乗っていた馬車だろう。そこに敵の歩兵が駆け寄って行く。

　あれが四夫人と理美が乗る馬車だったらと考え、ぞっとした。

　右手側で、馬が土つち煙けむりを上げて倒たおれたのが見えた。疾しつ走そうする祥飛の目には一いつ瞬しゆんしか映らなかったが、おそらく皇帝側の武官の一人が、槍やりで突かれて転てん倒とうしたのだろう。

（いったい、何人生き残れる!?）

　左右を駆ける丈鉄と訓記は、手に剣を構えて油断なく目を走らせている。

　背後を走る馬車の御者台にいる伯礼すら、剣を手にしていた。

　前方に、激しい砂すな埃ぼこりが立ちのぼっていた。霧きりと薄うす茶ちやの砂埃が混じり合い、視界がひどく悪く、何が起こっているのかよく見えなかった。

　砂埃と霧の混じり合う場所で兵が激しく蠢うごめき、潮だまりのように集結している。前方の兵や騎馬が立ち止まるので、祥飛も手た綱づなを引いて馬を止めた。馬が嘶いななき、足あし踏ぶみして、それを御すのに手間取った。馬を落ち着かせて前方を改めて見て、背筋が凍こおる。

　乱戦だ。

　先頭の兵が、敵陣を突き破りかねて停てい滞たいしているのだ。

　丈鉄と訓記が馬を寄せてくる。考仁と蓮佳、利範も、祥飛の背後に集まる。

「これでは、押し包まれるぞ」

　蓮佳が呻うめくと、考仁が鋭く周囲へ指示を飛ばす。

「固まれ！　魚ぎよ鱗りんのように守りを固めよ。先頭は突き進め！」

「兵の壁が厚い。おそらく続々と、前線に敵兵が集結している」

　前方を透すかし見ながら利範が口にした。考仁が、呻く。

「解げせない。なぜ、前線に結集を……」

　剣けんを構え、丈鉄が緊きん張ちようをにじませながらも、不敵に笑う。

「陛下。俺たちの後ろから出ないでくださいよ」

　皇帝側の兵と騎馬は互たがいの距きよ離りを詰め、防御の態勢を取りはじめていた。その中央にいるのが祥飛と、四夫人たちの乗る馬車だ。

　祥飛は手にある剣の柄つかを握にぎりなおし、ごく近くなってきた兵士たちの乱戦の声を聞いて、左右に目を走らせる。

（敵兵の壁に当たった我が軍の矢は、突き抜ぬけられずに潰つぶれたということか）

　鋒ほう矢しの陣じんは矢の形。その鏃を一直線に敵兵の壁にぶつけたのだが、矢は壁を貫つらぬきかねたのだ。そのため背後から迫せまった矢や柄がらの部分がたわみ、塊かたまりになって、この場で停滞している。

　予想以上に敵の防御が厚い。おそらく皇帝軍が食い込んだ場所に全兵力を注ぎ込み、こちらを赤河へ通すまいとしている。

　防御を固めた左右からも、兵の衝しよう突とつする声が聞こえはじめた。

（どうする）

　焦あせりにかられる。

　そのとき、一騎の人馬が祥飛の右手側に躍おどり込んできた。馬上の兵は槍を構え、真っ直すぐに祥飛に狙ねらいを付けていた。訓記の馬が跳はねるように前に出た。彼の剣が槍の先せん端たんを撥はねあげると同時に、馬から飛び下りた丈鉄が、馬の足元へ滑すべり込むようにして剣を振ふるった。馬が嘶き横倒しになり、槍を構えた男は地面に投げ出された。そこへすかさず丈鉄が走り、鎧よろいと兜かぶとの隙すき間まから、首へ剣を突き立てた。

「また、来るぞ！　訓記！」

　剣を抜きざま丈鉄は叫さけび、馬へ走って飛び乗る。

　その間にも、再び駆け込んできた敵の騎馬へ、訓記が突とつ進しんしていた。馬のすれ違いざまに、訓記は相手の騎手の胴どうを横よこ薙なぎにしていた。騎手がもんどり打って地に落ち、馬が一直線に駆け抜ける。

　丈鉄が馬を操あやつり、祥飛の前に立つ。見れば、祥飛や考仁、蓮佳と利範。さらに四夫人の乗る馬車。それらを中心にして円形に兵たちが防御の構えを取っている。

　二、三騎の敵の人馬が、祥飛たちを円形に守る兵の頭越ごしに見えた。彼らは弓に矢をつがえ、こちらに狙いを付けて矢を放ってくる。散発的に飛んでくる矢を、丈鉄と訓記が叩たたき落とす。彼らの手の届かない範はん囲いの矢は、考仁の馬の足元に突き刺ささり、馬が怯おびえて嘶いた。四夫人と理美が乗る馬車の車体にも、二本ほど、立て続けに矢が刺さった。御ぎよ者しやが身を縮め、伯礼は腰こしを浮うかして剣を構えていた。

　陣形が乱れ、追い詰められている。

　そんな気がした。

　祥飛は、突き破れない敵と衝突している前方へと目を向ける。

（朱西）

　砂埃と霧の向こうにいるはずの朱西を捜さがすように、睨にらみつけた。

（なんとしても、おまえに負けてやるわけにはいかぬ）

　祥飛は剣の柄を握りなおし、叫んだ。

「丈鉄、ともに来い！」

　馬の腹を蹴けり、前方へと駆け出す。それを目にした考仁が叫ぶ。

「陛下！　なりません！　危険です！」

「ここを突とつ破ぱできなければ、どのみち押し包まれ終わる！　余は、ここで終わるつもりはないから行くのだ！」

　皇こう帝ていを守ろうとしている兵たちに「道を開け。そしてともに参れ」と命じて道を開けさせ、祥飛は前方へ駆けた。丈鉄と訓記が、口々に「陛下」「お待ちを」と叫びながら、馬でついてくる。遠くから「陛下、駄だ目めです！」という、伯礼の悲痛な声も聞こえた。

　砂すな煙けむりと霧の乱戦の中に駆け込むと、祥飛は剣を高く掲かかげて叫んだ。

「余を見よ！　崑国皇帝はここにあるぞ。余には、敵の矢も剣も届かぬ！　天てん神じんの加護がある」

　前線の兵たちはその声に驚おどろきき、喚かん声せいをあげた。

「恐おそれる必要はない！　我われらは勝てる！　進め！」

　砂煙と霧の中、自信にあふれる祥飛の姿は兵たちの士気をあげた。「陛下」と唱和する声が大きく轟とどろき、斬きり結んでいた連中が力を取り戻もどして、相手の剣をはね飛ばした。

　敵兵は祥飛の出現に色めき立ち、その首を取ろうと我先に駆けてくる。丈鉄と訓記が馬で駆け回りながら剣を振るい、群がる歩兵を一ひと太刀たちで二、三人斬りおろす。

（五ご龍りゆうは去ったのだ。天運など期待できぬ。だが）

　あたかも自らが天に認められているかのように兵を鼓こ舞ぶしたが、祥飛自身そんなことは微み塵じんも思っていなかった。天運に恵めぐまれた皇帝であれば、おそらくこんなところまで追い詰つめられはしないだろう。

（ここを突破しなければ、全すべてが終わる）

　だからこそ、天に認められているかのように振る舞まった。

　それで兵が勇気づけられ士気があがるなら、いくらでも、天運に恵まれた英えい雄ゆうのように振る舞ってやるべきなのだ。

　味方の兵や丈鉄、訓記の隙をつき、一人の歩兵が祥飛に向かってきた。はっとして、手にした剣を振り下ろす。相手の首に刃やいばが斜ななめに食い込んだが、そのはずみで相手の剣も祥飛の膝ひざをかすめた。しなる竹で叩かれたような衝しよう撃げきが膝に来たが、それでも必死に剣を払はらい、相手の兵を地に転がした。

　刃を宙に振り抜くと、血しぶきが顔に散る。膝に目をやると、血が滲にじんでいた。しかし興奮しているせいか痛みはなく、ただ熱いと感じた。

「進め！　突破せよ！」

　声を限りに叫んだ。しかし前方から、次々と敵兵は湧わき出てくる。赤河から湧く霧とともに、兵が生まれてくるような錯さつ覚かくにとらわれる。

　歯を食いしばる。

　無理なのかと、頭の隅すみで呟つぶやいた声が聞こえた。

（無理ではない）

　意識的にそれを否定し、剣を振りあげる。そして今一度声を張った。

「恐れる必要はない！　進め！　余がここにいる！」

　天運がなくとも、祥飛は勝たなければならないのだ。従ってくれた者たちを引き連れている今、絶対に負けられないのだ。
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（無理だ）

　祥飛に向かって押し寄せる兵に突つっ込み、休むことなく馬を走らせ剣けんを振るいながら、丈鉄は焦っていた。

（こんな先頭に出てきちまったんじゃ、守り切れない）

　しかし祥飛は退ひかないだろう。そして、ここで祥飛を退かせれば、兵の士気が落ちて雪崩なだれのように陣形が崩ほう壊かいするのは目に見えていた。

　皇帝が先頭に立つなど、絶対にあってはならない事態。ただこうしなければならないほど、状じよう況きようは切せつ迫ぱくしている。その点で言えば祥飛の判断は正しいのだ。大だい胆たんすぎるし、危険すぎるが、必要なのだ。ここで皇帝の身の安全を第一にした行動を取れば、結局、士気は衰おとろえ皇帝軍は壊かい滅めつする。前例や、常識を問うている場合ではない。

「訓記！」

　剣を振るい手た綱づなをさばきながら、乱戦の中で馬を操る訓記に向かって、怒ど鳴なる。

「ここは退けない！　陛下から離はなれるな！」

「わかっています！」

　剣を振るいながら、肩かたで息をしている訓記が怒鳴り返す。

「ただ敵の数が多すぎます！　いつまで持つか」

「先頭が敵てき陣じんを突破するまで、守り抜け！」
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「陛下、駄目です！」

　御ぎよ者しや台だいから聞こえた悲痛な声に、四夫人と理美は顔をあげた。

「何があったの!?」

　宋貴き妃ひが立ちあがろうとするので、理美はそれを押しとどめた。

「危険です、宋貴妃様。代わりに、わたしが」

　がつがつと、車体に矢が突き刺さる音が響ひびいているのだ。そんな中に、宋貴妃の顔を出させてはならない。理美は窓の近くへ顔を寄せた。目の前をひゅっと矢が通り過ぎ、ぞっとした。

「伯礼様。何があったんですか!?」

「陛下が、前線へ駆かけて行かれた……」

　呆ぼう然ぜんとした伯礼の声に、四夫人が色を失う。

「なぜ、陛下が前線へ!?」

「おそらく、士気を高めるために」

　ここを突破できなければ、皇帝方は壊滅する。それは理美にすらわかっていた。祥飛が自らの身を危険にさらす決断をしたとするなら、ぎりぎりまで追い詰められているということなのだ。祥飛は安易に、危険に飛びこんだりしない。自らが皇帝であり、その命が永らえることを多くの者が望んでいるとよく知っている。皇帝が前線に出るなど、まさに壊滅の直前でしかありえない。

　頭が真っ白になって、動けなくなる。

「そんな……まさか……もう……駄目なの？」

　震ふるえる声で余淑しゆく妃ひが呟くと、宋貴妃が鋭するどく𠮟しつ責せきした。

「お黙だまりなさい！　そんなはずはないわ」

　するといきなり温賢けん妃ひが、手にしていた本を開いて必死に文字を追う。

「こんなときに、本など」

　鳳徳とく妃ひが戸と惑まどったように注意しようと口を開きかけるが、温賢妃が、彼女らしからぬきつい目をして顔をあげた。

「今、だからです。これをご覧ください。やっと見つけたんです。五龍の発した声の意味を解く記述を。雪宝林！」

　呼ばれて、理美ははっとした。

「お聞きなさい！　ここに、即そく位いに際して五龍の声を聞いた者の記述があるのです。五龍は『その者が皇帝に相応ふさわしい』と、声を発したというのです。声を聞いたのは、ただ一人の神職。その神職はその者が皇帝に相応しいと知っていたからこそ、五龍の声を聞けたというのですよ。ここにそう書かれています」

　ふり返った理美は、温賢妃がこちらに突きつけて開いている本を、ただ見つめた。彼女が何を言いたいのか理解できなかった。

「温賢妃様。それにどういう、意味が」

「皇こう帝ていたる者を知っている者が、そのときその場にいてこそ五ご龍りゆうの声を聞けるのです。ということは、あなたが皇帝だと信じている者が、天から許され皇帝に決した者なのです！」

　ぼんやりと、温賢妃の言わんとすることがわかってきた。理美の指先が震える。

「……、じゃあ、あの声は」

「紅こう唐とうで五龍の声を聞いたとき、あなたは誰だれが皇帝として相応しいと思っていましたか!?」

　そんなもの決まっていた。

　あのときも、その前も、今も。理美は祥飛こそが崑国皇帝に相応しいと、心から信じている。

「陛下です。わたしは、ずっと前から今も、陛下以外に崑国皇帝に相応しい方はいないと信じています」

「では五龍は陛下を───龍りゆう祥飛様を、崑国皇帝と決したということなのよ！　あなたが五龍の声を聞いたということは、そういうことなのよ」

　背筋を、震えに似た喜びが駆けあがる。

（崑国皇帝陛下は、あの方だけ！　それを天が認めた）

　その瞬しゆん間かん、馬車の外がにわかに明るくなった。光に誘いざなわれるように、理美は窓の外に視線を向ける。彼女の瞳ひとみに、薄うすい霧がたなびく中、騎き馬ばの兵の間を縫ぬうようにぼんやりとした光の筋が見えた。それは理美の目の前から、彼女を導くように伸のびている。

「……光が」

　口にすると、四夫人は不可解な顔をした。

「光？　どこに」

　怪け訝げんに問い返す鳳徳妃に、理美は光の帯を指さす。

「目の前から、前方へ。ずっと帯のように続いています」

「何も見えませんよ」

　余淑妃が答えると、ほかの三人も頷うなずく。「そんなはずはない」と答えかけた理美の脳のう裏りに、ふっと一つの思念が浮うかぶ。

（陛下の元へ行かなければ。あの光は陛下の元へ続いてる）

　直感というよりは、天てん啓けいに近かった。その感かん触しよくが理解できたのは、美味うましの宮みやとして幼い頃ころから、和国最高の神職の傍かたわらで過ごしていたからだろうか。

　その光が祥飛の元へ続いており、なおかつ、理美が彼に伝えなければならない一言があると理解した。

　突とつ然ぜん、強い衝しよう動どうが沸き起こる。

（陛下に、お伝えしなければ）

　前線にまで飛び出す必要があるほど追い詰つめられた状況で、祥飛は必死に、弱気になり諦あきらめかける自分の心を支えようとしているはず。その彼に「天運あり」の一言を、確信を持って伝えられるとしたら、それは必ず祥飛の力になる。

　今すぐに祥飛の元へ行き、この事実を告げる必要がある。祥飛は勝てる、天運があると。直接伝えなければならない。

「陛下には天運がある。このこと、陛下にお伝えします」

　言うと同時に馬車の扉とびらを開き、理美は外へ飛び出していた。

「お止やめなさい、雪宝林！」

「駄だ目め、お姉様」

　驚おどろいた四夫人が制止の声をあげるが、かまっていられない。

　飛び出した理美に気がつき、伯礼も御者台から飛び降りた。

「何をしているの、理美！　危ない。中に戻もどって」

　肩を掴つかまれたが、いやいやをするように首を振ふる。

「光が見えます。陛下の元へ続く光が！　わたし、行かなくては！」

「何を言っているの、理美。光？」

「見えるんです」

　伯礼の袖そでを力ちから一いつ杯ぱい掴むと、必死に見上げた。

「陛下には天運があります。珠ちゃんが決したと言ったのは、陛下が皇帝として相応しいと決したという意味なんです。わたしが、その声を聞けたから。わたしが聞けたということは、そういうことなんです。それがわかったんです。このことを陛下にお伝えしなくちゃいけない。だからこそ、見えるんです。光が」

「光……？」

　矢が傍らをかすめた。伯礼が理美の肩かたを抱だき、馬車の陰かげへと身を隠かくす。

「それは、確か？」

「はい」と頷き伯礼を見つめる。彼は眉まゆ根ねを寄せていたが、その間は数瞬。すぐに理美の手を握にぎると「おいで」と鋭く言い、駆けだした。矢が飛ぶ中、向かったのは考仁の所だった。

「周宰さい相しよう、理美を陛下の元へ送りたいのです。誰か馬を出してやってください。今すぐです。わたしが行ければ良いのですが、わたしは目が。馬は操あやつれない」

　馬上からこちらを見た考仁は、顔をしかめた。

「状じよう況きようがわかっているのか。何を言っている、伯礼」

「陛下には天運がある。理美がそれを知っています。そして陛下に今、お伝えする必要があると言っています」

「それを伝えて、何の意味がある」

「意味はあります！　陛下に続く光が見えます。だからこそ、行かなければならないんです」

　理美は、考仁の深しん衣いの裾すそを掴む。

「陛下は必死に戦っておられます。不利な状況を承知の上で、勇気と気力を振り絞しぼっておいでです。そのお心に、天運ありの一言をお届けするのは、けして無む駄だではありません。お願いします。今、陛下にお伝えするべきなんです。だからこそ、光が」

　懇こん願がんする理美の傍らに、一頭の馬が近づく。

「光が見えるのか？」

　聞こえた声は、呂蓮佳。傍らに近寄ってきた馬上からだ。ふり返り見上げて、強く頷く。

「はい。今も、見えます」

　蓮佳は考仁を見やる。

「この娘むすめは、和国では神に仕えていたのだろう。天啓を聞けても不思議はない。いや、もしそんなものがなくとも、理美の意見に賛成だ。天運があろうがなかろうが、信しん頼らいする女から天運があると言われれば、陛下の気力も持つはずだ。誰か、馬術に長たけた者は来い！」

　背後に向かって、蓮佳は叫さけんだ。すると近くにいた騎馬の兵が一人、駆かけつけてきた。

「お呼びですか」

「この娘を、前線へ連れて行け」

　兵士と考仁は、同時にぎょっとした顔をする。

「このような娘を前線へ送るつもりか、蓮佳」

　考仁の鋭い声に、蓮佳は頷く。

「そうだよ。勝ちたいのだろう？　守りたいのだろう？　ならば、できうる限りのことをするべきだろう。危険は、理美も承知の上だろう」

「参ります」

　強く言い切る理美の声に、考仁は押し黙だまる。

「頼たのむぞ」

　蓮佳の視線を受け、兵士は戸と惑まどったように理美を見やる。

「しかし、よいのでしょうか。このような女によ官かんを」

「お願いします。必要なんです、どうしても」

　見上げる理美の視線を受け止め、兵士は意を決したらしく頷く。

「わかりました」

　彼は、腕うでを伸ばすと理美の手を取り、一気に自分の馬へと引きあげる。伯礼が、すがるような目で「この人を頼みます」と告げると、兵士は「お任せください」と頷き、馬の腹を蹴けった。

　走り出した馬に振り落とされないように、理美は兵士の背後から腰こしにしがみつく。

　馬は、乱戦の声が大きい方向へ駆けている。兵士にしがみつきながらも、戦場の気配や剣けんが打ちあう音、悲鳴や、怒ど号ごうが恐おそろしくて、震ふるえ出しそうだった。涙なみだが出そうなほど、怖こわかった。

　こんな場所を、神しん獣じゆうである珠ちゃんが避さけたのは無理のないことなのかもしれない。

（けれど、珠ちゃん。珠ちゃんが陛下を皇帝と決したのならば、陛下を助けて！）

　このままでは敵兵力に押し潰つぶされる。先へ進めないこの状態が続けば、いずれこちらが力ちから尽つきる。天運があったとしても。そんな思いが強くなる。

（陛下は、わたしに居場所を与あたえてくださった。四夫人にも必要な方。陛下がいることで、そこが誰かの居場所になっている。己おのれを知り、臣下の力を信じ、人の言葉に耳を傾かたむける。これ以上の皇帝陛下はいない。絶対に失えない方。だから助けて、珠ちゃん。天運があるというなら、なおさら助けて）

「どちらへ向かえばよいですか、女官殿どの」

　兵士の問いに、理美は真っ直すぐ指をさす。光の方へ。

「あちらです！　陛下の元へ！」
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「敵を内側へ入れるな！」

　利範が叫んでいる。考仁は馬上から辺りを見回し、歯を食いしばった。

　敵兵は前線に集中して進路を塞ふさいでいるが、何割かの兵はこちらの陣じんを左右から攻こう撃げきし、内側に押し入り防ぼう御ぎよを崩くずそうとしている。

　削そがれるように、徐じよ々じよに防御の範はん囲いが狭せばまっていた。

（なぜこんな戦い方をする。朱西）

　隠れた兵力を擁ようしていたなら、もっと簡単にこちらを壊かい滅めつさせる方法はあった。しかしあえて、それをしていない。

（こちらを嬲なぶっているのか？　それとも、さらに何かの策を？）

　考仁は目を閉じた。

（四し半はん刻ときだ）

　四半刻のうちに前線が敵の壁かべを突とつ破ぱし、先へ進めなければ、左右から攻撃してくる敵兵が防御を突破して躍おどり込んでくる。そうなれば四夫人が乗る馬車も、もちろん考仁も、無事では済まない。理美は天運を口にしたが、考仁はそんな胡う乱ろんなものを信じる気はなかった。ただ理美の一言が、祥飛を力づけるのであれば良い。微び々びたる力でも、ないよりはあった方が良い。

　あと四半刻のうちに、どうすれば前線を突破できるのか。有益な策は思いつけない。唯ゆい一いつの望みがあるとすれば───。

（陛下）

　戦いくさの先頭に立った皇こう帝ていの姿に、兵が士気を高め、常ならぬ力を発揮し、敵の分厚い壁を打ち破ることしか期待できなかった。

（それは、可能か）

　自問すると、無理だと言う自分と、可能性はあると言う自分がいる。

　祥飛は、彼に対して侮あなどりしかなかった考仁や蓮佳に、仕えるべき者だという気持ちを芽生えさせた。それは彼の熱意と、純じゆん粋すいで真しん摯しな思いに打たれたからだ。

　前線にまで飛び出した若き皇帝の思いを、兵卒も受け取るだろうか。受け取れば、予測もできないほど士気が上がる。

　祥飛になら可能かもしれない。彼になら、この苦境を乗り越こえられるのかもしれない。考仁はただ、それを信じるべきなのかもしれない。

（陛下。あなたは我われらの前に立ち続けてください。あなたがいることが、唯一の勝機だ）




　　　二




「伯礼！　雪宝林は」

　馬車に戻もどってきた伯礼に、窓から身を乗り出した鳳徳とく妃ひが訊きく。

「陛下の元へ行きました。矢が来ます。危ない、顔を出さないでください」

「でも雪宝林が」

　馬車の窓の下に駆け戻った伯礼は、窓にそえられた鳳徳妃の手に触ふれた。

「大だい丈じよう夫ぶです、鳳徳妃様。落ち着いて。陛下は五ご龍りゆうに皇帝と認められていた。そうに違ちがいないのです。だから、あなた方、四夫人が見つけた希望を信じてください」

　鳳徳妃がこちらを見下ろす。弱った伯礼の視力では、彼女の顔はぼんやりとして、表情が読めない。ただ触れた手が震えているのはわかった。矢が飛び、悲鳴が聞こえるこの場所で、四夫人がどれほど恐きよう怖ふを覚えているか想像に難かたくない。

「四夫人は、わたしが命に替かえてもお守りします。わたしは内ない侍じ監かんです。わたしの務めです」

「伯礼、でも」

「信じてください。さあ、中へ」

　鳳徳妃は戸惑った様子ながらも、頷うなずいて頭を引っ込めた。

　伯礼は御者台へ回り込み、そこに置きっ放しにしていた剣を掴つかむ。その感かん触しよくを掌てのひらで確かめながら、

「わたしは馬車の右側を守ります。あなたは、左側をお願いします」

　御者を務める兵に言った。兵は「承知しました」と御者台を下りながら、心配そうに問う。

「しかし内侍監。あなた様は目が」

　伯礼は、薄うす茶ちやの瞳ひとみに冷たい色を浮うかべて、ふっと笑う。

「人を斬きるのに細部を見る必要はありません。表情が見えないぶん、罪悪感も少なくて済むでしょう」

　精密な剣技を争う決けつ闘とうならばともかく、興奮状態の戦場では、怯ひるまず斬きりこむ度胸と反射神経、腕わん力りよくがものを言う。急所を斬る必要はない。ただ相手の戦意を喪そう失しつさせ、あるいは戦せん闘とう不能にすれば良いだけなのだ。戦意を喪失させるのに有効な顔周りに傷を負わせる、あるいは手指を切り落とすだけでも充じゆう分ぶん。

　伯礼には腕力がない。しかしそれを補うために、剣は常のものより細身で軽いものを持参している。反射神経も悪くはない。剣技にも自信はある。

（こんなところで役立とうとは）

　公子であったときには剣に触れるのも厭いとわしかったのに、宦かん官がんとなってからは、密ひそかに剣を手に取り少しずつ腕を磨みがいていた。それは鬱うつ屈くつした思いからで、いつかどこかで、自分を本来の道から遠ざけた者たちに復ふく讐しゆうできるかもしれないと期待したから。

　ただ余計な警けい戒かい心しんを抱いだかれることは、得策ではなかった。ずっと隠かくし通していた。だが前の内侍監、伊い文ぶん亮りようが放った刺し客かくが理美を殺そうとしていたとき、その剣技を丈鉄や朱西の前で見せてしまった。あのあたりから伯礼はもう、弟皇帝に対して内心では膝ひざを折っていたのだろう。

　剣を構える。

（陛下が守りたいと願う四夫人が、ここにいる。わたしが守ろう。陛下の代わりに。いつまで守り切れるかは、わからないが）

　絶望的な気分に襲おそわれそうになる。それに気がつき、己の気持ちを立て直そうと首を振ふる。

（いや、守るのだ）

　祥飛が皇帝だ。

　かつて伯礼は公子であり、帝てい位いについてもおかしくない場所にいた。しかし様々な巡めぐり合わせの結果、内侍監としてここで剣を握にぎり、祥飛の妃きさきたちを守っている。この場所で力を尽つくそうとしている自分を発見し、伯礼は薄く笑う。

　伯礼をこんな気持ちにさせた祥飛だからこそ、皇帝に相応ふさわしい。彼は伯礼よりも純粋で、素す直なおで心根が優やさしい。勇ゆう敢かんで、そのうえ伯礼のように計算が勝つこともなく、情に厚い。だからこその運命だろう。

　祥飛の資質が運命を動かすと、信じたい。

（陛下。信じましょう、あなたを。そしてわたしの力のおよぶ限り、あなたを守りましょう）

　理美は光が見えると言った。その光が祥飛に続き、彼に相応しい運命を授さずけてくれるように祈いのった。

（わたしは、弟の治世を守る）
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　膝が熱い。そのせいか膝に力が入らず、油断すると落馬する危険があった。

（落ちてはならない、まだ）

　歯を食いしばり、声を絞しぼった。兵卒たちに怪け我がを気取られてもならない。皇帝は乱戦の中でも奇き跡せき的に無傷でいると信じさせたかった。至る所に散った返り血が、傷の出血を誤ご魔ま化かしてくれるように願った。

「怯むな！　進め」

　一声発すると、その度たびに味方の兵の動きが活発になる。祥飛の一声に応じるように、兵の塊かたまりがぐっと敵を押し返す。

「進め！　勝てる！」

　周囲では歩兵が槍やりを構え、丈鉄と訓記が馬をせわしなく操あやつり馬上から剣けんを振るい、敵兵が祥飛に近づくのを防ごうとしていた。それでも隙すきを突つき、槍を構えて向かってくる兵がいる。短たん槍そうを構えて突きこんでくる兵の穂ほ先さきを、祥飛は剣で弾はじいた。そのとき背後から、雄お叫たけびが聞こえた。はっと振り向くと、こちらも短槍を手にした敵兵が遮しや二に無む二に突っこんでくるのが見えた。

（しまった）

　間に合わないと思った瞬しゆん間かん、一騎きの人馬が兵と祥飛の間に飛びこんできた。訓記だった。短槍が訓記の操る馬の腹に突き刺ささり、竿さお立だちになった馬から訓記が振り落とされた。

「訓記！」

　敵兵は馬の腹に刺さった槍に振り回されて、たたらを踏ふむ。地面に放ほうり出された訓記は、顔をしかめながらも跳はね起き、敵兵の膝を薙なぐ。敵兵がもんどり打って倒たおれる。訓記はその動きが限界だったらしく、胸をかばって呻うめきながら膝をつく。

　異変に気がつき、丈鉄がこちらに駆かけ寄ってくるが、彼に向かって三人、長槍を構えた兵が走る。丈鉄は剣で槍を弾き返すが、槍の穂先が一つ、丈鉄の肩かたをかすめて血しぶきが飛ぶ。

「丈鉄！」

　さらに襲ってくる槍の穂先を、丈鉄は渾こん身しんの力で剣で弾く。槍が跳ね上がった隙に、馬を跳ねさせて敵兵との間合いに躍り込み、兵の首を横薙ぎにする。すぐさま馬首を巡らせ、祥飛の傍かたわらへ寄る。

「陛下！　後方へ退ひいてください」

「できぬ！　今、余がこの場を離はなれれば兵たちが持たぬ」

「御おん身みが大切です」

「ここで勝てなければ、どのみち未来はない！」

　怒ど鳴なり返した、そのときだった。

「陛下！」

　戦場にありえない、少女の声。その声は高いぶんだけ乱戦の怒ど号ごうの中を突き抜ぬけるように、よく響ひびいた。

「理美!?」

　まさかと思った。ふり返った視線の先に、馬を操りこちらへと一直線に駆けてくる兵士と、その背にしがみつく理美の姿を認めた。

「何をしている!?」

　祥飛が驚おどろきの声を発すると、地面に膝をついていた訓記が顔をあげた。兵士と理美の姿を認めた彼は、すぐさま立ちあがり、理美の乗る馬の方へ走り出していた。顔を歪ゆがめ歯を食いしばり、駆け寄っていく。

　理美の乗る馬へ敵兵の一人が槍を突き出す。馬が竿立ちになり、理美の体が浮く。

「女によ官かん殿どの！」

　馬を御ぎよしながら悲鳴をあげた兵士。訓記が、放り出された理美の体を全身で受けとめた。理美を抱かかえるようにして一いつ緒しよに地面に倒れた訓記は、押し潰つぶされたような呻きを漏もらす。

　理美は跳ね起き、自分を受けとめた訓記が仰あお向むけに倒れたのを覗のぞきこむ。

「訓記様！」

「陛下の元へ……お早く！」

　苦しそうにしながらも、訓記が腕うでで理美の肩を押す。この場にいては、余計に訓記に負担をかけると察したのか、理美は泣きそうな顔で頷き、祥飛の方へ駆けてくる。

　祥飛も馬を駆り、理美に向かった。

「陛下！」

「理美！」
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（光だ！）

　祥飛の姿を認めると、泣きそうになった。理美にしか見えない淡あわい光の帯は、人馬の間を抜け祥飛に向かっていた。ほのかな光の帯は祥飛にまとわりつき、強い輝かがやきを放つ。

　祥飛は理美を、馬の側面から抱えるようにして馬上に引きあげてくれた。自分の前に座らせ、鋭するどく命じる。

「余にしっかり掴まれ！　こんな場所に、何をしに来たのだ、馬ば鹿か者が！」

　祥飛の肩にしがみつき、理美は涙なみだ目めで祥飛を見上げた。しがみついた瞬間、彼の体から鱗りん粉ぷんのように光こう輝きが散った。

「お知らせに参りました。四夫人が見つけてくれました。証しよう拠こを」

「何を言っている。意味がわからぬ」

　ほとんど、怒鳴られた。祥飛はひどく興奮している。

（膝が、ひどい出血）

　興奮のためか、祥飛は痛みを感じていないようだったが、彼の膝から下は血で真っ赤に染まっていた。普ふ通つうならば馬に乗っているのも無理な傷だろう。

「陛下、理美を連れて後方へ！」

　丈鉄が剣を構え、周囲を牽けん制せいしながら声を張った。

（丈鉄様も怪我をされてる、訓記様も）

　乱戦の声が周囲を埋うめ、追い込まれている感覚が強くなる。

　この場を突とつ破ぱできそうもない。そう思えた。しかし、そんなはずはない。

　目の前に、輝きをまとう存在がある。ここに我われありと誇ほこり、示すように輝いているのだ。

（わたしが確かに声を聞き、四夫人が見つけてくださった。そしてここに確かな光がある）

　己おのれを知り、迷い戸と惑まどいながらも、真っ直すぐな心根で皇こう帝ていたろうとしている人がここにいるのだ。周囲の者を尊び、愛し、彼らとともにさらに自らも成長しようとする強い意志がある。

　彼が皇帝でなくして、今誰だれが皇帝に相応ふさわしいというのだろうか。

　だからこそ、珠ちゃんは「決した」と言ったのだ。

　丈鉄がさらに怒鳴った。彼の操る馬の足さばきが乱れ、土つち煙けむりが上がる。

「陛下、お早く！　今は分が悪い」

「退ひけぬ！」

「陛下……！」

　焦あせりの余りだろう。丈鉄が声を荒あららげかける。理美はその声を制するように、声をあげた。

「陛下には天運があります！」

　低い怒号が響く中、自分の声が思った以上に通るのに理美は我ながら驚いた。甲かん高だかい音は、この場では人の耳によく聞こえる。

（そうか、だったら！）

　祥飛にしがみつきながら、理美はなるたけ大きな声で告げた。

「五ご龍りゆうは陛下を崑国皇帝と『決した』と告げました。それは、わたしが聞きました。五龍の声は、その方が皇帝に相応しいと信じる者の耳に聞こえます」

　さらに声を大きくした。

「このお方の他ほかに、崑国皇帝はいらっしゃらない！　わたしはそれを信じ、五龍は決しました。五龍が声を発しました。決したと。崑国皇帝は、こちらにあるお方。五龍の、天の認めた皇帝陛下！　天運は陛下の元に！」

　理美があえて声を大きくした意図を察したのか、祥飛は理美の腰こしを片手で支えながら、もう片方の手にある剣けんを高く掲かかげた。

「聞いたか、皆みなの者。余には天運がある！　余の他に崑国皇帝はいない」

　祥飛にしがみつきながら、理美は心の中で必死に呼ぶ。

（珠ちゃん！　珠ちゃん！　珠ちゃん！）

　珠ちゃんが祥飛を皇帝に決したのは、疑いない。

　だったらけして祥飛を見放さないはず。

（珠ちゃん！　信じてる、珠ちゃん！）
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　祥飛は何度も、兵を鼓こ舞ぶした。しかし自らは、絶対に勝てると信じていなかった。

　負けられないから、勝てると言い張り兵を勇気づけ、自らも力を振ふり絞しぼろうとしていた。ただ絶望感が何度も襲おそい、それが心の底に堆たい積せきし、あふれだし、気持ちが折れそうだった。

　そこに理美が来た。

　抱える細い体は震ふるえている。頼たよりない温ぬくもり。その頼りない温もりがあるからこそ、信じられる。四夫人が見つけたという、祥飛に天運があるという証拠。それがどんなものかはわからないが、こうやって理美が危険を冒おかして知らせてくれたことが、何よりも祥飛を勇気づける。

（四夫人が、理美が言うのだ。間ま違ちがいない）

　確信を持てた。

　それは自分に天運があるという確信ではない。この追い詰つめられた状じよう況きようでなお、天運ありと必死に告げてくれる者が自分の周囲にいること。そのことで自分が今まで躓つまずきながらも進んだ道が間違っていないと確信できたし、また、これからよき皇帝となれるだろうという確信をもたらしたのだ。

（余が皇帝だ）

　天の意思など知ったことではない。ただ考仁が長年かけて整えた国を安あん寧ねいへと導きたい。祥飛を拠より所とする者たちに、居場所を与あたえ続けたい。そして、蓮佳や関朝雲が味わったような苦痛を民たみに強しいることがないように、祥飛は皇帝でありたい。

　自分が国を導くのだ。天が国を導けるわけではないだろう。

　天運など期待していなかった。しかし兵を鼓舞するために剣を掲げる。

「余には天運がある！　余の他に崑国皇帝はいない」

　快かい哉さいを叫さけぶように声を張った。

　天運。便利で、かつ効果的な言葉だ。その言葉を利用してやろうと思った。

　剣の先を天に向け、その切っ先が指す天を見あげた。

（決したと、言ったのだな五龍!?　余を皇帝に決したというなら）

　挑いどみ、命じるように告げた。

「五龍！　天運ありと世に示せ！」

　兵がその声に応じ、「皇帝陛下」と一いつ斉せいに声をあげる。その勢いで、どっと最前線が動いた。祥飛の声を聞いた兵たちが、信じられない勢いで敵を押した。

　前線が一気に前に進む。

（風穴が開く）

　絶望的だった状況に、活路が見えた。

（突破できる！）

　兵たちの高こう揚よう感かん。それにともなう爆ばく発はつ力。総そう崩くずれ直前だった前線が、勢いを盛り返し敵を押していた。押し切れると確信した。

（勝てる！）

　血がたぎるような興奮に、祥飛は声を限りに叫ぶ。

「行け！　余が、国を統すべ守る者だ！」

　声に応じ、さらに喚かん声せいを上げた兵士たちが一気に百歩の距きよ離りを進んだ、次の瞬しゆん間かんだった。

　背後から冷たい風が吹ふきつけた。

　理美は空に視線を向け、息を吞のむ。

「陛下、あれは」

　丈鉄も空を見あげ、目を見開いている。

「なんだ……」

　と、呟つぶやく。

　祥飛は視線の先に、信じられないものを見た。

　思わず声が漏もれる。

「……まさか……」

　理美が空に向かって叫ぶ。

「珠ちゃん！」

　理美の目に涙が浮うかんでいた。




　　　三




　空が低く唸うなった。

　その音に気がついた兵が数人、灰色の空を見あげると、さらに大きく唸る。風の唸りにも聞こえたし、雲の中で巨きよ大だいな生き物が呻うめく声にも聞こえた。

　唸りは大きくなり、戦場全体を覆おおうような音へと変わる。

　頭上から押さえこまれるように響ひびき渡わたる声に、兵たちの動きが止まった。

　斬きり合っていた兵たちも互たがいに飛び退のいて、空を見あげる。怒ど号ごうが急に萎しぼんでいく。乱戦の砂すな埃ぼこりが霧きりと混じりたゆたう中に、兵たちは不安げに周囲を見回す。

　何だ、何だと、動どう揺ようが広がる。

　兵の一人が、「ああっ！」と声をあげ、一点を指さす。それにつられた者たちが指さされた方向を見て、息を吞み、あるいは小さく悲鳴をあげた。

　そこにあるのは、青毛の馬に跨またがり甲かつ冑ちゆうを身につけた若い皇こう帝ていの姿。彼の片かた膝ひざから下は血に染まり、鎧よろいも埃に汚よごれて血しぶきが飛んでいる。彼は馬上で一人の少女を抱だき、片方の手で剣を高く掲げていた。その身の周囲は、かすかに輝かがやいて見えた。

　背後の中空に、巨大な白銀の生き物が、とぐろを巻くように動いている。

　銀色のなめらかな毛皮と、鋭するどく長い、白い角。人々を見み据すえる青い巨大な瞳ひとみ。

　人をわし掴づかみにできそうな巨大な前足には鋭い五本爪づめがあり、片方の前足には透とう明めいな珠たまを握にぎっている。

　誰かが呟いた。

「五龍だ」







　皇帝側も鳳家側も、全すべての兵が中空を見つめ、動きを止めた。信じられないものを見ている衝しよう撃げきが、その場にいた者全ての思考を奪うばっていた。

　禁軍将軍は「通すな」と怒ど鳴なりながら剣を振るった、その形のままで動きを止めていた。

　刑けい部ぶ尚しよう書しよは手た綱づなを固く握りしめ、震えていた。

　朱西は、「ああ……」と小さく一声発し、半ばうっとりして白銀の巨きよ体たいを見つめていた。

　蓮佳は目を見開き、微び動どうだにしない。利範はただ呆ぼう然ぜんとしていた。

　考仁は震えていた。それは恐きよう怖ふのせいではなく、こみあげる感動を堪こらえるように見えた。「天が……」と、小さくそれだけ口にした。

　五ご龍りゆうが口を開き、地を震わせるような一声を発した。

　その一声と同時に、目を開けていられないほどの強風が周囲に吹き荒あれる。兵たちは悲鳴をあげ、その場にしゃがみ込むが、風と五龍の声は止やまず誰だれもが目を開けられない。馬が嘶いななき、怯おびえて立ちすくむ。







　突とつ風ぷうと五龍の声に、祥飛も目を開けていられなかった。風に耐たえるため、理美を抱かかえて馬上で縮こまる。風によろけた連中が悲鳴をあげ、馬が怯えて鳴き、突風の音が耳を覆うほどに吹きすぎる。

　しばらくして、ようやく風が止む。

　きつく閉じていた瞼まぶたの向こうが、いやに明るい。

　目を開け、祥飛は唖あ然ぜんとした。

　五龍の姿は消えていた。

　そのかわり赤河からあふれ出ていた霧が全て吹き払はらわれ、明るい朝日が戦場に注ぎ込んでいた。視界が拭ぬぐったように鮮せん明めいになって、馬上からであれば赤河まで見通せた。

　鳳家の軍が、赤河のほとりまでみっしりと集結しているのが見て取れた。とうてい、皇帝軍が突とつ破ぱできそうもない数の兵が行く手を阻はばんでいる。

　しかし。

　敵兵の背後、赤河の流れの中に、見慣れない巨大な軍船が五隻せき、こちらに横っ腹を見せて並んでいた。船体を鋼はがねの板で防ぼう御ぎよした厳いかめしさでありながら、船首には凝こった草模様が彫ほり込まれ、さらには柔やわらかな布を体に巻きつけた女め神がみらしき像が掲かかげられていた。崑国の軍船ではない異国の船。その特とく徴ちよう的な紋もん様ようから、何処どこの国からやってきた軍船なのかはわかる。

「西さい沙さ国こく」

　我われ知らず、祥飛は呟いていた。

　五隻の船ふな縁べりには、三人がかりで射る強こわ弓ゆみが並んでいた。西沙国の兵がそれに矢をつがえ、岸を狙ねらっている。

　並ぶ西沙国船団の中心。ひときわ大きな旗き艦かんとおぼしき軍船の帆ほ柱ばしらの下には、銀糸金糸で草模様が刺し繍しゆうされた上衣を身につけた、細身でしなやかな体つきの男が立っていた。霧が晴れた赤河の流れが朝日を反射し、その光を受けた銀の耳みみ飾かざりが輝いて、彼の褐かつ色しよくの肌はだに映はえる。

　西沙国皇帝の弟にして、かつて西沙国使節を務めて崑国に来た男。グルザリ・シャーだ。

「西沙国が、間に合ったの？」

　理美が呆然と呟く。

　丈鉄は信じられないものを見ているような顔で、首を横に振ふる。

「いや、そんなはずはないぜ。今日到とう着ちやくできるはずがないんだ。早くても数日後のはずだ」

　祥飛も、丈鉄と全く同じことを思った。西沙国が、今この場に現れるはずはない。間に合わないことは、考仁も確信していた。

（西沙国の援えん軍ぐんが、ここにいるはずはない。しかし、だとしたら今見ているものはなんだ？）

　都合の良い幻まぼろし。そんな気すらした。

　グルザリ・シャーが手をあげて合図すると、五隻の軍船から一斉に矢が放たれた。

　矢は鋭く空気を裂さき、一直線に鳳家の軍勢の中に飛来した。太く、勢いのある矢に貫つらぬかれ弾き飛ばされ、一いつ矢しで五、六人はその場に倒たおれる。短たん槍そうが飛んでくるようなものだ。それが次々と、一列で隙すきなく射い込こまれるので、鳳家の軍は大混乱に陥おちいり、逃にげ場を求めて走り出す。

　しかしそこには、皇帝側の兵がいる。背後から来る矢に慌あわてふためき動揺した鳳家の兵は、皇帝側の兵とぶつかり、簡単に斬り伏ふせられる。

　はっとして、祥飛は大声で命じた。

「こちらに逃げてくる敵兵を迎むかえ撃て！」

　何が起こっているかわからないまでも、兵たちは夢から覚めたように、鬨ときの声をあげ勢いづいた。逃げ惑まどう敵騎き兵へいを迎えて斬り伏せ、あるいは逃げ惑う兵たちを追い、槍で貫く。

　その間も、軍船からの矢は降り続く。

　背後からは降り注ぐ矢。前方は皇帝軍。その挟きよう撃げきにあい、鳳家の兵は混乱の極きわみだった。あれほど手強かった敵兵が次々倒れ、屍しかばねが見る見る地面を覆う。密集して皇帝軍の進路を塞ふさいでいたことも、災わざわいした。矢の攻こう撃げきによる被ひ害がいが大きくなり、密集していたぶんだけ逃げ遅おくれた。
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「こんなことが……」

　霧が晴れ、赤河に現れた西沙国の軍船を見つめながら、朱西は呆然と呟いていた。

　西沙国の軍船からは矢が降り注ぎ、皇帝軍を迎え撃つために密集していた鳳家側は、たちまち大混乱を来きたし、前後から攻撃され、見る間に地に伏していく。

　朱西と刑部尚書は馬を並べ、前線から離はなれた小高い岩場にいた。そこからは味方の兵がばたばたと倒れていくのが見える。刈かり取られる稲いな穂ほのようだ。皇帝軍の前線がじりじりと進むと、それが鋭い鎌かまのように、鳳家の兵を刈っていく。

　五龍の姿が戦場の中空に現れたのを、朱西も刑部尚書も見ていた。そして激しい風に目を閉じた後、霧が吹ふき散らされたことに目を瞠みはった。驚おどろく間もなく赤河に西沙国の軍船の姿を認め、その場にいた者たちが状じよう況きようを吞のみこむ前に、すぐさま攻撃が開始されていた。

　刑部尚書が、すがるように朱西の袖そでを掴む。

「鳳家ご当主！　どうなされますか!?　策を！」

　無残に倒れる兵を見つめながら、朱西はぼんやりとした声で答えた。

「打つ手はありません。終わりです」

「何を仰おつしやる！　一いつ旦たんここは引いて、態勢を立て直し、再び攻撃を」

　食い下がる刑部尚書に、朱西は戦場を指さした。

「ご覧なさい。我が方はほぼ壊かい滅めつです。立て直すべき兵は、おそらく残りません」

「宮城周辺に配置した六千の兵が」

「あれは金で、期限付きで雇やとった兵です。不利な立場になった鳳家に付き従いはしません」

「ならば再び金を」

　朱西は、ふっと絶望的に笑って刑部尚書を見る。

「鳳家の私財は、六千の兵を募つのるのに使い果たしましたよ」

　刑部尚書の顔から血の気が引くと、追い打ちをかけるように、血と砂埃にまみれた騎馬兵が駆かけてきた。騎馬兵は馬の手綱を引き、興奮する馬をなだめながら、馬上から大声で報告した。

「将軍が討うたれました！　指揮が乱れ収しゆう拾しゆうがつきません。どなたか指揮を」

「もう、指揮を取る者がいても無む駄だでしょう。皆みな、逃げよとだけ、戦場に伝えてください」

　静かな朱西の声に、騎馬の兵は眉まゆをつり上げる。

「諦あきらめるのですか!?」

「あなたも、わかっているでしょう。これ以上、無駄に死人を増やす必要はありません」

　騎馬の兵は悔くやしげに唇くちびるを噛かんだが、「わかりました」と返し、再び馬首を戦場へ向ける。

　震ふるえ声で、刑部尚書が言う。

「逃げましょう、鳳家ご当主。捕つかまれば命がない」

「逃げたければ、あなたはお逃げなさい。俺はここに残ります」

「なぜ!?」

「俺のせいで殺される者たちを、最後まで見るのが俺の義務でしょう。そして天下の大逆人は、何処まで逃げても、必ず追われ捕まります。逃げるだけ無駄なことです」

「わたしは死にたくない！」

　一声叫さけぶと、刑部尚書は馬の腹を蹴けった。駆けだした主あるじを追って周囲の者が走り出し、朱西の周りにいた者たちも、互たがいに顔を見合わせて、そろそろとその場を離れていく。

　朱西は彼らを一いつ顧こだにせず、戦場を見つめていた。

「痛ましい」

　呟つぶやき、目を閉じ、唇を噛む。

「すまない。皆を殺したのは、俺の野心だ」
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　ほぼ壊滅状態になった鳳家の軍は、統制されることもなく逃げ出した。それぞれの兵が勝手に逃げ散るのを、皇こう帝てい側の兵が追撃し、容よう赦しやなく討ち取った。

　混乱した戦場を抜ぬけ、考仁と利範、蓮佳が、祥飛の傍かたわらに駆けつけた。

　理美は祥飛の胸に顔を埋うずめ、周囲の様子を見まいとした。

（むごい）

　戦いくさとは、殺しあいなのだと知っている。しかし次々に血を流し倒れる兵たちを目まの当たりにすると、その凄せい惨さんさを直視できない。

　祥飛は丈鉄たちに守られながら、赤河の川岸まで来たらしい。冷たい川風が理美の首筋に吹いてきたので、それがわかる。

「理美。顔をあげよ。戦場は後ろだ」

　そっと祥飛が囁ささやいたので、恐おそる恐る顔をあげた。騎乗する祥飛の左には、これも馬に乗った考仁が並ぶ。さらに右手には、蓮佳と利範。背後には丈鉄もいる。誰だれもが皆、砂すな埃ぼこりにまみれて、祥飛と丈鉄に至っては出血をしている。

　川岸に兵の姿はなかった。そのかわりに、西沙国の軍船の旗き艦かんから艀はしけを使って、グルザリ・シャーが川岸に到着していた。彼の周囲を、六人ばかりの西沙国兵が固めている。彼の背後には、西沙国へ助力を乞こうために旅立った工部尚しよう書しよの姿もあった。

　祥飛は馬を下りたが、地面に足を着けた途と端たんに膝ひざが折れ、その場に蹲うずくまる。

「陛下！」

　理美は馬を飛び下りて祥飛を支えた。顔を歪ゆがめた彼の顔色は、ひどく悪い。

「お怪け我がが、陛下。早く手当をしないと」

「グルザリ・シャーに礼を言ってからだ」

「俺が支えます」

　呻うめくように答えた祥飛の肩かたを、馬から下りてきた丈鉄が支え、立たせてやる。心配顔の理美に、丈鉄は片目をつぶってみせる。

「俺に任せろ。皇帝陛下が、あんたみたいな細っこい女の子に支えられたんじゃ、格好がつかないだろう」

「はい」

　丈鉄に任せて理美は手を離したが、それでも心配で、祥飛の傍らにぴたりと寄り添そっていた。祥飛は丈鉄に支えられながらも、それでも威い厳げんを保とうと顔をあげている。

（血が、あんなに）

　祥飛の膝から下は血に濡ぬれ、出血が今も続いているのか止まっているのか、わからないほどだ。心配でたまらず、早く手当をと焦あせっていると、ふと、裳も裾すそから冷たい風が吹きこむ。

（え？）

　川風が吹いてくる方向とは違ちがう方角から吹いた風に、理美はきょとんとした。

（何だろう、今のは）

　考仁と尚書たちも馬を下り、グルザリ・シャーを迎むかえた。

「間に合ったようだね」

　柔にゆう和わな笑え顔がおで気負いなく、グルザリ・シャーが言う。

「心から感謝する、グルザリ・シャー。あなたが来てくれなければ……我われ々われは勝てなかった」

　頭を下げようとする素そ振ぶりを見せた祥飛を、グルザリ・シャーは片手をあげて制する。

「皇帝陛下は、そのようなことをなさっては駄だ目めです」

「しかし」

「西沙国は、崑国と───あなたと関係を結ぶことが、我が帝国の利益になると判断した。それだけのことです」

「グルザリ・シャー。余も、崑国も、西沙国を……」

　言葉を詰つまらせ、祥飛の瞳ひとみが潤うるむ。

　感謝し、安あん堵どし、気が緩ゆるんだのだろう。それを察したらしく、グルザリ・シャーは微笑ほほえんで、察していると言いたげに祥飛の肩に手を添えた。

「わたしも、あなたを助けることができて嬉うれしい」

　口を開こうと祥飛は何度か唇を動かすが、感謝の言葉は声にならないようだった。声を出すと、涙なみだがこぼれるのかもしれない。グルザリ・シャーは頷うなずく。

「大変な怪我をされていらっしゃる。早く手当を。あなたの臣下たちも、可愛かわいらしい鼠ねずみも、心配しているようですから」

　祥飛が、不思議そうに問う。

「鼠？」

「あなたの足元にいるその白い鼠は、あなたが飼っているのでしょう？」

　祥飛はぼうっとした瞳を自分の足元に向け、その場にいた全員の視線もそこに集中した。

　理美は両手で口を覆おおい、飛び出しそうになる声を抑おさえた。

（珠ちゃん！）

　主あるじを慕したい心配するような目をして、白い毛皮と青い瞳の、小さな生き物が座っている。

「天に認められた」

　考仁が小さく声を漏もらしたのが聞こえた。

「五ご龍りゆう」

　震える細い声で祥飛が呼ぶと、珠ちゃんは答えるように小さくキュッと鳴き、祥飛の背中を駆かけあがってその肩に座る。そして祥飛の頬ほおに、二、三度頭をこすりつけた。

「礼を言う、五龍」

　手を伸のばし、祥飛は珠ちゃんの背を優やさしく撫なでながら感極きわまったようにきつく目を閉じた。

　珠ちゃんは祥飛の頬に頭をこすりつけ終わると、理美の方を見た。くるくるした青い目が笑っているような気がする。祥飛の肩にいることが嬉しそうで、安心しているように思えた。

（わたしの肩の上よりも、馴な染じむんだ）

　きっと理美の肩の上や裳の中は、仮の場所だったのだ。本当の居場所を見つけるための。

（良かったね、珠ちゃん。ご主人様を見つけたんだね。本当の居場所を見つけたね）

　嬉しくて、涙があふれた。
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　崑暦れき百十三年秋。

　鳳家当主、鳳朱西が一部官かん吏りとともに起こした、五代皇帝龍祥飛に退位を迫せまる反乱は、県吏と西沙国の助力を得た皇帝によって鎮ちん圧あつされた。

　反乱に加わった禁軍将軍は戦で命を落とした。刑けい部ぶ尚書は逃とう亡ぼうしたが、すぐに追っ手がかかった。その追っ手に追い詰められ、崖がけから身を躍おどらせて果てた。

　鳳家の先代当主であった鳳寧ねい孫そんは「鳳家、敗れる」の報を受けたと同時に服毒し、こちらも命を絶った。

　反乱の首しゆ謀ぼう者しやである鳳朱西は戦の直後に捕とらえられ、宮城に連行されて、皇帝の裁きを受けることになった。

　その他、反乱に荷か担たんし、位い列れつ文ぶん件けんに名を連ねた官吏たちは悉ことごとく粛しゆく清せいされた。宰さい相しようの周考仁は容赦なく彼らを断罪し、官吏の数が激減。大半が貴族出身の官吏だった。その補ほ充じゆうとして県吏のもとで勤めていた地方官吏が呼び寄せられ、穴あな埋うめをした。さらに考仁は、登用試の実じつ施しを早め、優ゆう秀しゆうな人材を市し井せいから多く集めることを提案した。

　この反乱で、龍家と双そう璧へきを成していた鳳家は王族の権利を剥はく奪だつされ、一族は北方の辺境である境きよう県へと移された。鳳家は実質、断絶。

　鳳家と、その利権を欲ほつして群がった貴族出の官吏が起こしたこの争乱は「鳳ほう貴きの乱」と呼ばれるようになる。







　鳳貴の乱の後始末に、祥飛も、考仁も尚書たちも走り回り、政まつりごとや宮城の生活が、やっと正常に動き始めたのは乱の終結後、三か月も経たった頃ころだった。

　秋はとっくに過ぎて、雪がちらつきだしていた。

　鳳貴の乱の終結を皇こう帝ていが宣言するために必要なことは、残るは、反乱の首謀者である鳳家当主、鳳朱西の処しよ刑けいのみだった。







[image: 三章◆残る不可解に解を]
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「わぁ、寒いと思ったら。やっぱり雪ですよ！　お姉様」

　後宮、北ほく嶺れい宮きゆうの庭園に出ていた余淑しゆく妃ひが空を見上げてはしゃいだ声を出す。灰色の、薄うす曇ぐもりの空からちらちらと白いものが降っていた。

　余淑妃に遅おくれて庭院にわに出た理美は、急いで駆け寄り、手にしていた薄茶の皮かわ衣ごろもを余淑妃の肩にかける。

「これをお召めしになってください、余淑妃様」

「平気よぉ。ほんの少しの合間だし」

「それでも、そんな薄着は良くないです」

　はぁいと素す直なおに答えた余淑妃は理美の腕うでにしがみつき、うふふと笑う。

「嬉しそうですね、余淑妃様」

「だって、今日はお姉様が水すい祇し宮きゆうから、お菓か子しを持ってわざわざ来てくださっているんですもの。しかも陛下も、久しぶりに後宮におみえになるし。本当に久しぶりだもの」

「そうですね。陛下が後宮に来られるのは、鳳貴の乱が終わってからは初ですね。わたしも、久しぶりにお目にかかります」

　空から落ちてくる雪を見上げて、理美と余淑妃は沈ちん黙もくした。いつも騒さわがしい余淑妃までもがふと黙だまったのは、穏おだやかな時間を取り戻もどせた感かん慨がいだったろうか。

（雪が、綺き麗れい。とても静か。三か月前のことが夢のよう）

　戦いくさの恐きよう怖ふや混乱、緊きん張ちようは、ときおり何かのきっかけで、発ほつ作さのように思い出されて震ふるえが止まらなくなったりする。しかしこうやって日常生活を送っているときは、あれらのことが悪い夢だったような気がした。何年か経てば、恐怖がまざまざと蘇よみがえる時間が減り、震えることもなくなるだろう。

　人々の心を癒いやし、その心から恐怖を拭い去るために、祥飛も考仁も尚しよう書しよたちも、戦の後始末に奔ほん走そうしていた。戦があった事実は事実として存在するが、その恐怖感を癒やすために政の体制を整え、宮城を整備し、禁軍を再編し、人心を落ち着かせる。そして反乱は終息したと宣言し、全すべてを「過去」とする。

　その宣言を出すために必要な仕事は、残り一つ。

（鳳家当主の処刑）

　鳳家当主、鳳朱西は今、宮城内の仮かり牢ろうに置かれている。朱西が牢に入れられてから、理美は一度も彼の姿を見ていない。

　強く希望すれば会うのは可能かもしれなかったが、怖こわかった。優しい食しき学がく博はか士せを殺し、祥飛を追い詰つめた鳳家当主に腹が立つと同時に、得体がしれない怪かい物ぶつのような気もして、会う勇気はなかった。

（朱西様はもう死んだんだもの。わたしが会いたい方は、もうこの世にいない）

　胸の中に、哀かなしみと怒いかりと虚むなしさが溶とけあったような、混乱した思いが渦うずを巻いている。そもそも今の鳳家当主を、過去の朱西とまったく別人のように切り離はなして考えてしまう自分が、混乱していると自覚はあった。

　けれどたった数か月では、その混乱は収まらない。

「二人とも、風邪かぜをひくぞ」

　ふいに声がして、理美も余淑妃もはっとして視線を声の方へ向けた。

　池にかかった朱しゆ色いろの橋を、祥飛が渡わたってくるところだった。深ふか紫むらさき色いろの上衣の肩かたには、黒の艶つややかな皮衣をかけている。その皮衣の中にぬくぬくと埋うまって、白銀の生き物が座っていた。

　鳳貴の乱以降、珠ちゃんは祥飛の肩の上を定位置と決めたらしい。時々、気まぐれに水祇宮にやって来て理美に食事をねだる素そ振ぶりをするのだが、それ以外はずっと祥飛の居室にいる。

　すこし寂さびしいような気もしたが、それが本来の姿であり、珠ちゃんがやっと、いるべき場所を見つけたことは嬉うれしかった。

　しかも祥飛の頭上に現れた珠ちゃんの姿を思い出すと、畏おそれおおい。理美のような女によ官かんが連れ歩くべき存在ではなかったのだと、心から感じたのだ。

（でもなんで、珠ちゃんはずっとわたしに、くっついていてくれたのかな？）

　皇帝として相応ふさわしい者を決するまでの場つなぎだったのだろうが、なぜ選ばれたのが理美だったのだろうか。

（ご飯をあげたから、なんて思っていたけど）

　霧きりを吹ふき散らした五ご龍りゆうとしての本来の姿を見た後では、そんな馬ば鹿かな理由で珠ちゃんが理美にくっついていたとは思えなくなっていた。珠ちゃんが理美と一いつ緒しよにいたのには、理由があるはず。それが今もわからない。

　祥飛の背後には宋貴き妃ひ、温賢けん妃ひ、鳳徳とく妃ひの姿があり、一番後ろには伯礼もしたがっていた。祥飛は軽く片足を引きずっている。戦で負傷した膝ひざの影えい響きようだったが、医師は一年もすれば元の通り動くようになると見立てていると聞いていた。

「陛下！」

　余淑妃は飛び上がり、祥飛のところへ駆けていく。

「お早いですね、もうご到とう着ちやくなんて」

「今朝は、久しぶりにゆっくりと時間があったゆえな。何をしていた、この寒空に」

「寒いからです。雪を期待して出てみたら、本当に雪だったんです。綺麗ですよね、雪」

　はしゃぐ余淑妃に、宋貴妃は身につけた白い皮衣をかき合わせながら肩をすぼめる。

「仔こ犬いぬでもあるまいし、雪ではしゃがないでいただきたいわ。わたしは、寒さで死にそう。早く建物の中へ入りませんか」

「寒くても、風ふ情ぜいはありますよね」

　温賢妃が、灰色の皮衣の胸に手を当て、視線をあげる。黒の皮衣を身につけた鳳徳妃は、掌てのひらを差し出し、そこに落ちる白いものを微笑ほほえんで見つめた。

「そうね。静かで、冷たくて、美しいわ」

「まあ、そんなこと仰おつしやったら、わたし一人が風ふう雅がを解しないみたいですわ。わたしだって美しいと思いますけれど、寒いのよ。わたしは繊せん細さいなの」

　ぷんとむくれる宋貴妃に、祥飛は苦く笑しようした。

「そうであろうな」

　祥飛を囲む四夫人の、嬉しそうな様子に温かい気持ちになる。彼女らと言葉を交かわす祥飛も、とても落ち着いている。理美はそのことに満足を覚えながら、少し距きよ離りをとって控ひかえている伯礼の側そばへ行く。

「伯礼様、お体は大だい丈じよう夫ぶですか」

　神経に作用する毒に侵おかされた伯礼は、常に手足の先が微かすかに痺しびれているらしい。しかもひどい寒さになると、指先が痛むと数日前に言っていた。伯礼は薄茶の瞳ひとみに穏やかな色を浮うかべる。

「ありがとう、平気だよ。体のことはどうしようもないけれど、終わったことだからね。それよりも、決着がついていないことが気にかかるくらいで」

「なんのことですか？」

「陛下も、周宰さい相しようも、誰だれもが不可解に感じているけれど、未いまだに真相がわかっていないことがあるでしょう。鳳貴の乱のことで」

　はてなと、理美は首を傾かしげる。

「君は、グルザリ・シャーが帰国する前に、彼と話をしたんでしょう？　彼はどうして、援えん軍ぐんを出したのだと言っていた？」

「工部尚書が持参した陛下の文ふみに応こたえた、と」

　グルザリ・シャーは、戦が終わって十日ばかり崑国に滞たい在ざいしていた。それは引き連れて来た軍船の乗組員や兵たちに休息を取らせ、また帰路に必要な食料や水を補給するためだった。

　その間、グルザリ・シャーは何度も祥飛や考仁と面会し、祝しゆく宴えんも開かれた。理美も祝宴に顔を出し、彼に直接礼を述べた。彼は相変わらず柔にゆう和わな表情で、気安く、ひらひらと手を振ふって、「必要ないよ、感謝なんて。こちらも、崑国との交易に下心があってだから」と、笑った。そして崑国を発たつときには「今度は、アーシャも連れて遊びにくるよ」と言っていた。

「グルザリ・シャー様が援軍を率いてきてくださったことに、何か気がかりがありますか？」

「計算が合わないでしょう」

　しばらく考え、理美ははっとした。

「工部尚書が西沙国に到着するのに、最低でも三、四日。それから船の準備をして出発していたら、あの日には間に合っていない。え、じゃあ」

　理美は伯礼を見やった。

「じゃあなんであの日、西沙国の援軍は現れたんですか」

「それがわからないから、陛下も周宰相も不ふ審しんがっている。グルザリ・シャーは、工部尚書が持参した文に応えた、としか言わない。君になら彼は、何か漏もらしているかもしれないと思ったけれど。同じ答えしか聞けていないんだね」

「はい」

　西沙国は祥飛を助けてくれたのだから、その不可解な西沙国の動きが新たな脅きよう威いになるとは考えにくい。グルザリ・シャーの人ひと柄がらからしても、そう思えた。

　ただ不可解が残るのは、どこか気味の悪いものがある。

（どうしてだろう。西沙国は、なぜあのとき現れたんだろう）

　雪が触ふれる冷たい感かん触しよくに、無意識に頬ほおに手をやっていた。思いがけず、肌はだは冷たい。

「理美。菓か子しはあるのか」

　四夫人と話をしていた祥飛が、振り向いて声をかけてきた。はっとして、理美は顔をあげた。

「はい。蓮はすの実を甘く煮にて、ほんのり温かい、とろとろの寒天と蜜みつに混ぜたお菓子を、水祇宮から持って来ました」

「わたし、蓮の実大好き！　早く中へ入って食べましょう」

　余淑妃が宋貴妃の手を引くと、宋貴妃がほっとしたように言う。

「有り難がたいわね。温かいお菓子ね」

　四夫人が機き嫌げん良よく動き出すと、祥飛が理美に近づいてきた。

「給きゆう仕じを頼たのめるか、理美」

「はい、もちろん。久しぶりね、珠ちゃん」

　笑え顔がおで頷うなずき、理美は手を伸のばして祥飛の肩の上にいる珠ちゃんの頭をちょいちょいと撫なでた。珠ちゃんは嬉しそうに、鼻にかかった甘え声で小さく鳴く。

　祥飛は、申し訳なさそうな表情になる。

「おまえの立場をどうするか、戦いくさが終われば考え直すと言っていたが。反乱の事後処理で、後回しになっていた。放ほうって置いてすまぬ」

「かまいません、ゆっくりで。わたしは毎日水すい祇し宮きゆうで料理をして、四夫人のところへ遊びに来て、とても楽しくやっていますから」

「それならば、良いが。おまえも気になるだろう。朱西のことも、何も知らせず」

　朱西の名に、ぎくりとする。伯礼が鋭するどく問う。

「処分が決まりましたか」

「極きよつ刑けい以外はない。そう決まった。執しつ行こうは三日後。あと二日で蛇じや之の月づきが終わり、鷺さぎ之の月づきが始まる。事のはじめに吉きちとされる朔つい日たちに処刑をし、反乱の終結を宣言して民心を新たにするためだ」

（三日後。そんなに、早く）

　理美は重苦しい気持ちでそれを受けとめる。当然だと思うが、それでも一いつ瞬しゆん、優やさしい朱西の笑顔が脳のう裏りをよぎり、ぎゅっと腹の奥が縮むような感覚を覚える。これが恐きよう怖ふによるものなのか、喜びなのか、哀かなしみなのか、それすらよくわからない。

　祥飛は、理美も朱西のことが気になるだろうと、気にしてくれている。それに反応せずにいるのは申し訳なくて、一つだけ問う。

「鳳家当主の様子は？」

「ごく、静かだ」

　祥飛は眉まゆをひそめた。彼の肩かたにいる珠ちゃんが、青い瞳で心配そうに祥飛を見ている。

「書を求めて、それをずっと毎日読んでいる。とても静かだ。余が顔を出し、格こう子し越ごしに声をかけて責め立てても、黙もく礼れいするだけだ。……以前の朱西を見ているようだ」

　以前の朱西。その言葉に、指先がぴくりと震ふるえる。恐おそる恐る問う。

「そんなふうに、見えるんですか？」

「見える。大人しく、従順に見える」

　伯礼がすかさず口を挟はさむ。

「そのように見えたとしても、情けをかけてはなりません」

「わかっている。処刑は大々的に、公おおやけにしなくては、反乱の終息が宣言できないとわかっている。そうすることが皇こう帝ていとしての義務だ」

　祥飛の表情は苦痛を堪こらえるものだった。朱西の処刑に躊躇ためらいを覚えているのは、間ま違ちがいない。

（牢ろうの中にいる鳳家当主に会って、陛下は心が揺ゆれている）

　静かに書を読む朱西の姿が、以前の朱西と重なり、自分が追い詰つめられた事実があるにもかかわらず、心が痛むのだろう。朱西に裏切られてからもずっと、憎にくしみを抱いだけずにいたほど慕したっていたのだから。

　しかし伯礼が言うように、従順に見えても情けをかけるべき人物ではない。彼は祥飛の信しん頼らいを裏切って反乱を起こしたのだから、今は従順に見えても、また牙きばをむかないとも限らない。しかも皇帝として、自らを追い詰めた敵に、情けをかけるべきではない。手ぬるいことをすれば、周囲は皇帝を侮あなどる。それを許してはならない。

　理美は祥飛の手を取る。慰なぐさめ、彼の気持ちを宥なだめるように微笑ほほえむ。

「参りましょう、陛下。温かいお菓子を召めし上がってください」

　ようやく祥飛の表情が緩ゆるむ。

「そうだな」

「蔡さい内ない侍じ監かん」

　庭院にわの門から内侍が早足でやって来た。彼は伯礼のところへ来ると礼をとり、文を一つ差し出す。

「文を預かりました。雪理美様宛あてとのことです」

「ありがとう。誰からですか」

「周宰相からです」

　理美は、目をぱちくりさせた。

「周宰相？」

「考仁から文だと？　なんの用件だ」

　祥飛が訝いぶかしげに問うが、理美も首を横に振るしかない。

「さあ、わたしにも、心当たりがありませんが」

　内侍から文を受け取った伯礼は、不思議そうな顔で文を理美の手に渡わたす。

「あなたに、だそうですよ」

　文を開くと、そこには考仁のきっちりと整った文字が並んでいた。内容はごく簡単だった。

「考仁は何と？」

　問われて、さらに理美は首をひねる。

「明日、正せい文ぶん殿でんへ来いとのご命令です」
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　宮城の南、正門のある城じよう壁へきの内側には、衛え士じの詰め所が並んでいる。煉れん瓦が造りの赤茶けた建物で、城壁に張りつくようにべったりと並ぶ。その一いつ角かくに宮城の仮牢があった。

　板戸の出入り口を入ると真っ直すぐ狭せまい廊ろう下かが奥へと続き、突つき当たりで左右に分かれる。

　分かれた廊下の左側は、衛士の詰め所や簡単な厨ちゆう房ぼう。

　廊下の右側は左右に三つずつ、鉄の格子がはまった牢が並ぶ。その最さい奥おうには石の階段があり、地下へと続く。地下に下りると短い廊下。そこに左右二つずつと、奥に一つ、合計五つの牢がある。

　牢の内部には簡単な寝しん台だいと卓たく子しと椅い子すがあった。

　牢にいる囚しゆう人じんは現在、二人。

　一人は、元礼れい部ぶ尚しよう書しよの迅じん景けい有ゆう。彼は地上にある牢の、一番奥手の一つに入っている。

　もう一人は鳳家当主、鳳朱西。彼は地下の、最奥の牢内にいる。

　乾かわいた冷たい風が吹ふき、砂すな埃ぼこりが舞まいあがる中、秦丈鉄は肩をすくめて仮牢の戸口に飛びこんだ。寒さにぶるっと身み震ぶるいする。仮牢の中は、外よりもなお冷えていた。

　衛士の詰め所には火ひ鉢ばちが置かれているらしいが、囚人がいる牢内には無論火の気はない。

「ちょっと入るぜ」と衛士たちに声をかけ、丈鉄は牢が並んだ廊下を進む。一番端はしの牢を、格子越しにちらりと見やる。寝台の上に横になり、こちらに背を見せている迅景有の姿があった。彼は丈鉄の気配を察しているだろうに、無視を決めこんでいる。

（気味の悪い奴やつだ）

　吐はき捨てるように、内心で呟つぶやく。丈鉄は、景有が熒けい惑こくとして暗あん躍やくしていた事実よりも、その動機に嫌けん悪おを覚えた。彼には理解できない理り屈くつだった。だからとてつもなく気味が悪い。

　石の階段を下りると、廊下の先がぼんやり明るかった。最奥の牢内に、細い蝋ろう燭そくが灯ともされているのだ。椅子に腰こしかけ、卓子に置いた細い蝋燭の灯りで書を読んでいた朱西が、足音に気がつき顔をあげる。

　暖を取れるものはなく、底冷えする地下牢ではあったが、最低限の寝具と蝋燭、書物などは、囚人の求めに応じて与あたえられていた。罪人とはいえ、鳳家当主が体面を保てる最低限のものを用意するのは、身分に対しての礼れい儀ぎ。それを怠おこたる者は、怠った者こそが身分をわきまえない者として、軽けい蔑べつされるのが常だ。

　格子越しに朱西と目が合う。丈鉄は近づいていった。

「よぉ、朱西。相変わらず読書か」

　ここに来るのは十日ぶりだった。前に来たときには祥飛の供として来たので、丈鉄は祥飛の背後に控ひかえて口を閉じていた。

　十日前、祥飛は反乱の後初めて、朱西と顔を合わせたのだ。様々な対応に追われていたことに目め処どが立ち、ようやく朱西の顔を見る時間が取れたからだ。祥飛は朱西をなじる気満々でこの牢にやって来たが、朱西の様子を見て肩すかしを食くらったような顔をしていた。それでも最初は、あれこれと責め立てていた。

　しかし朱西はそれに対して、黙だまって頷うなずくだけ。

（陛下は、悔くやしそうな顔をしていたが）

　そのうち馬ば鹿か馬鹿しくなったのか、祥飛はその場を離はなれた。対面はごく短い時間だった。

「何の用だ、丈鉄」

　朱西は静かに書を閉じ、卓子の上へと置く。

「知らせに来た。おまえの処刑が三日後に決まった」

「そうか。では、こちらの本は、半分読めないな」

　淡たん々たんと言い、朱西は卓子に積み上げられた本の山に手を添そえる。その様子を目の前にして、丈鉄は拳こぶしを握にぎった。

「俺は、おまえは処しよ刑けいされて当然のことをしたと思うし、陛下が処刑の決断をしたのに賛成だ」

「当然だな」

　あっさり頷く朱西の横顔を、丈鉄は睨にらみつけた。そして、

「朱西。……逃にがしてやる」

　歯の隙すき間まから絞しぼり出すように言う。朱西は驚おどろいたようにこちらに顔を向けた。

「逃がしてやる、朱西。おまえがそれを望むなら、ここから出して逃がしてやる。崑国を出て南小三国でも西沙国でも、好きな場所へ逃とう亡ぼうしろ」

「俺の処刑に賛成していると言わなかったか？」

「賛成しているさ。陛下はそうすることが当然で、しかも皇帝として、そうする必要があるんだからな。大賛成だ。でもな、おまえが望むなら、俺は、おまえを死なせたくない」

「言っていることが、めちゃくちゃだぞ丈鉄」

「めちゃくちゃなのは、わかって言ってるんだ。悪いか」

「悪いかと、言われても」

　開き直った丈鉄の態度に、朱西は呆あきれたような顔をする。

「禁軍が宮城を包囲していたとき、密みつ探たんらしい何者かが俺に文ふみを届けた。その文には、陛下の側近の中に、鳳家の内通者かいると書かれていた。あれが誰だれの指示で届けられたのか、すぐにわかった。手しゆ蹟せきを誤ご魔ま化かすような文字を書いていたが、十年以上一いつ緒しよにいる人間の目は誤魔化せないぞ。あれで俺は確信した」

「何のことを言っているのか、わからない」

　目をそらし、朱西は無表情で答えた。それでも丈鉄はかまわなかった。朱西が素す直なおに、全すべてを告白するとは思っていない。

「答えろ、朱西。おまえが望むなら俺は」

「俺はここで時を待つ。あとたった三日だ。区切りがついたことで、かえって気が楽になった」

「それでいいのか!?」

　丈鉄は、牢ろうの格こう子しを掴つかんで揺ゆすぶった。

「いいんだ」

「馬鹿か、おまえは！」

「馬鹿だとは思わない。けれど俺は、野心を抱いだいた。それは愚おろかなことなんだろう」

　朱西は微笑む。その笑え顔がおを見て丈鉄は言葉を失った。唇くちびるを噛かむ。

（こいつは、もう、全てに満足してるのか）

　そんなことは許せない。そんな思いが沸きあがるが、丈鉄は朱西をよく理解している。

（こいつは、こんな優やさしい顔をしているのに頑がん固こなんだ。ガキの頃ころから）

　一いつ旦たん決意してしまえば、朱西はけして途と中ちゆうで止やめたりしない。最後の最後まで、やり抜ぬこうとするのだ。
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　戸部尚書の登利範は、溜ため息いきをつく。

「わたしの執しつ務む室は、無礼者が好む間取りにでもなっているのか」

「何のことだ？」

　戸部尚書の執務室。円形の窓の下に置かれた長椅子に、吏り部ぶ尚書・呂蓮佳が脚あしを組んで自分の執務室のようにふてぶてしく座り、煙管キセルをふかしていた。

　利範は窓を開け、室内に籠こもった煙草たばこの煙けむりを散らす。顔の辺りにまとわりつくように漂ただよっていた煙が、吹きこんだ風に一いつ掃そうされる。

「この執務室に、景有もよく、図ずう々ずうしく顔を出していたのだ」

「なるほど。彼なら立派に無礼者らしく振ふる舞っただろう」

「それで何の用事だ、呂尚書。わたしの帰りを待つほどに大切な用か」

　腕うで組ぐみし、右目の下の傷を歪ゆがめ、利範は嫌いやみたらしく訊きく。蓮佳はぽかりと、丸い形の煙を吐き出し、無造作に束ねた髪かみをかきあげると片手で懐ふところを探さぐる。小さな黒い瓶びんを取り出し、ついと持ち上げてみせた。

「これを渡わたしに来た」

「何だそれは」

「毒。劇薬だよ。三滴てき飲めばあの世行きだ」

　嫌けん悪お感かんむきだしで、利範は顔を歪める。

「そんなものを、なぜわたしに」

「話題の無礼者、迅景有に君から渡せ。陛下と考仁が話し合った結果、彼に対する処しよ罰ばつが決まった。彼の罪を明るみに出して罪に問えば、迅家に傷がつく。そうなれば迅家は二度と政まつりごとの場に出られない。しかし迅家は歴代、優ゆう秀しゆうな官かん吏りを輩はい出しゆつしているから、それを途と絶だえさせるのは惜おしいということだ」

　窓の外は雪がちらつき、室内にもわずかに吹きこんでいた。寒さに縮こまったような、冬ふゆ枯がれの紅葉もみじに目を向けて、利範は淡々と口を開く。

「なるほど。奴の罪は公おおやけにしないが、生かしておける者ではない。だから服毒自殺させ、適当な理由を付けてお茶を濁にごすということか」

「景有に政治的な思想や思おも惑わくがなかったために、それで良いだろうという判断だ。彼に政治的な理念や信念があれば、それを支持した連中への見せしめのため、さらには事態の収束を明確にするために、処刑が必要だったろう」

「あいつは馬鹿者だ。信念も理念もなく、奇き妙みような欲求にだけ従ったのだから」

　小瓶を利範が受け取ると、蓮佳は首をすくめて立ちあがる。

「信念や理念があれば、立派というわけではないけれどね」

「わたしは、景有の処罰についての合議に呼ばれなかったのだな」

　室を出ようとしていた蓮佳は、足を止めてふり返った。

「君は景有に近すぎる。そのために彼への処罰を軽く見積もろうとしたり、逆に過度に厳しくしようとしたりする可能性があったからだ。ただ、彼にその毒を渡し、自決を促うながすのは君に託たくされた。彼の友だちだった者として、務めを果たせよ」

　小瓶を掌てのひらに握り、重々しく利範は頷く。

「承知した。期限はいつまでだ」

「彼が決心できれば、いつでも良いさ。ただ三日後、鳳家当主の処刑が執しつ行こうされる。それよりも遅おくれないようにするのが、まあ、良いだろう」

　室を出て行く蓮佳を見送ったあと、利範は掌の小瓶をしばらく眺ながめていた。

（早いに越こしたことはないだろう）

　雪雲が空を覆おおっているので、夕方だというのに外はひどく薄うす暗ぐらかった。利範は侍じ郎ろうに「少し出てくる」と言い置き、仮牢へと向かった。景有がそこに入れられたのは知っていたが、彼の顔を見るのも腹立たしくて、行くのを避さけていた。

　衛え士じに声をかけ、景有の入っている牢へと向かう。

　煉れん瓦がの壁かべの隙間から風が吹ふきこむし、石が敷しかれた牢内はひどく底冷えがする。薄暗い牢の前まで来ると、寝しん台だいの上に片かた膝ひざを立てて座った景有が、こちらを見ていた。

「随ずい分ぶん久しいじゃないか、利範。冷たい男だな」

　いつものにやにや笑いで利範を迎むかえるが、頬ほおがそげ落ち、かなり瘦やせた印象になっていた。ただ、ふてぶてしく不ふ真ま面じ目めな態度は変わらない。その様子を見ると、悔くやしさのようなものがこみあげてくる。なぜ迅景有ともあろう男が、こんなに無様になっているのかと。

（こんな様子は見たくない）

　利範は無言で、格子の隙間から石の床ゆかの上に黒い小瓶を置く。

「これを飲め」

「毒だな」

　景有が、にやりと笑いを深くする。

「引き出して首を刎はねる手間を惜しんだか」

「陛下と周宰さい相しようの恩情だ。迅家に累るいが及およばないようにという配はい慮りよだ。おまえの捕ほ縛ばくに関かかわったのも、陛下とその側近のみだ。捕縛そのものを知る者も少ないので、おまえの捕縛は知られていない。この仮牢でも、おまえの身分は伏ふせてある」

　ぷっと、景有が噴ふき出す。そして彼は突とつ然ぜん、げらげら笑い出した。利範は眉まゆをひそめた。

「よせ。なぜ笑う」

「お優しいことで！　恐おそれ入った！」

　笑い声を収めた景有は、それでもまだ口元を笑いの形に歪めながら言う。

「迅家のためというならば、飲んでなどやるものか。わたしを刑けい場じように引き出し、首を斬きれ。わたしは、迅家の者が皇こう帝ていに反逆したのだと高らかに宣言して死ぬ。迅家など、わたしとともに消えればいい」

「陛下の恩情を」

「余計なお世話だ、このクソが。と、陛下に申し上げてくれ」

　言い放つと、景有はごろりと横になり背を見せた。

「景有！　この馬鹿者！」

　𠮟しつ責せきにも、景有は答えも動きもしなかった。

「何を考えている、景有……。わたしは、おまえの考えていることが、理解できない」

　呻うめいたが、それにも景有は無反応だ。

（景有の中に何があるのか、わたしは書生の頃から一緒にいたのに、何も理解していなかった）

　いつも、にやにやしている不真面目で軽い男。そんな表面ばかりを見ていた。思い返せば、彼が感情を露あらわにしたのを見たことがなかった。利範は度たび々たび、腹を立てたりしていたが、彼はいつもにやにや笑っているばかり。哀かなしみ、怒いかり。そんな負の感情を見せることがついぞなかったのだ。

（景有が、これほど感情をむきだしにしたのを初めて見た）

　石の床に置いた小瓶を見つめ、利範は途と方ほうに暮れる。

（彼にこれを、飲ませられるだろうか）

　彼を押さえつけて鼻をつまみ、口に流し込むなど、したくない。せめて、最低限の尊厳を持って死んで欲しかった。礼部尚しよう書しよとして、利範と肩かたを並べていた男なのだから。
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　後宮を出た祥飛はそのまま居室に戻もどり、久しぶりにゆっくりと自室で過ごした。

　侍官に茶を運ばせ、五ご龍りゆうにも手ずから茶を淹いれてやった。五龍は湯ゆ吞のみに頭を突つっこんで、ふうふう冷ましながら嬉うれしそうに舐なめた。そんな五龍の様子をぼんやり見つめ、時間を過ごした。丈鉄は顔を見せない。何をしているのだろうかと思ったが、昇しよう龍りゆう殿でんの居室で危険もないので、気にしてはいなかった。

（三日後か）

　朱西の処刑の日が決まったのは、昨日だった。

　鳳家当主の処刑は、反乱終結の宣言を出すためにどうしても必要だった。あまり先延ばしにもできないという判断から、日程は決められた。

（考仁は無表情だったが、内心穏おだやかではあるまい）

　息むす子ことして愛し、育てた青年を処刑する日時を自分で決めたのだ。その証しよう拠こに、処刑の立ち会いはしないと明言した。本来ならば国を揺ゆるがした重罪人の処刑は、最高位の官吏である宰相がするべきだが、どうしてもそれだけはできないと固辞した。

　結局、処刑の立ち会いは、戸部尚書・登利範に決まった。

（余とて……何とも言えぬ気持ちだ）

　牢ろうの中にいる朱西は、かつて祥飛がよく知っていた穏やかな青年だった。祥飛に対しては一言も口を開かないが、その柔やわらかな表情も、ときおり見せる困ったような目も、そのままだ。

　憑つき物が落ちたようだった。今まで朱西は何かに取り憑かれていたのではないかとさえ、本気で考えたほど。

　だが彼が、自らの意志で祥飛に背そむいたのは確か。牢の格子越ごしに「本気で余を皇帝の座から引きずり下ろそうとしたのか」と問うと、無言で頷うなずいたのだから。

　追い詰つめられた腹立たしさも、けして消えるものではないが、ふと、殺すまでしなくても良いのではないかと思えた。国外追放や、生しよう涯がい辺境の砦とりでに幽ゆう閉へいしておくのでも、充じゆう分ぶんな気がした。

　しかし皇帝としては、厳しい処しよ罰ばつを下す必要がある。反乱の首しゆ謀ぼう者しやを処刑もせず、許してはならない。彼を処刑することで、混乱を収束させ、治世の揺るぎなさを示さなくてはならない。

　祥飛は、皇帝の決断をした。

　自らの中に残る、朱西への愛着と、皇帝としての義務感がせめぎ合い、昨夜は眠ねむれなかった。昨夜はほとんど眠っていないのに、今も眠気を感じない。今夜も眠れそうにない。

「理美を呼べば良かったか」

　溜ため息いき交じりに呟つぶやく。彼女と一いつ緒しよに寝台に入ると、戦いくさが始まる直前でも、なぜか心が安らいだ。彼女も朱西のことでは動どう揺ようしているだろうが、彼女と一緒であれば、互たがいの動揺を互いに知ることで逆に落ち着くことができそうだった。

（理美の立場も考え直さねば。皇后ではなく、理美をなんとするのか？　理美は抱だき枕まくらか？　寝具か？　そんな立場はないだろう）

　そろそろ眠らなければと思い、立ちあがった。

　侍官を呼び、就寝のための着き替がえを終わらせた。衫さんの上に厚手の毛織物の上衣をひっかけて、卓たく子しの上にいる五龍に声をかける。

「五龍。余はもう、寝台へ行くが。おまえはどうする」

　五龍は、卓子の上でこちらに背を向けて座りこみ、何やらずっと、こりこり音をさせている。祥飛の声にふり向いた五龍の前足にあるのは哥グウ飴エイーだった。

　反乱の前、理美が作って小分けにし、卓子の上に置いていたものだ。

「おまえは、こんな夜におやつなのか？　太るぞ」

　呆あきれながら卓子に近づき、転がる琥こ珀はくのような飴あめの欠片かけらをつまむ。

（朱西の哥飴は水飴のようで、つまめなかった）

　何気なく口に入れると、香こうばしい甘さが口に広がる。

　───陛下。

　優やさしい食しき学がく博はか士せの声が耳の奥に蘇よみがえり、祥飛は歯を食いしばる。こんなことを思い出しても、もうどうしようもないのに。

「甘さは、同じだな」

　五龍が跳はねて祥飛の肩に乗った。その重みが嬉しくなり、五龍のなめらかな毛皮を撫なでる。
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　昨日、考仁から文ふみで呼び出されていたので、理美は朝から水すい祇し宮きゆうを出て宮城へ向かった。

　雪がうっすらと宮城内に積もっていた。吐はく息が白い。雪が朝日を弾はじいて、きらきらと明るく輝かがやき、宮城内は隅すみ々ずみまで明るく見える。

　寒かん椿つばきが雪を被かぶり、赤い色しき彩さいをより鮮あざやかに見せていた。

　正せい文ぶん殿でんは、宰さい相しようの執しつ務むのためにある。

　理美も一度、祥飛に連れられて来たが、そのときは門前に衛え士じが立ち、物々しい雰ふん囲い気きだった。しかし今日は衛士の姿もなく、門前で取り次ぎの少年に声をかけると、すぐに中へ通された。

　正文殿は静かで人の気配がない。その静けさを、考仁は好んでいるのだろう。

　庭院にわに面した室に案内され、少年が戸を開く。室内は火ひ鉢ばちのおかげで程ほどよく暖かく、そして墨すみの香かおりが濃こかった。

　考仁は奥の文ふ机づくえに着いて書き物をしていたが、理美の顔を見ると筆を置き立ちあがる。

「そこにかけろ、雪理美」

　考仁の表情は険しい。室の中央にある卓子を示され、理美は大人しく席に着く。

（何だろう？　周宰相が、わたしに御ご用ようなんて）

　祥飛も伯礼も、考仁が理美に何の用だろうかと訝いぶかしんでいたが、以前のように拐かどわかす心配もない。正文殿に一人で来ることに、不安はない。ただ本当に不思議だったのだ。思い当たる節が、ないのだから。

　考仁は文机から一つの文を手に取って立ちあがると、自身も理美の前の席に座った。卓子の上を滑すべらせるようにして、持って来た文を理美の前へと置く。

「これを読め」

「誰だれからの文ですか？」

「おまえ宛あての文ではない。和国の御み門かどから、わたし宛に送られてきた」

「和国の御門ですか？」

　文に目を落とすと、表書きに懐なつかしい和語の文字を認めた。和国の御門から、崑国宰相に直接、何の用件だろうか。その文を、なぜ理美が読む必要があるのだろうか。

（通詞として呼ばれたのかしら？　でも周宰相であれば、和語くらい読めるはず）

　疑ぎ問もん符ふだらけの表情を読み取ったのか、考仁は重ねて命じる。

「読め」

　促うながされ、文を手に取り開く。長い船旅を経て届けられた文からは、微かすかな潮の香りがした。

　最初に書かれているのは、時候の挨あい拶さつ。その後、文は本題に入る。

『この度たびは、崑国宰相個人に、折り入ってお願いがあります』

　和語の文字で、そう綴つづられている。お願いとは何だろうと思い、次の行に目を移す。

『雪理美という名の子女が、宰相の縁えん戚せきにあると聞きました』

　それを読んで、どきりとしたのと同時に違い和わ感かんを覚える。

（こんなこと、御門がご存じなわけない）

　そもそも、理美が和国からやって来た事実を消すために、彼女は考仁の縁戚という身分を得たのだ。それが和国に知られていることは、ありえない。

「周宰相。この文は」

　顔をあげて考仁を見ると、彼は先を読めと促すように頷く。理美は再び文字に目を落とす。

『その女性の容よう貌ぼうが、和国から崑国後宮に入った美味宮理あや子こという女性によく似ていると、風の噂うわさで聞きました。理子は和国の最上位の神職、斎さい宮ぐうに仕えた者。斎宮はその者をことに愛し重用していましたが、崑国皇こう帝てい陛下に差しあげたのです。しかし斎宮の落らく胆たんは痛々しく、見るに忍しのびなく思っていました』

　理美がいなくなったといって、姉斎宮が見るに忍びないほど落胆するとは思えなかった。内心どれほど落胆しようが、哀かなしもうが、姉斎宮はそれをけして他人に気取られない人。

　これはわざと、このような書き方をしている。

　そうやって姉斎宮が落胆しているなどと、弱気をあばくような書き方をする無礼者は和国にはいない。いるとすれば、それは本人しかいない。

（これは御門のお名前で書かれているけれど、もしかして斎宮様が？）

　そんな気がしたのは、筆ひつ跡せきに見覚えがあるから。姉斎宮の文字ではなかったが、彼女の近くにいつも侍はべる神職、冬ふゆ嗣つぐの文字に似ている。懐かしさと嬉うれしさで、どきどきしてきた。

　文は続く。

『そこで崑国宰相の縁戚に、理子に似た女性があると聞き、いても立ってもいられずお願いの文をしたためました。もし周宰相とご本人の姫ひめ君ぎみが承しよう諾だくくださるのであれば、雪理美様を和国の貴族としてお迎むかえしたいと存じます』

　理美は何度か読み返し、呆ぼう然ぜんとした。

（どういうこと、これは？　わたしを和国へ帰せと言っているの？）

　こんな文が送られてきたということが、にわかに信じられない。

　理美が後宮を出て、考仁の縁戚の姫として新たに崑国人となったことは、和国には知らせていないはず。知られていたとしても、一いつ旦たん献けん上じようした者を、和国が取り返したがるわけはない。

「こんなこと、ありえません。わたしが周宰相の縁戚になったことを、和国は知らないはず。知っていたとしても、一旦差しあげた者をまた戻もどせなんて無礼は、和国の御門は考えません」

「しかし現実にこうやって、御門の名で文が送られてきた。和国使節にそのことを問い質ただしてみたら、真相がわかった。朱西の仕し業わざだ」

「なぜ。あの方が何を」

　朱西が、また何かを企たくらんだのだろうか。反乱が終結したと誰もが安あん堵どしているこのとき、ゆっくりと芽め吹ぶくような災わざわいの種を蒔まいていたのか。不安と焦あせりが頭をもたげ、それに自分の名が連なっていることにさらに戸と惑まどう。

　それを察したらしく、考仁がゆっくりと口を開く。

「朱西が事を仕込んだのは、麒き之の月づきだ」

　麒之月は、崑国が諸外国に門を開く外交の月。今年の麒之月には、グルザリ・シャーとともに、アーシャがやって来てひと騒そう動どうが起こった。

「麒之月、崑国に滞たい在ざいしていた和国使節は、朱西から文を受け取った。鳳家当主から、和国斎宮へ宛あてられた文だ。使節はその内容を知らなかったが、文は確かに斎宮に届けられたそうだ。おそらく朱西はその文で、おまえが雪理美という名で、わたしの縁戚の姫として生きていることを知らせたのだろう。さらに、献上した後宮女によ官かんの雪理美に対しては和国は何もできないが、宰相の縁戚の姫に対してならば、和国へ送れという要求も可能だと入れ知ぢ恵えした可能性は高い。さらに言うなら、そうすべきだとそそのかした可能性もある」

「なぜそんなことを」

「あのとき、わたしは西沙国との関係構築のために、西沙国皇女と陛下の婚こん姻いんを強く望んでいた。そのためにおまえが邪じや魔まだった。おまえを邪魔者と考えたわたしが、何をするか。朱西ならば察しただろう。わたしが何もしなくとも、おまえの存在がいずれ邪魔になり、誰かの指示で、何かが起こると考えたはず」

　噛かんで含ふくめるように、考仁は説明してくれている。そのおかげで、驚おどろきに鈍にぶった理美の頭でも事の真相が理解できた。

「わたしの身に危険がおよぶと、察したから？　わたしを和国へ」

　考仁が頷うなずく。

　どういうことなのだろうか。考えがまとまらず驚きばかりが巡めぐり、思考が前に進まない。

「不可解だった」

　考仁が、独り言のように口を開く。

「鳳貴の乱で、宮城から出た我われ々われが鳳家の兵と衝しよう突とつした後、鳳家側の動きに違和感があった。衝突したということは、こちらの位置がわかったということ。横長に兵を配置した鳳家は、我々をさらに自じ陣じんの奥へ誘さそい込み、押し包むようにすれば我々を殲せん滅めつできたはず。すこしでも知ち恵えが回る者であれば、そうする」

　理美は、ぼうっと考仁の顔を見つめる。

「しかし鳳家は、我々を通さないことのみに集中し、塊かたまりになっていた。だからこそ西沙国の攻こう撃げきで甚じん大だいな被ひ害がいを受けた。わたしは朱西が、勝利を見み越こし、あえてそうやって我々を嬲なぶっているのかと思っていた。だが、違ちがう。あのとき戦いくさの指揮を取っていたのは禁軍将軍だったとわかった。彼は朱西に一つだけ命じられたらしい、『敵を通すな』と。そのためにああやって、必死に、我々を通すまいとした」

　考仁の言葉の意味がわかってくると、指先が震ふるえはじめた。

「……あ……」

　思わず、声が漏もれた。震えと一いつ緒しよに心の中にあった全すべてがぶれて、つなぎ目が緩ゆるみ、ばらばらとほどけて落ちゆくような感覚に陥おちいる。

（……そんな……そんな）

　震える両手の指先を口元に当てる。自分が、無意識に悲鳴をあげそうな気がした。

「和国からの文ふみを読み、和国使節から話を聞き。わたしは、ようやく気がついた。しかし、もう遅おそい。全てが終わって気がついても遅かったのだ。事が始まる前に気づき、阻そ止ししなければならなかったのに。わたしは……できなかった。何度も気がつくきっかけはあった。朱西が、天神の真約を迷わずしたときも、わたしは、あれの行動を訝いぶかしんだはずなのに」

　悔くやむように、苦しげに考仁が絞しぼり出す。

「西沙国がなぜあの日に間に合ったかも、今ならわかる。西沙国をあの日に間に合わせることは、鳳家が陛下に退位を迫せまる日を確実に把は握あくし、その後の流れを予測し、事前に西沙国へ使いを送れる者にしかできない」

　もう遅い。その考仁の言葉が胸に突つき刺ささる。

（朱西様の処しよ刑けいは、明後日あさつて）

　悲鳴が出る。そう感じた理美は、両手で自分の胸を強く抱だいて、吐はき出しそうになる悲鳴を抑おさえこむ。そして、

「朱西様に会わせてください！」

　立ちあがった。勢いで椅い子すが倒たおれたが、気がついていなかった。

「朱西様に、どうか、どうか。会わせてください!!」







[image: 四章◆獄]




　　　一




　考仁の計らいで、理美は仮かり牢ろうへ行くことが許された。

　衛え士じに先導されて廊ろう下かを歩いていると、牢の暗さと寒さが哀しくなる。廊下の一番端はしの牢には、景有がいた。彼は寝しん台だいに寝ね転ころがり、こちらに背を向けていた。理美が来たことに気がついているのだろうが、無視を決めこんでいる。

　しかし今、理美の目には景有などほとんど映っていなかった。頭の中は、これから会えるはずの朱西のことでいっぱいだった。自分はどんな顔をして、彼に会えば良いのか。彼は今、どんな状態なのか。不安ばかりが大きい。

　ただ、絶対に会わなければならないという決意だけは、揺ゆるがない。

「地下へ下ります。囚しゆう人じんは一番奥の牢にいます」

　地下へ続くとおぼしき石階段の入り口で、衛士が一旦足を止めふり返った。

「あの、わたし一人で行っては駄だ目めでしょうか」

　緊きん張ちようした面おも持もちで告げると、衛士は困こん惑わくの表情になる。

「それは、かまいません。大人しい囚人ですし、牢に入っていますから危険はありませんが。しかし、あなたのような女官が一人で行くには、恐おそろしいでしょう」

「いいえ、大だい丈じよう夫ぶです。わたし一人で」

　衛士は心配そうな顔をしたが、理美が懇こん願がんする瞳ひとみで見つめると、「わかりました」と頷く。「何かあれば、大声で呼んでください」と言い、詰つめ所へ帰った。

　衛士の姿を見送り、理美は地下へ続く石階段に足をかける。

　──朱西とは二人きりで会えるようにしろ。余計な者がいては、朱西は何も語らないだろう。

　仮牢へ行く許可を取りつけてくれた考仁は、そう言って理美を送り出していた。

　さらに彼は、こうも言った。

　──和国の御み門かどからの文で、よくわかった。朱西はおまえを大切にしている。わたしが行くよりも、おまえが行く方が、あれの気持ちを揺らすことができよう。そうすれば、口を開く可能性がある。ただ。

　そこで考仁は言葉を切り、切なげに一言付け加えたのだ。

　──何がわかったところで、今いま更さら遅いのだが。

　その言葉の重さに、打ちのめされそうだった。けれど理美は今更でも、朱西に会って、彼の口から真実を聞きたいと願った。彼の心、彼の考え、彼の策略。全てを聞きたい。知りたい。

　考仁も知りたいに違いない。しかし死を目の前にした我が子に会い、そうやって事の真相を問い質ただすのは苦痛が大きすぎて、できないのだろう。

　だから理美に託たくしたのだ。

（真相を聞いたら、わたしも、どうなるかわからない）

　今ですら、何かのきっかけで叫さけび出しそうなのだ。全てを聞き終わったとき、冷静に全てを受けとめられる自信はない。

　けれど父親である考仁に苦痛を味わわせるよりは、自分がそれを引き受けようと思った。

　削けずりっぱなしで、鑿のみの痕こん跡せきが残ったごつごつした岩がん壁ぺきに手を添そえ、理美は慎しん重ちように石階段を下りる。下りきるとそこは短い廊下で、左右に二つずつ、奥に一つ、牢がある。

　地下の牢は、地上の牢よりもさらに冷えていた。しかも湿しつ気けが籠こもり、黴かび臭くさい。暗い牢の奥には、恨うらみを吞のんだ者たちが蹲うずくまっていそうな、いやな気配がある。投とう獄ごくされた者たちの、この場に残った怨おん念ねんだろうか。

　奥の一つにだけ蝋ろう燭そくの細い光が灯ともり、揺れていた。その頼たよりない光を頬ほおに受ける、朱西の横顔があった。手にある書の文字を、熱心に目で追っている。

（朱西様）

　彼の姿だけが、陰いん湿しつな空間で澄すんで見えた。

　静かに踏ふみ出すと、ようやく朱西は人の気配に気づいたらしい。顔をあげ、目を見開く。

「……理美」

　幽ゆう霊れいでも見たような顔をした。理美は震えそうになる両手を握にぎりあわせて袖そでの内側に隠かくしながら、鉄格ごう子しの前に立つ。

　朱西は手にした書を閉じるのも忘れ、こちらを見つめている。

　沈ちん黙もくが流れる。

　ここまで来て、言いたいこと訊ききたいこと、確かめたいことが山のようにあるのに、まずどうやって一言目を話せばいいのかわからない。下手な言葉を選んだら、自分は何も言えないまま、泣き崩くずれそうな気がした。

「何をしに来たんですか？　俺に恨み言の一つも言いたいのは、わかりますが。女性が一人で来るような場所ではありません。お帰りなさい」

　驚おどろきから立ち直ったらしい朱西は、手にある本を閉じると卓たく子しに置き、立ちあがった。理美に背を向け、寝台のある奥へ歩み出そうとする。その背に理美は言った。

「嘘うそをつきましたね」

　立ち止まり、朱西は小さく溜ため息いきをつく。

「嘘は、さほどついていません。俺がついた大きな嘘は、ずっと側そばにいろと命じた陛下に、『お側にいます』と答えたくらいのものです」

「嘘じゃないと言うんですか？　でも、嘘じゃなくても、朱西様はわざと勘かん違ちがいさせるようなことばかり、なさった。全すべてにおいて」

「勘違いは、俺の責任ではないでしょう」

「勘違いさせることを目的にしたなら、それは嘘と同じです」

「あなたがそう思うなら、そうなのでしょう。言いたいことはそれだけですか？　気が済みましたか？　それならお帰りなさい」

　まだ、朱西は続けるつもりだ。それを察した理美は、哀かなしみと一いつ緒しよに、どうしようもない苛いら立だちに似た、腹立たしさがこみあげてきた。

（このお方は、なんて頑がん固こなの！）

　心の中で叫ぶと、同時に口から言葉が出た。

「わたしが言った嘘は、そういう意味じゃありません！　もう、全部わかっています。周宰さい相しようも、おわかりになっています。朱西様は、勝つつもりがなかったことを！」

「何を根こん拠きよにそんなことを」

　小さく笑って、朱西が背中越ごしに答える。

「西沙国があの日間に合ったのは、なぜですか」

「皇こう帝てい陛下に天運があったのでしょう。その証あかしに、五ご龍りゆうが現れ霧きりを晴らした」

「陛下に天運があるのは間違いありませんし、珠ちゃんが来てくれたのも間違いないです。けれど西沙国が間に合ったことは、天運では説明がつかない。だって、絶対に間に合わなかったんですから。それが間に合ったということは、鳳家が陛下に退位を迫るよりも前に、既すでに西沙国に協力を仰あおぐ使いが出ていなければならないんです」

　誰だれもが不可解に感じた西沙国の援えん軍ぐんの早さは、天運でも説明できない。天運が、西沙国の援軍を大きな手で持ち上げて、空を飛ばせたわけがない。

　理美は続けた。

「不可能なんです。事が起こる前に、西沙国へ協力を仰ぐなんて。けれど事が起こる前に、協力を仰ぐことが可能な人物が一人だけいます。それは、事を起こす本人だけです。自分がこの日この時、事を起こすと決意しているのであれば、事が起こる前に、協力を仰ぐことは可能なんです」

　朱西は沈黙したまま、動かない。蝋燭の揺らめきが彼の背に影かげを落とす。

「グルザリ・シャー様は、工部尚しよう書しよが持参した陛下の文ふみに応こたえたと仰おつしやった。きっとそうなんです。けれどその文を受け取った途と端たんに西沙国を出発できるよう、準備が整っていた。事前に協力を仰がれていたから。そのことを、グルザリ・シャー様は口になさらない。きっと協力を仰いだ方から、きつく口止めされていて、しかもそれが西沙国の利益に繋つながるから。崑国の政まつりごとが安定し、陛下が皇帝としてあり続ければ、陛下と関係の良い西沙国には望ましい状態です」

　続けた声が、震ふるえる。

「事を起こした方、朱西様が、西沙国に協力を仰いだんですね。陛下が勝利するように」

「ただの憶おく測そくです」

　ぽつりと、朱西が口を開く。

「では他ほかの誰に可能だというのですか」

「知りません」

「それが朱西様でないと仰るなら、周宰相は陛下に、西沙国に対して強きよう硬こうに、事の真相を問うべきだと進言します」

　はっと、朱西がふり返る。

「面めん倒どうな事態になるのは、西沙国も避さけるはずだと周宰相は仰っています。西沙国は陛下に真相を話してくれるだろう、と」

「それは、お止やめなさい！」

　焦あせったように数歩、朱西が鉄格子に近づいてくる。

「そんなことをしても、何の利益にもならない」

「利益!?　何の、誰の利益ですか。朱西様ではないのは確かですよね。なぜ、そのように慌あわてられるんですか」

「それは」

「お話しください、朱西様」

「話す必要はありません。話しても、何が変わるわけでもないことです」

「では、周宰相は陛下に進言をします！　でも、わたしに話してくだされば、わたしから周宰相にお伝えします。それを陛下にお伝えするかどうかは、周宰相のご判断です」

　真っ直すぐ、朱西の瞳を見つめた。

「どうなさいますか、朱西様！」

　厳しい声で迫せまりながらも、理美は涙なみだを堪こらえていた。今、泣いては駄だ目めだ。

　焦ったような表情をしていた朱西は、見つめられることに疲つかれたように溜息をつき、目を閉じる。

「手て詰づまりですね、俺の。父上があなたに、このように交こう渉しようせよと知ち恵えを授さずけたのでしょう。流石さすがですね」

　朱西は目を開く。

「父上は、崑国の安定を望むのだから、俺が話をしたところで、陛下には伝わらないでしょう。あなたと父上に真相が知れたとしても、今いま更さら、何か変わることもない。それよりも、陛下に知られてしまうことを防がねばなりません。しかも俺の処しよ刑けいは明後日あさつてだ。もう、いいのかもしれない」

　諦あきらめたような表情で、朱西は言った。

「あなたの言ったとおりです、理美。西沙国に協力を仰ぐ文を出したのは、俺です」

「朱西様」

　震える手で、理美は鉄格子に両手をかける。掌てのひらに貼はりつくように鉄は冷えていた。朱西を目の前にしてからずっと、細かな指の震えが止まらない。

「全て、陛下のためだったんですね。鳳家当主になったことも、反乱を企くわだてたことも、全て」

「陛下のため、というのは語ご弊へいがあります。俺は陛下をあれほど苦しめ追い詰つめたのですから、陛下のためなどとは言えません。言えるとすれば……国の安定のため。それだけは言えます」

　紅唐で朱西が、晴れ晴れと「国のため」と答えたことを思い出す。あのときの声の明朗さは、彼が本心からそう思っていたからだろう。

「でもなんで、そんなことをお考えになったんですか。やらなければ、ならなかったんですか」

　鉄格子のぎりぎりまで近寄ると、朱西は理美を優やさしい瞳ひとみで見つめる。

（朱西様だ）

　死んだと思っていた人が、目の前に現れた。その喜びに目め眩まいがしそうだった。

　けれどその人と自分を隔へだてる鉄格子があり、彼は罪人であり、明後日には斬ざん首しゆされる運命にある。喜びと愛いとしさと、悲しみと絶望感。様々な感情が胸の中で混ざり合って暴れて、息苦しい。理美の手の震えを見て取った朱西は、鉄格子を握にぎる理美の手に手を重ねた。

　細く長い指は、理美の知っているとおり、遠えん慮りよがちに柔やわらかく指に触ふれる。

（間違いない。朱西様。わたしの知っている、朱西様）

　愛しさが沸わきあがった。

　失ったと哀しみ絶望していたものが、理美の目の前にある。

「あなたには、随ずい分ぶん辛つらい思いをさせてしまいました。すみません」

　理美は、首を横に振ふった。

「わたしの苦しさなんて、陛下や他の方々の苦しさに比べたら、たいしたものではありません。でも朱西様は、陛下もその周囲の人も苦しめると知って、なぜこんなことをなさったんですか」

「そうしなければ、陛下の治世は安定しないからです。陛下の治世が安定しなければ、いずれ国は乱れます。陛下への侮あなどりや不信は官かん吏りたちの間で大きく、また、陛下の側近の中にさえ、鳳家に与くみする者があるのを知ったからです」

「礼部尚書ですか」

「あのときはまだ、礼部尚書だとわかっていませんでしたが。陛下の身が危あやういと、真に迫って感じたのは、成せい華か城じように滞たい在ざいしていたときでした」

「成華城？」

　珠ちゃんが体調を崩くずし、神気の強い場所での養生が必要で滞在した城だ。

　あの場所には、祥飛と四夫人、理美と朱西、丈鉄、伯礼がいた。その他、女によ官かんや侍じ官かんも、長年祥飛に仕えて信しん頼らいできる者が選えりすぐられ滞在していた。宮城を離はなれる皇帝の身に万一のことがあってはならないので、その人選は慎しん重ちようを極きわめた。

「成華城で何があったんですか」

「成華城には、信頼できる者しか滞在していない、出入りしていないはずでした。けれど俺の元に、鳳寧孫からの文が届いたのです。成華城に同行、あるいは出入り可能な、最も信頼できると思われている臣下の中に、鳳家と繋がっている者が存在するという証あかしです。ぞっとしました」

　その文を朱西に届けたのは、おそらく迅景有だろう。景有は考仁とともに、成華城に出入りしていたのだから。

「それと同時に、俺は自分が鳳青せい修しゆうの子だと知りました。成華城で、俺は決断を迫られる様々なことに遭そう遇ぐうした。運命が動くときがあるのだとすれば、俺にとっては、あのときがそうだったのだろうと思います」




　　　二




　薄うすく雪の積もった庭院にわを、祥飛は歩ほ廊ろうから眺ながめていた。今朝は久しぶりに、何も仕事がない。綿の入った上衣を肩かたにかけ、白い息が、きらきらと陽ひに輝かがやくのを見つめながら、ぼんやりしていた。案の定、昨夜もろくに眠ねむれなかったのだ。そのせいか五ご龍りゆうも夜の間中、そわそわと動き回っていた。今やっと寝しん台だいの上で丸まって、ぐうぐう寝ねている。

　枯かれ枝に付着している雪の塊かたまりは、まるで小さな花の群れのようだ。これは雪せつ華かと呼ばれる。雪華という言葉は、美しく儚はかないものの喩たとえ。

（朱西の処刑は明後日か。それで終わる）

　全すべてが終息することに、安あん堵どが大きい。朱西の命が消えることを、深く考えたくはなかった。考えるとまた、皇こう帝ていの義務と私情との間で、心が揺ゆらぐ。

　背後に控ひかえていた丈鉄が、声をかけてくる。

「そろそろ中に入りませんかね、陛下。風邪かぜをひきますよ」

「ああ、そうだな」

　答えて歩き出そうとしたとき、取り次ぎの侍官が「周宰さい相しようがおみえです」と告げに来た。朝から何事だろうかと訝いぶかしみながら歩廊で待っていると、考仁が黒衣の裾すそをさばきながら、ゆっくりと近づいてきた。

　彼は礼をとり、顔をあげる。

「どうした、考仁。今日は特に、何もないと思っていたが」

「はい。ございません、何も」

　答えた考仁の表情が、強こわ張ばっていた。

「どうした」

　珍めずらしく考仁はすぐに答えず、押し黙だまる。彼の中で何かがせめぎ合っているようだった。祥飛の前にまで来て、胸にあることを告げるべきか否いなか、土ど壇たん場ばで躊躇ためらっているようだ。彼がこれほど決断を迷うのは見たことがない。

　そもそも、迷っているならば祥飛のところへなど来ないはず。必ず答えを用意して現れる男だ。

　それが祥飛の前で迷っている。

　ふと祥飛は、考仁は自分では答えが出せないものを抱かかえているのではないか、と思った。だからこそ、祥飛に決断を求めているのではないだろうか。

　決断を求める行こう為いそのものを、するべきか否か迷っている。そんな気がした。

「考仁。何か迷っているのか」

　問うと、考仁は苦しそうな顔をした。

「余に、告げよ。判断は余が行う。余の責任で。余が皇帝だ」

　戦いくさを経て学んだことは、皇帝は時に「それらしく振る舞まう」ことも大切だということ。考仁ほどの人間が迷うことに、きっと誰だれも正しく明確な答えなど出せない。当然祥飛も、正しい答えが出せない。

　だが、目の前で迷っている者がいて、判断を求めているなら、皇帝の責任で答えを出すべきなのだ。それが間ま違ちがっていても正しくとも、その責任を全て受け入れる覚かく悟ごで。

　考仁は、二つほど深い呼吸をした後、口を開く。

「今、朱西と面会するために、雪理美が仮かり牢ろうへ行きました。わたしが向かわせました」

　意外すぎる報告に、祥飛は面めん食くらった。

「考仁が理美を向かわせた？　朱西の元へ？　何のために」

「何のためか。それを陛下が知りたいとお望みであれば、仮牢へお急ぎください」
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　華きや奢しやな手に触れ、朱西は心が安らぐのを感じた。

（ずっと、触れたかった。隠かくし事のない穏おだやかな気持ちで）

　随ずい分ぶん、時間がかかってしまったし、自分が当初見積もったよりも理美を苦しめてしまったのだろう。それが申し訳なかった。

（ただこうすることによって、陛下の治世を揺るぎないものにできる可能性があった）

　朱西はそのために決意し、計画し、実行した。

　望みはただ一つ。

　崑国五代皇帝、龍祥飛の治世を揺るぎないものとし、国を安定させること。

　祥飛の元であれば、国は安定し繁はん栄えいしていくはずだと信じた。

（俺の判断に狂くるいはなかった。それが誇ほこらしい）

　幼い頃ころから傍かたわらで見守っていたが、祥飛の皇帝としての資質を、かつての朱西は正直危ぶんでいた。心根は素す直なおで優しくはあるが、どうにもこらえ性しようがなく子どもっぽい。これでよき皇帝になれるのかと心配していた。

　しかし祥飛は、理美と出会ってから変わった。彼女と接することで堅かたい殻からを破り、生まれ持った性質を現し始めた。人の思いと向き合って、その思いを汲くもうとするようになった。周囲の助言を素直に聞き入れ、国のために努力をするようになった。堅い殻に閉じこもっていただけに、そこから現れた彼の本質は曇くもりなく美しく、瞬またたく間に様々なことを吸収して変化した。

　世にまれな尊い生き物の、羽う化かを見るようだった。

　それを目まの当たりにして、朱西は祥飛の資質を信じようと決めた。

　鳳貴の乱で見せた祥飛の輝きは、朱西の期待をはるかに超こえていた。天運ばかりではない。彼は強い意志の力で兵卒を鼓こ舞ぶし、兵は彼の力に押し包まれるようにして、ほとんど膠こう着ちやく状じよう態たいだった前線を押し返したのだから。

　祥飛にあの強さを与あたえたのは、祥飛自身のなかにある決意と情熱。皇帝としてあろうとする、信念だ。

　幼い祥飛を、朱西は見誤りかけた。しかし今回は、見誤らなかった。

（成華城で、陛下の身近に裏切り者がいるとわかった。そして自らが青修の子だと知ってしまった。ただそれだけであれば、まだ決心は鈍にぶったかもしれない。俺の決意を決定的なものにしたのは、理美。この人の存在だった）

　成華城で祥飛は理美を皇后にすると告げ、彼女もそれを承知したと知った、あのとき。朱西の決意は固まったのだ。

　理美が皇后になることに、反発したわけでも捨て鉢ばちになったわけでもない。彼女が後宮の女性である以上、それは当然あり得うることで、自分の邪よこしまな恋こい心ごころが成じよう就じゆしないことは最初からわかりきっていたからだ。

　皇后となるということは、祥飛の治世の安定が、直接、理美の身の安全に関かかわってくるということ。皇帝である祥飛が倒たおれれば、皇后である理美も当然無事ではいられなくなる。皇帝と皇后は、一つのもの。ただの妃ひ嬪ひんとは決定的に違ちがう。

　若い皇帝に対する、侮あなどりや不信。祥飛の身近に潜ひそむ裏切り者の存在。己おのれの出生。皇后候補となった理美。そして祥飛の皇帝としての器量の大きさを、朱西は感じ始めていた。さらに幼い頃から見守ってきた彼への、情。

　祥飛に、皇帝として相応ふさわしい資質を見いだし、さらに幼い頃から成長をともにした愛着を感じていたにしろ、朱西とて我が身は惜おしい。我が身を捨てて、祥飛の治世を揺るぎないものにしようなどとは思わなかったかもしれない。

　ただ───決意を促うながすための条件が、揃そろいすぎたのだ。

　朱西は祥飛を、ひいては国を守りたかった。たかが食しき学がく博はか士せの立場だったが、そう思ってしまったのだ。それが朱西の抱いだいた大きな野心だ。食学博士で満足し、国の行く末を案じながらも、指をくわえて見ているだけでいることが、できなかった。

　思いは強く、そして条件が揃いすぎていたから。

「俺は、青修の子です。俺自身に自覚はなくとも、俺の存在は陛下にとって脅きよう威い。いつ何時、誰が、俺の存在を嗅かぎつけるかわからない。実際に鳳寧孫が接せつ触しよくしてきた。俺が拒こばんだとしても、俺の子孫があれば、将来その子孫が火種になる」

　朱西の言葉に、理美が声をあげた。

「だったら、子孫を残さなければいいのです」

「そんな単純な問題でもありません。俺が子孫を作らなくとも、俺の存在が火種になるのです」

「なぜです。朱西様は陛下にお仕えするのだとはっきり示せば」

「そうなれば、俺は鳳家側の者に捕とらえられます。そして廃はい人じんになる薬でも与えられ、鳳家には帝てい位いを継つぐべき者があるという、ただの証しるしとして生かされたでしょう」

「だったら、国の外へ逃にげれば」

「追われ、捕つかまる。そうならずとも、俺がいなくなったことで、鳳家は俺と似た者を鳳朱西として立て、本人だと言い張る」

「そんなこと……」

　政まつりごとや、薄うす暗ぐらい崑国の闇やみの歴史と縁えん遠どおい理美には、想像もつかないだろう。

　鳳寧孫は、息むす子この青修の失しつ踪そうで、鳳家が帝位につくことを一度諦あきらめている。しかし二度目の機会が巡めぐってきたら、今度こそはと必死になる。しかもそれに協力していたのは、熒惑。迅景有だった。人が苦しむ様を見たいと望むような男だから、何を考えたとしても不思議ではない。

「俺の存在そのものが、崑国の火種です。そもそも皇帝たり得る一族が、龍家と鳳家に分かれてしまったことが、根本的な問題、国の歪ゆがみです。この二家があるかぎり、未来永えい劫ごう、崑国の政は不安定だと言っても過言ではない。俺は、この歪みを修正するべきだと思いました」

　間近に理美を見ていると、朱西はふと、食学堂で向かい合って、書き物をしていたときのことを思い出す。彼女は崑国の知識にとぼしく、朱西は彼女に様々なことを教えていた。そのときのように、質問してみる。

「俺が鳳家につくつもりはないと拒きよ否ひしても、子孫を作らなくても、国外へ逃とう亡ぼうしても、どのみち俺の存在が火種になるとしたら。俺はどうすれば、陛下の治世を危あやうくしない存在になれると思いますか？」

　びくりと、理美が肩かたを震ふるわせた。彼女はぼんやりしているように見えるが、察しは悪くない。すぐにわかったのだろう。

「どうですか？」

「朱西様が……。朱西様が青修様の子であると明確になった上で、朱西様本人だと誰もが認める状じよう況きようで朱西様が、亡なくなる」

　恐おそろしそうに、理美は口にした。

「その通りです。けれど俺は、そんな犬死にはごめんです。どうせ存在してはならない命であるなら、俺が、陛下の治世を揺ゆるぎないものにしたい。その野心を抱いてしまいました。俺は、鳳家を徹てつ底てい的に滅ほろぼす決意をしました。しかも、陛下が残ざん虐ぎやく非道のそしりを免まぬがれるように、陛下に正義があり、鳳家が滅ぼされるのが当然とされるように」

　理美が伊文亮の差し向けた刺し客かくに襲おそわれ、丈鉄とともに行ゆく方え知れずになったとき、朱西は考仁に天神の真約を迫せまられた。

（父上は、それで俺の真意を確かめようとしたらしいが。あれは確かに、有効な手段だった）

　朱西は躊躇ためらいなく、真約に署名できた。それは今後、朱西が何を画策しようとも、祥飛のためであることは変わりなかったからだ。ただし、真約の文言には注意を払はらった。

『崑国五代皇こう帝てい陛下龍祥飛様に忠誠を誓ちかい、治世を守るため身を賭として仕えると誓せい約やくする』

　皇帝の傍らにあることや、皇帝を苦しめない、などの言葉は避さけなければならなかった。朱西は祥飛の側そばに居続けることはできないし、これから一時的にしろ彼を苦しめることは確かだった。真約で不用意な言葉を使い、真約に反するとして神しん罰ばつが下ってはたまらない。

　何しろ朱西は、本気で祥飛を追い詰つめる方法を考えたのだから。

　鳳家当主となって、できうるかぎりの方法で、祥飛を追い詰める。

　それが最も大切なことだった。

　手ぬるいことをして、朱西が祥飛のために全すべてを画策したと疑われては元も子もなかった。さらに、手を抜ぬいて追い詰められるほど、宰さい相しようの考仁は間抜けではない。

　朱西は、鳳家当主として全力を尽つくした。祥飛を玉座から追い、彼と戦うために、本気で考え力を尽くした。あの時点で朱西は、間ま違ちがいなく祥飛の敵だった。

　ただ───最後の一手のみ祥飛のために打ち、こちらの手を抜く。

　最後の最後の戦いで、濃のう霧むに見み舞まわれたことには大いに気を揉もんだ。濃霧で西沙国の軍船が遅おくれる可能性もあったし、軍船からの攻こう撃げきが確実に、鳳家の軍に届かない可能性もあったからだ。そのため密みつ探たんに命じ、鳳家の軍が集結する位置を西沙国側に知らせるため、焚たき火を作らせたりした。

　ただ予想外なことに、五龍が現れて霧きりを吹ふき散らした。

（あれこそが天運だ）

　朱西の小細工など、鼻で笑うように五龍が力を振ふるったのだ。

　最初から最後まで、朱西は気を抜くことができなかった。全力で、自分相手に闘とう棋ぎの指しあいをしているようなもの。

　朱西は全ての人から、憎にくまれれば、憎まれるほど良かった。それが彼の思おも惑わくの通り。

　仮に誰だれかが朱西の行動の真意を見抜いたとしても、「真意はどうあれ、ここまでのことをしてしまった朱西をとうてい許せない」と思われれば、なお良かった。

　最終的に、朱西は確実に殺されなければ意味がないから。

　死にたいわけではない。

　だが朱西の存在は危険すぎて、祥飛や考仁に生きることを許されたとしても、火種になることは変わらない。許されたとしたら、甘すぎる。

　そもそも考仁が朱西を愛し育てたことすら、朱西の判断からすれば、ありえないほど手ぬるい。考仁は朱西よりも、よほど情に厚い。

（俺がもし、父上の立場であったら、幼い俺をどうするだろうか）

　想像すると、憂ゆう鬱うつな気分になる。おそらく朱西は、最も簡単で確実な方法を取っただろう。

　先帝の時代にはまだ、朱西の存在もさほど問題にならなかった。しかし祥飛の時代になれば、必ず問題となってくる。簡単に想像できることだ。その前に、と。

　そもそも。龍家と鳳家の存在が国の歪みだと、誰もが知っていた。しかしそれを正そうとする者はなかった。正すということは、どちらかの家を滅ぼすことで、あまりにも非道だからだ。

　崑国の安定のため、祥飛の治世のため、朱西はそれを望み実行した。

　冷れい酷こくだと我われながら思う。

「俺は誰よりも、冷酷なのかもしれません。しかも野心が強い」

　自分自身は、生かしておけない。冷静に判断すれば、崑国にとって朱西が公おおやけに死ぬのが最も利益となるなら、死ぬべきだ。しかし犬死にはしたくない。犬死にするくらいならば、己のなしえた成果に満足して死にたい。

「冷酷なんて、そんな」

「いいえ。そうなんです。俺はあなたに対しても冷酷でしたよ」

「そんなことありません」

「和国から、あなたを和国に欲しいと申し出がありませんでしたか？」

「はい。ありました」

「もうわかっているかもしれませんが、それは俺が和国の使節に文ふみを渡わたして、和国に入れ知ぢ恵えしたからです。あなたの身の安全のためも、もちろんありました。けれど同時に、あなたの存在が、崑国と西沙国の絆きずなを強める、西沙国皇女の後宮入りの邪じや魔まになることも計算に入れ、あなたを和国へ帰そうとしたのです。崑国の利益のためです」

　わずかな沈ちん黙もくの後、理美は答えた。

「そうかもしれない、とも思いました。わたし自身、自分が邪魔だと感じました。それは冷酷ではなく、正しい判断です」

　言葉と同時に、理美の頬ほおを涙なみだが伝う。小さな蝋ろう燭そくの炎ほのおがゆらぎ、次から次へとこぼれる涙の跡あとが光る。朱西は鉄格ごう子しの間から手を差し出し、頬に流れる涙を拭ぬぐう。

「泣かないでください。俺は、俺の野心に従っただけです。陛下のことも、崑国の安定も知らないと、国外へ逃げて自由に生きることもできました。義務も責任も知らない、と言って、個人として生きることも可能だったんです。けれど俺は、俺がいなくなった国で、何が起こるのか、どうなってしまうのか、知ったことではないと言えなかった。国を守りたい、陛下を守りたいと思ってしまった。ただの野心なんです。野心を遂げて俺は満足しています」

　微笑ほほえんでみせた。それは本心だったから。けれど、今触ふれている温ぬくもりを二度と感じられなくなることは、切なくて、胸が痛い。

「朱西様は、それでいいんですか!?　食学も半ばで」

「食学のことは、最後まで未練がありましたが。でも、あなたがいてくれるので、食学は続いていくと思います」

「朱西様は、政まつりごとなどお嫌きらいだったのに。なぜ」

「好きではありませんでした。今でも、好きではありません。けれど俺は、好きではないからと、逃にげられない運命だった。そして逃げるよりも、自らの運命を無む駄だにしたくないと思ってしまった。丈鉄は、運命を楽しめと言いましたが。俺は、ただ楽しいだけで、意味も成果もないものに楽しみを見いだせない。だから、こうなってしまいました」

「運命が……もし。もし朱西様が青修様のお子でなかったら」

「もしもの話をしても、無意味ですが。そうですね、俺はずっと食学博士として、食学堂で研究ばかりしていたでしょう」

　それは、どんなに楽しく充じゆう実じつした生しよう涯がいになっただろうか。

　祥飛に食学的な料理を饗きようしては嫌いやな顔をされ、考仁には「政に関かかわれ」と説教されながら、「俺は食学博士です」と言い張り、食学堂に入り浸びたり。時に、理美がやってきては、祥飛が嫌な顔をしない料理の方法を考えてくれたり。

　春には野草を摘つみに行き、夏は食の細い祥飛のために口当たりの良いものを研究して振る舞まい、秋には茸きのこを集め、雪の多い冬には、食学堂で書き物にいそしむ。

　夢のようだ。きっと幸せだったろう。

　理美の手が、朱西の頬に触れた。彼が望みながらも手放した幸福を悼いたむかのように。彼女は、まるで朱西の代わりに倍も泣こうとするかのように、ぽろぽろと泣き続けている。




　　　三




「泣かないで理美、お願いです」

　そう言われても、理美も涙を止められない。情けない状態で、懇こん願がんするように言う。

「なぜ、全てを陛下にお話しくださらないんですか。陛下が朱西様のお気持ちを知ったら、朱西様の処しよ刑けいは絶対になさいません」

「だからです。さっきも、言いましたよね。俺は公に、俺自身だと証あかしを立てられ死ななければならない。鳳家が滅ほろびたとしても、いつ何時、滅びた鳳家にかこつけてそれを旗印として、誰かが何かを企くわだてないと言い切れない。鳳家の直系は、皇帝による正しい裁きにより絶えたとする必要があります。俺はそのためにこそ、全てを企てたと言っても良い」

　崑国の安定のため、国の歪ゆがみを正すため、鳳家の直系が絶えることが必要なのだ。その理り屈くつは理解できた。だが朱西が処刑されることは耐たえられなかった。

（朱西様はご自分が仰おつしやるように、冷酷なのかもしれない。自分自身に対してすら、冷酷。とても優やさしい人なのに、冷れい徹てつ過ぎる知性が朱西様に決断をさせている）

　朱西の頭がもう少しゆるければ、こんなことにはなっていなかった。彼は必要なことを知り、未来を予測し、判断し、最も有益な道を選んでしまった。それが冷酷でも。

「でも、殺されたように装よそおえば」

「処刑は公にしなければ、意味がない。しかもその場で立会人と本人が、この罪人は鳳朱西だと宣言するのです。立会人を説得して、嘘うその証言をさせますか？　それはできるかもしれない。だが処刑される者は、どうしますか？　罪人に身代わりでもさせますか？　その罪人は、自分が殺されるときに、自分を身代わりにして生き延びようとする鳳家当主のために、自分は鳳家当主だと名乗るでしょうか」

　教え諭さとすように、穏おだやかに朱西は続ける。

「ならば、罪人が身代わりを引き受ける代わりに、残された家族に恩賞を与あたえる約束でもして嘘をつかせますか？　そうやって身代わりを引き受けさせたとしても、処刑される者の立ち居い振ふる舞いや、手指の美しさや肌はだの綺き麗れいさを見比べれば、その者が宮城に出入りしていた身分ある者かどうかなど、誰の目にもわかります」

　一いつ旦たん言葉を切り、朱西は険しい目をした。

「しかも残された家族を思いやるような者は、罪人だとて、致いたし方なく罪を犯おかした可能性が高い。そんな者の命を身代わりにして、俺は生き残るべきでしょうか。俺は鳳家を滅ぼし、反乱を起こしたことで多くの兵を死なせた。その罪は、あがなわなくてはならないでしょう」

「それは……」

「最後の最後で大いなる誤ご魔ま化かしをして、処刑されたのは鳳家当主ではなかったと知られれば、全すべてが水すい泡ほうに帰する。元も子もないのです。そんな危険を冒おかすべきではない。俺が犯した罪も、それによって死んだ兵も、滅びた鳳家も、全てが無駄になる」

「でも！　陛下はきっと、朱西様の死を望まれません！」

　朱西の思いを知れば、祥飛は絶対に処刑を認めない。その確信はある。朱西が言うことはもっともだが、祥飛は承知しないはずだと確信がある。

「俺は、それを最も危き惧ぐしました。陛下に真相を知られるのだけは、避さけなければなりません。真相を知れば陛下は、絶対に俺を救おうとする」

「それがなんで駄だ目めなんですか」

「俺が処刑を免まぬがれることを納なつ得とくしない者は、必ずいます。俺が何の目的で陛下を苦しめ、反乱を起こしたにしろ、やったことには変わりない。目的があれば、何をやっても許されるものではない、と考えるのは正しい。そんな者たちが納得するはずない。それでも陛下が俺を生かせば、それは陛下への批判となる。陛下は俺を許してはならないのです」

　祥飛や丈鉄、考仁、理美。朱西に近しい者たちは、彼の真意を知れば助けたいと願って当然だ。だが朱西と距きよ離りのある、伯礼や四夫人、許訓記、登利範、呂蓮佳。その人たちは、どう考えるだろうか。

　指し摘てきされてようやく、物事はそう簡単ではないと理解する。

（朱西様を死なせたくない。でも、どうすればいいの）

　救いの可能性を、朱西自らが次々と消していく。

「どうすれば良いいんですか。わたしは、朱西様のために」

　絶望的な気持ちで問うと、彼は微笑む。

「おそらく父上は、俺の真意を察しているからこそ、あなたをここに寄よこしたのでしょう。父には、俺の真意を伝えてください。ただ、それで全てを終わりにしてください。父は崑国宰さい相しようです。陛下のお気持ちが乱れて、俺を救いたいと願う可能性があるのに、父は陛下に真相を伝えはしないでしょうから」

　朱西の瞳ひとみに曇くもりはなく、少し哀かなしげではあったが後こう悔かいの色はなく、安あん堵どしているようにも見えた。

（覚かく悟ごされている）

　はじめたときから、朱西は全て覚悟していたのだろう。そもそも覚悟がなければ、はじめはしなかったはず。

（お気持ちを動かせない）

　痛いほど理解した。それは彼が全てをやり通したことでも、わかる。最後の最後に動かせるような気持ちであれば、途と中ちゆうでいくらでも動かせたはず。

「それ以外、わたしにできることはないんですか」

「ありません」

「なんでもいいんです。何か」

「本当に、何もありません」

　朱西の死は確定した。

　最初から決まっていた。

　朱西が自ら決めたのだ。

　絶望感で力が抜ぬける。鉄格ごう子しに両手で掴つかまり、俯うつむき、自分の体が崩くずれないように支える。無力感ばかりが体を支配し、ふぬけになったようで、立っているのも苦痛だった。

（斎さい宮ぐう様。朱西様が、死のうとしているのに。わたしは何もできない）

　海の向こうの姉斎宮に、すがりつきたかった。その膝ひざに取りすがり、泣いて、朱西を助けるために神に祈いのってくださいと懇願したかった。

　自分はなんと無様で、無力なのか。

　何もできない。そのことが悔くやしくて情けなくて、いっそう涙なみだがあふれそうだ。

　──あなたは、何者かしら？

　ふと、耳に姉斎宮の声が聞こえた。

（わたしは……雪理美）

　するとさらに、聞こえる。

　──名を訊きいているのではない。あなたは何者かと訊いているのよ。

　問われて考える。

（わたしは、今は何者でもなくて。ただ陛下のお側そばに仕えて、陛下やその周囲の人に喜んでもらうために、料理しているだけの）

　そこまで思考が巡めぐり、ああ、そうかと納得した。

（わたしは、かつては神に仕えた美味宮。崑国では、人に仕える料理人）

　自分にできることは、昔も今も一つだけ。

　全てを覚悟した朱西に、理美にも唯ゆい一いつできることがある。

　──神の口からすら、おいしいと一言を引き出せるように向き合え。美味宮よ。

　びりっとした、姉斎宮の声が耳に蘇よみがえる。

（はい。斎宮様。承知しました）

　今、この瞬しゆん間かん、朱西と向き合って自分にできることをする。それが人に仕えたいと願う理美に、唯一できることだ。波立っていた心が、すっと静まる。

　どうしようもない。どうしようもないからこそ、このときに、できることをするのだ。そんな思いが心を満たす。

　朱西の瞳を見つめると、彼が不思議そうに小首をかしげた。そして彼女の瞳を見つめ返すと、懐なつかしそうに微笑ほほえむ。

「仙せんですね」

　静かに呟つぶやく。

（朱西様は、よくご存じだ。わたしにできることが、それしかないと知っている）

　優しい笑え顔がおがそこにある。

「わたしにできることは何もない、と朱西様は仰いましたが、わたしはそもそも、一つのことしかできない者なんです。人であれ仙であれ、一つのことしかできない」

「きっと、そうですね。あなたは」

「わたしが唯一できることを、させてください。朱西様は、何を召めし上がりたいですか？　今、このとき。陛下のために、覚悟を決めてなすべきことをすべてなさった、このときに」

「そうですね……あまり思いつきません。もう何か月も前から、食欲はないので」

　欲しいものを見失っている。彼がこの数か月、どれほどの苦痛とともに過ごしていたかが想像できた。基本的な欲求さえかすれて消えてしまうほどに、苦しんだのだ。

（だからこそ、差しあげたい。朱西様の望むものを）

　理美はこの場所では、神に比べればとても小さく、綺麗ではない者たちにこそ仕えたいのだ。死を覚悟した目の前の人が、望むものを見つけてあげたい。

　格子の隙すき間まから柔やわらかく手を取り、導くように問う。

「朱西様。朱西様にとって、今一番大切なものは何ですか」

「国の安あん寧ねいです。それをもたらすだろう、自らが信じた皇こう帝てい陛下の治世です」

　答えに迷いはなかった。

（陛下だ）

　朱西が守り抜こうと決意し、今も最も大切にしているのは祥飛のみだ。祥飛の存在を糸口にして、朱西の心にあるものを引き出せる。

「陛下とは、幼い頃ころから幾いく度ども一いつ緒しよにお食事なさいましたか？」

　理美は言葉を重ねた。さらに、朱西の思考を彼の望むものへと導くように。

　静かな理美の気配と問いに誘いざなわれるように、朱西が口を開く。

「そうですね、時には。けれどいつも、食事を召し上がる陛下を、心配して見つめていた方が多かった気もします。食の細い陛下に、いかに食べていただくかで頭を悩なやませました」

　薄うす暗ぐらい中空を見つめ、ふっと笑う。
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「俺は、色々と陛下のために食を工く夫ふうして。だからこそ食しき学がくをおこそうと考えたので」

「どんなものを作って差しあげたんですか」

「色々です。それはもう、たくさん。たいがい不評でしたが。それでも時には、『食える』と仰おつしやることもあって。ああ、そうだ。哥グウ飴エイーは……」

　哥飴と口にすると、朱西ははっとしたようになり理美の瞳を強く見返す。目に嬉うれしい色を浮うかべる。

（見つかった。朱西様の望むもの）

　理美は微笑む。

　哥飴。祥飛も丈鉄も、懐かしいと言っていた。その味はきっと、三人にとって懐かしくて幸福な味なのだ。

「そうだ。哥飴。戦いくさの直前、五ご龍りゆうが落としていったんです。懐かしいと思ったのですが、あのときは口にする気が起きなくて。それが少し心残りといえば、心残りです」

「珠ちゃんが戦の前に、朱西様の元へ？」

「ええ」

　珠ちゃんは、神しん獣じゆう。五龍だ。おそらく朱西の目的は全すべて承知していたのだろう。だからこそ戦の直前に、彼に会いに行ったのかもしれない。彼を慰なぐさめるために、哥飴の欠片かけらを持って。

「哥飴をご存じですか？　理美」

「はい。作り方も知っています」

「お願いできますか？　俺のために」

　朱西の最後の願いがあまりにもささやかで、それを願う言葉が胸を締しめつける。彼は本来なら、こんなささやかな望みを抱いだくのがせいぜいの、穏おだやかで優やさしい人なのだ。

　その彼を、彼の言うところの冷れい酷こくな行動に向かわせる運命が、やるせない。

「はい」

　やるせないと、泣いているだけでは朱西が困ってしまう。だから理美は、自分にできることをするのだ。

「作ります。朱西様のために」

　鉄格子を挟はさんで、理美は恭うやうやしく礼をとった。最大の敬意をこめて。人に仕える者として、目の前の人に精せい一いつ杯ぱい仕えますと無言で示すために。

　人に仕える、仙として。
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　祥飛は、石階段の途と中ちゆうの暗がりで、削けずりっぱなしの岩の壁かべに背をつけ、今にもその場にしゃがみ込んでしまいそうな衝しよう撃げきを受けていた。

（考仁が余に判断させようとしたのは、こういうことだったのか）

　仮かり牢ろうに理美を向かわせたと考仁が告げてすぐ、祥飛は丈鉄を伴ともなって仮牢へ急いだ。

　考仁が何を言いたいのか、何をそんなに迷っているのかは予想もつかなかったが、重大なことなのだという気はした。考仁があれほど迷い、また、はっきり言葉にしないのは、普ふ通つうではありえない。

　仮牢に到とう着ちやくすると、衛え士じの詰つめ所に丈鉄が入り、理美が一人で朱西と会っていると聞かされた。一人で会うことを強く望んだらしい。

　誰だれにも聞かれたくない話が、あるのだろう。

　祥飛は丈鉄とともに石階段に向かった。その手前の牢には景有がいたが、寝しん台だいに寝ね転ころがりこちらに背を向けたまま、動かない。寝ているのだろう。

　暗い階段室に踏ふみこむとすぐに、朱西の声が聞こえた。

（余には、一言も口を開かなかったものを）

　驚おどろきに、思わず動きが止まったが、続けて聞こえてきた彼の言葉に息を吞のむ。

「俺は、鳳家を徹てつ底てい的に滅ほろぼす決意をしました。しかも、陛下が残ざん虐ぎやく非道のそしりを免まぬがれるように、陛下に正義があり、鳳家が滅ぼされるのが当然とされるように」

　静かな声が、突とつ然ぜん投げつけられた槍やりのように、みぞおち辺りに突つき刺ささる感覚。

（なんだと？　何を言っている、朱西）

　その場で動けなくなった。丈鉄は暗くら闇やみの中で祥飛の傍かたわらに寄り添そい、同じく、朱西の言葉に耳を澄すましているようだった。

　朱西は、国と祥飛を守りたかったと言葉を続ける。それを野心だ、とも。

（野心）

　拳こぶしを握にぎった。

（そんな馬ば鹿かな野心が、この世にあるものか。大馬鹿者）

　とんでもなく馬鹿げたことを、朱西は口にしている。そう感じると腹が立ち、同時に喜びが沸わきあがる。

　朱西は何度も何度も、徹底的に祥飛を追い詰めようとした。だが彼は祥飛を憎にくいとも言わなかったし、祥飛自身も、彼から憎しみを感じはしなかった。だからこそ彼に負けたくないとは思っても、最後の最後まで朱西を憎めなかった。

　しかし今、朱西の目的がわかると、彼から憎しみを感じなかった理由も理解できる。

（朱西は、全力で余を追い詰めながらも、憎んでいなかった。余のために、そうしていたのだから）

　ふっと、心が軽くなる。

（これで余は、朱西を殺さなくて済む）

　朱西に背そむかれてからずっと常に何かの圧力を受け、自分の中に重苦しいものを抱かかえていた。その重おも石しが重量をなくし、ようやく楽に呼吸できるような感覚を覚える。その呼吸の軽さが嬉しくて、涙なみだがにじみかける。

　祥飛は再び踏み出そうとした。このまま朱西の前に現れて、「話は聞いた。この馬鹿者」と𠮟しつ責せきし、彼を牢から出すのだ。

「なぜ、全てを陛下にお話しくださらないんですか。陛下が朱西様のお気持ちを知ったら、朱西様の処しよ刑けいは絶対になさいません」

　聞こえた理美の声に、祥飛は苦笑いをした。その通りだと朱西に言ってやろうとして、一歩出たそのときだった。

「だからです。さっきも、言いましたよね。俺は公おおやけに、俺自身だと証あかしを立てられ死ななければならない」

　頑かたくなな声に、動きが止まる。何をまた頑がん固こなことを言い張っているのかと思ったが、彼がたたみかける言葉を聞くうちに全身が冷たくなった。

　朱西は、自分が処刑されなければ何が起こるかを、冷静に、淡たん々たんと理美に説いていく。

　それはまるで、祥飛に対しても説教をされているような気がした。

（確かに身代わりを処刑すれば、全てが無意味になる可能性がある。さらに、もし、そうやって余が朱西を救ったことが知られれば、不満を抱く者は多数出る）

　最悪の場合、朱西が生かされていることで、祥飛は朱西を操あやつり鳳家を扇せん動どうさせ、滅めつ亡ぼうに追い込んだことにすらなるかもしれない。そうなれば、そのような悪あく辣らつな方法で血族を滅ぼした皇帝として、祥飛の治世は大いに揺ゆらぐ。

　そうなっては、ならない。

　そのためには祥飛は最後の最後まで、朱西を敵としなければならない。

　念を押すように、朱西の声が聞こえる。

「陛下は俺を許してはならないのです」

　冷れい徹てつな声。

　正しい声だ。

（では、余はどうすればいいのだ）

　視界がぐらついたので、両りよう掌てのひらでこめかみを押さえる。体が傾かしいだのか、丈鉄が無言で祥飛の肩かたを抱えた。

（余は、幼い頃ころから余のために生きてきた朱西を。国のため、余のために、反乱を起こした朱西を、殺すしかないのか!?）

　体が震ふるえた。

「……いやだ」

　細い声が口から漏もれたが、無意識だった。

「いやだ……いやだ……」

　丈鉄が、肩を抱く腕うでに力をこめ、囁ささやく。

「出ましょう、陛下」

「いやだ……いやだ、いやだ」

　呟つぶやき続ける祥飛を抱えるようにして、丈鉄は静かに石階段を上った。
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「……いやだ、いやだ……」

　両手で頭を押さえた祥飛は、丈鉄に抱えられるように仮牢を出た。強ごう引いんに歩かされるので足は動いていたが、その間も呟く声が止まらない。

「陛下。落ち着いてください」

　励はげます丈鉄の声も聞こえない。

「いやだ、……いやだ……いやだ、いやだ、いやだ」

　混乱した祥飛を腕で隠かくし、丈鉄は昇しよう龍りゆう殿でんの門を急ぎ足で潜くぐって、衛え士じや侍じ官かんに「しばらく居室に近づくな」と命じて歩く。彼らは祥飛の具合が悪いのだろうと思ったらしく、訝いぶかしげに「医師を呼んだ方が」と口にしたが、丈鉄は「不要」の一言で遮さえぎり居室へ入った。

　居室に入っても、祥飛の混乱は収まらなかった。自分が居室に帰ってきたことすら、ほとんど認にん知ちしていなかった。

「陛下」

「いやだ、いやだ、いやだ、いやだ、いやだ、いやだ、いやだ」

「陛下！」

　不意に両肩を掴つかまれ、壁かべに体を乱暴に押しつけられた。全身に強い衝しよう撃げきが走り、冷たい空気を吸い込んでいた肺が、驚いたように一気に息を吐はき出す。

「しっかりしてください」

　丈鉄の背後に、開きっぱなしの戸口が見えた。

　雪が降り出している。

　冬ふゆ枯がれの枝に、新しい雪が付着していく。雪せつ華かが、枯れ枝の先で寒そうに震えている。

　丈鉄は祥飛の両肩に手をかけ、渾こん身しんの力で祥飛の体を押さえつけていた。

「周考仁は、陛下が正しい判断をすると信じたから、判断をさせようと決心したんですよ。陛下に何も知らせず、済ますこともできたのに。それをしなかった。陛下の存在を尊重したんだ。俺は、あの人は好きじゃないが、そうやって一番大切なことを陛下に隠さず判断を委ゆだねたことは尊敬する。こうやって尊重されたのに、動どう揺ようして、考えることを止やめてどうするんですか」

「丈鉄」

　祥飛は目を見開く。丈鉄が泣いていたからだ。

（丈鉄が……泣いている）

　眉まゆをつり上げ怒おこっているのに、涙を流している。それに対する驚きで、混乱しきっていた頭がようやく正常に働き出す。それと同時に胸の奥から噴ふき出してきたのは、激流のような哀かなしみだった。丈鉄につられるように、祥飛の目にも涙が浮うかぶ。

「どうすればいい、余は」

　震える声で問う。

「決断は陛下にしかできません」

　肩を掴む丈鉄の手は、濡ぬれて冷たい。衣ころもを通してもその冷たさを感じる。

「考仁は……、考仁はなぜ。余にこんなことを決めさせるのだ」

「周考仁にも決断できなかったんだ、たぶん。どの道を選んでも後こう悔かいすることが、あの人ならわかってるでしょうからね。だから、陛下に委ねた」

「なぜ余に」

「皇こう帝ていだからですよ、当たり前でしょう」

　きつい目で、丈鉄は祥飛を見つめている。

「どの道を選んでも、誰だれかが何かを後悔するなら、天運を得て、この国を治める者に決断を委ねようとするのは当然だ」

「天運があろうと余とて後悔はする！」

「後悔も、受けとめるしかないんです」

　祥飛は首を横に何度か振ふる。

「わからない。どうすることが正しいのか。どの道を選ぶべきなのか」

　言いながらも、涙なみだが頬ほおを流れる。冷えていく頬に筋を引く涙は、流れ出る瞬しゆん間かんはとても熱いのに、顎あご先さきまで届くと氷のように冷たくなる。

「いいえ。陛下は迷っているようだが、正しい答えを知っていますよ。きっとね」

「わからない」

「わかってますよ」

「本当に、わからない」

「じゃあなんで、陛下は泣いているんですか」

　指し摘てきされ、愕がく然ぜんとした。

（ああ、そうだ）

　泣いているということは、自分は無意識に、わかっているということ。

　もし、朱西の命を何らかの方法で救い生き延びさせる可能性と、このままむざむざ殺す可能性を天てん秤びんにかけているなら、泣く必要はない。どちらかで迷い苦しむが、泣く必要はない。

　自分が泣いているということは、自分は心のどこかで、もはや一つの決断をしている証あかしだ。それが涙を誘さそうから、止まらない。

（余は知っているのか。決断しているのか。皇帝として、取るべき道を心得ているのか）

　丈鉄の顔がぼやけてしまう。

（朱西を、殺さなければならないことを）

　肩を押さえ込んでいた丈鉄の腕の力が緩ゆるむ。

「自覚しましたか」

「余は……」

　答えた声が、掠かすれて震えた。

「余は、朱西の処しよ刑けいを命じる。命じなければ、ならない」

　さっき朱西も言っていた。身代わりを立てて彼の命を助けることの、危あやうさを。そして皇帝は、朱西を許してはならないとまで言っていた。

「朱西を殺して、その命を助ける方法は、ないのか」

「馬ば鹿かなことを言ってますね」

「ないのか」

「寝しん台だいで寝ねている五ご龍りゆうを叩たたき起こして、頼たのんでみますか？　朱西の首を刎はねるので、そのあとに生き返らせてくれとでも」

　いくら神龍でも、そんな無む茶ちやは不可能だろう。

「殺さなくてはならない。だが、どうにか助けられるように」

　身代わりを立てるのは、無理だ。今日明日で見つかる身代わりは罪人だろう。その罪人を説得できたとしても、その逮たい捕ほに関かかわった者たちは、早晩、その者が身代わりにされたと気がつく。そこから綻ほころびる。では、どこかにいないのだろうか。露ろ見けんする綻びのない、うってつけの身代わりが。

　しかしもし、うってつけの身代わりが見つかり極ごく秘ひに事を運べるとしても、朱西が承知しないだろう。彼は自らの死が必要だと固く信じている。

「陛下」

　ふいに丈鉄が、優やさしい声で呼ぶ。

「皇帝陛下」

　そう呼ばれることで、神経の一部が緊きん張ちようする。皇帝らしくあらねばと、そんな意識が強くなる。無様に取り乱し、泣いてはならない。

（泣いてはならない。取り乱しても、ならない。考仁や四夫人や、理美の前でも。特に理美の前で泣けない。理美が、余計に哀しくなる）

　だが今この場には、丈鉄しかいない。幼い頃ころから傍かたわらにいて、未熟な祥飛をずっと見つめてきた者だ。この瞬間だけなら、泣き崩くずれても良いかもしれない。おそらく丈鉄も、祥飛と同じものを感じているのだろうから。

「丈鉄」

　その両りよう腕うでを掴み、すがりつき、俯うつむく。涙がこぼれる。床ゆかに点々と涙が落ちる。

（命じなければならない。朱西に、死ねと。顔色一つ変えず言わねばならない。皇帝のために死ねと……朱西！）
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　陽ひが沈しずむと底冷えがする。昼間に溶とけかけた薄うすい雪が、石いし畳だたみの上で凍こおり、踏ふむとじゃりじゃり音を立てた。戸部尚しよう書しよ、登利範は、蝋ろう燭そくを手に仮かり牢ろうへ向かっていた。戸部の侍じ郎ろうはまだ居残って、仕事に追われている。利範は彼に、すぐに戻もどると約束して出てきた。

　明後日あさつては月のはじめ、朔つい日たち。

　利範の立ち会いのもとで鳳朱西の処刑が執しつ行こうされ、皇帝が反乱の終結を宣言する。それまでに反乱の残ざん滓しである景有の始末も、つける必要がある。

「無理に飲ませるしかないか」

　凍った雪を踏みながら、愚ぐ痴ちめいた呟つぶやきが白い息とともに漏もれる。

　仮牢の詰つめ所には、宿直の衛え士じが二人だけ残っていた。彼らは卓たく子しに向かって、せっせと書き物をしていた。仮牢の牢番に当たる衛士は、月ごとに交こう替たいする。明後日には次の当番に交替するので、その引き継つぎの文書を作っていた。

　忙いそがしそうな彼らに「勝手にやるから、かまうな」と告げて、利範は景有のいる牢へと向かった。廊ろう下かには松明たいまつが灯ともされていたが、その灯りは牢の中へは届かない。

　景有は手にある蝋燭を鉄格ごう子しの際きわに置き、中を照らした。するとこちらに背を向けて、寝台に横になった景有の背中が見えた。

「まだ飲んでいないか」

　鉄格子の前に跪ひざまずき、自分が差し入れた毒の小こ瓶びんが昨日のまま置かれているのを確かく認にんして、溜ため息いき交じりに問う。景有は無反応。昨日の様子からすれば、彼が絶対に自ら服毒するとは思えない。

　格子を挟はさんだ牢の中、床の上には、縁ふちの欠けた陶とう器きに入った粥かゆらしきものが置かれていた。見るからにまずそうで、景有は手を付けていない。

　腹も空すいているはずだった。三か月も陽の光を見ず、狭せま苦くるしい暗くら闇やみに押しこめられて、うんざりしているはずだ。

「なぜだ。死は確実なのに、あえてごねるのは」

　問うが、やはり反応はない。しかし寝てはいないはず。

　寝台に横たわる景有は、薄い上うわ掛がけ一枚にくるまっている。この寒さの中では、震ふるえが収まらないほどに寒いだろう。熟じゆく睡すいできる環かん境きようではない。

　景有は、生に執しゆう着ちやくしているように思えない。生に執着する男が、毒の小瓶を渡わたされてこれほど落ち着いているはずはない。死にたくないと懇こん願がんし、助かるために何かできないかと、利範にすがってくることもしないのだから、彼は自分の命に頓とん着ちやくしていないのだ。

　礼部尚書という地位がありながら、自らの欲求を優先させる景有であれば、こんな暗がりに押しこめられている苦痛と寒さと、退たい屈くつを耐たえるよりは、さっさと自らの命に見切りを付けて、笑いながら毒を呷あおりそうな気がするのに。

　そうしないのは、なぜだろうか。

「そういえば昨日、おまえが感情をむきだしにしたのを初めて見た」

　ふと、思い出して口にする。

　あれは祥飛と考仁が、迅家に累るいが及およばないように恩情をかけたと告げたときだ。それが気に入らなかったのだ。

「迅家は、歴史のある名家だ。その迅家が泥どろを被かぶらないのが気に入らないのか？　なぜだ」

　当然のように返事はない。利範はもう、返事を期待していなかった。

　彼が生家とどんな関係にあるのか、また父母や兄弟、親族たちとどんな関係にあるのか、何を思っているのか、利範は全く知らない。

「書生の頃から一いつ緒しよにいたにもかかわらず、わたしは、おまえの生家のことも、子ども時代のことも、何も知らない」

　自ら口にして驚おどろく。

　景有とは、たくさん会話をしてきた。議論も活発にした。学習の方法を教えあい、哲てつ学がく的な命題で議論し、理想の政まつりごとについて意見を出しあった。

　しかし個人的なことについて、驚くほど互たがいに話をしなかった。

　それは景有が積極的に話題にすることがなかったためだし、利範もまた、自ら生おい立ちや生家のことなど、話すのを避さけていた。

　利範も、自ら進んで語りたいような身の上ではない。

（もしかしたら、それを互いに話すべきだったのかもしれない）

　そうすれば景有が、こんなことをしでかす前に、気づけたのかもしれない。

（友としての、わたしの怠たい慢まんだ）

　鉄格子の前にあぐらをかいて、利範は座った。身み震ぶるいするほど石の床は冷えていたが、立ち話で終われるような、簡単な会話をする気はない。

　ふっと息をつき、右目の下の傷に触ふれる。

「話したことはなかったと思うが。この傷は、母にやられたものだ」
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「母と言っても、その女と血は繋つながっていないが」

　静かに口を開く。景有の反応はないが、続ける。

「登家先代には一人ひとり娘むすめしかいなかったから、そこに格下の家から婿むこを取った。格下の家から夫を迎むかえることは、登家としては異例だったが、わたしの父はかなりの秀しゆう才さいで通っていたし、家格は低いが官職も高かったからだ。しかし父を婿として迎えた娘は、家格が下の夫を小こ馬ば鹿かにして邪じや険けんにした。しかも悋りん気きも人一倍で、かっとしやすく、すぐに喚わめき散らして、物を手当たり次し第だいに投げるような女だった」

　醜みにくく歪ゆがんだ顔で、口くち汚ぎたなく父を罵ののしり喚く女の顔など、思い出したくもない。だから家を出て書生になってからは、極力それに触れなかった。そんな自分の家が恥はずかしかったのだ。

「そんな女だから、当然父は妻以外の安らぎを求めた。それで屋や敷しきの侍じ女じよと情を通じ、わたしが生まれた。生まれた途と端たん、妻はわたしを実の子として取りあげ、実母は残ざん酷こくにも屋敷に留めおいて、眠ねむる間もないほど働かせ、罵り、殴なぐった。わたしが七つのときに、癇かん癪しやくを起こした妻が、母を刺さそうとした。わたしは咄とつ嗟さに母をかばい、頬ほおに刃は物ものが刺さった」

　随ずい分ぶん幼い頃のことなのに、未いまだに、頬に刃物が突つき立った感かん触しよくは思い出せる。不思議なことに痛みは覚えていない。あと覚えているのは、「おまえが悪い」と、さらに癇癪を起こす女の醜い顔と、泣いて利範を抱だきしめた母の温ぬくもり。

「わたしも、生家がさして好きではない。おまえに何があったかは知らないが、好きではないのは、おまえと同じだな」

　蝋燭の蝋が熱せられ、つるり、つるりと、筋を引きながら滑すべり落ちていく。それを目で追う。

「本物の母君は、それからどうした」

　突とつ然ぜん、景有の声がした。利範は、はっと顔をあげた。景有はこちらに背を向けたままだ。

「屋敷から出されたが、その後に父が上手うまくやった。父の生家が母を保護し、侍女として屋敷に入れたが、実質は父の妻としてあつかわれている」

「幸運だったな、利範の母君は」

　言いながら、景有がゆっくりと起き上がりこちらを見た。

「何のためにこんな話をした」

「おまえが、生家を嫌きらっているようだったからな。ふと……長年一緒にいたのに、こんな話をしなかったことに我われながら驚いた。だから話してみた」

「それで、何か？　わたしにも話せと？」

　せせら笑う声に、利範は首を横に振ふる。

「いや。話したいなら、話していいが。話したくない事情もあるだろう。実際わたしも、誰だれにも話したくないし、話したことはなかった。これからも、誰かに話したくなる話でもない」

　戸と惑まどったように、景有の瞳ひとみが揺ゆれた。

「おまえが自ら毒を飲まないのなら、明日には、わたしがそこに入っておまえを押さえつけて、鼻をつまんで口をこじ開け、毒を飲ませる。そうするしかないと思っている」

　利範の視線は、床ゆかの上に置かれた粥の碗わんへ向かう。

（こんな酷ひどいものを食べて終わるのは、あんまりだろう）

　景有は重罪人だが、友として長年同じ時を過ごした者として、最後の最後にわずかばかり、労いたわりを与あたえてもいいと思えた。

「わたしはおまえに、酷むごい行こう為いをする。抵てい抗こうするなと言ったところで、無む駄だだろう。好きなように抵抗するがいい。わたしもそれを承知で、やる。おそらく生しよう涯がい明日のことを思い返し、ぞっとするようなことになるはずだ。だからそうなる前に、食べたいものがあれば言え。持って来てやろう」

　誰かに会いたい、何かをしたい、という望みは、方々の許しが必要で叶かなえられない公算が高い。しかし食事であれば、誰の許しがなくとも可能だ。

　しばらく沈ちん黙もくしていた景有だったが、ようやく口を開く。

「天テイエン粥チユウ」

「なんだそれは？」

「知らなければ、いい」

　景有はまた、こちらに背を向けた。蝋ろう燭そくを手に立ちあがった利範は、言った。

「わたしは知らないが、誰かに訊きこう。持って来てやる」

　仮かり牢ろうを出た利範は、真っ直すぐ戸部へ帰った。そして残って仕事をしていた侍じ郎ろうに、訊いてみた。

「皇后候補になっている雪理美。今は、何処どこにいるか知っているか？」

　料理と言えば、真っ先に彼女を思い出した。彼女なら天粥を知っているかもしれないと思った。そして可能であれば、彼女に作ってもらえればなお良かった。

「今朝、正せい文ぶん殿でんに呼ばれたと聞きました。周宰さい相しように伺うかがえばご存じかもしれません。どうしましたか、尚しよう書しよ。彼女に用事でもありますか」

「訊きたいことがあるのだ」

「彼女にですか？　また、何を」

「天粥という食べ物を知っているか、訊きたいのだ」

「天粥ですか。それが何か」

　蝋燭の灯りの下で、墨すみを含ふくませた筆を持ったまま、侍郎が不思議そうな顔をする。事もなげに答えた侍郎に、利範は驚く。

「知っているのか」

「知っているも何も、庶しよ民みんならば誰でも知ってますよ。ああ、そうか。尚書は街で、屋台で朝あさ餉げを済ましたりなさらないから。庶民でも、ああいうところで朝餉を済ませるのは、貧しい者が多いですしね。わたしも生家の家業が軌き道どうに乗る前、子どもの頃ころには行ってましたが」

　戸部侍郎は、登用試を経て官かん吏りとなったが、市し井せいの商人の子として生まれた男だ。

「それはどんなものだ」

「蓮はすの実と棗なつめの粥ですよ。米と水、蓮の実と棗、それを煮にて粥にするだけです。味付けなんてありませんし、塩を振って食べるんです。美味ってものでもありませんが、冬には体が温まると言って、多くの者が好んで食べますよ」

「そうか。それなら、料理人なら誰でも作れるのか」

「ええ。粥を作れる者なら、誰でも」

「助かった。悪いがまた少し、出てくる」

　再び執しつ務む室を後にした利範は、昇しよう龍りゆう殿でんの北側に位置する厨ちゆう房ぼうへ向かっていた。そこには宮きゆう廷てい料理人の楊よう高こう晋しんが寝ね起おきしており、彼が何かの都合で不在でも、彼の配下の料理人が多数いるはずだった。

　誰でも作れる料理であれば、急ぎ作らせ、景有に持って行ってやろうと思った。

　明日には、この手で毒を飲ませるのだから。

　食いたいというものを食わせ、その満足感を、少しでも長い時間、噛かみしめさせてやってもいいのではないだろうか。

（しかし、わたしが知らなかった庶民の屋台の食べ物を、なぜ景有は知っている）

　街で遊び歩くことの多い景有だったが、貧しい庶民が群がる屋台に紛まぎれるほどの身なりで、出かけるとは思えない。書生のときは陽よう老師の屋敷にいたのだから、街へなど行かない。

（知ったのは書生となる前。生家にいた頃か）

　しかし迅家は何代にもわたる貴族。そこの嫡ちやく子しが、たとえ子どもでも、そんな屋台へ出かけるはずはないのに。

（景有は、どんな育ち方をしたのだろう）

　知りたいと思った。明日、自分の手で殺す相手に対して、今いま更さら。
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　随分、時間を取ってしまった。理美が全すべてを考仁に話し終わったときには、外は既すでに真っ暗になっていた。

　仮牢から戻もどった理美は、真っ直ぐ正文殿の考仁の元へ向かった。理美と同様、それ以上に、朱西の真実を知りたがっているのは考仁だとわかっていたので、朱西の言葉が自分の中から消えないうちに、一言一句間ま違ちがえたりしないように伝えたかった。

　ただ理美も混乱し、打ちひしがれていたので、話を始めるまでに時間がかかった。

　執務室に通されて、今朝と同じく卓たく子しの席に着いた途端に、堰せきを切ったように涙なみだがこぼれて、話せる状態ではなくなってしまったのだ。

　考仁は𠮟しつ責せきもせず、慰なぐさめもせず、黙だまって茶を淹いれ理美の前に置く。そして理美と卓子を挟はさんだ正面の席に着き、茶を飲んだ。一言も喋しやべらず、無表情にただ待ってくれた。

　一刻も経った頃、ようやく気持ちが落ち着き、ぽつぽつと声が出た。それでも言葉が切れ切れになったのは、ふいにこみあげるものがあり話を中断してしまったり、朱西の言葉を正確に思い出そうとして時間が必要だったからだ。

　考仁は口を挟むことなく、聞いてくれた。時々軽く頷うなずき、微かすかに眉まゆを寄せたりしたのみ。

　暗くなった室内には、途と中ちゆうで考仁が蝋燭を灯ともした。燭しよく台だいが卓子に一つと、飾かざり棚だなの上に二つあり、理美と考仁の影かげが壁かべに映り、隙すき間ま風かぜに時々揺らめく。

　火ひ鉢ばちが卓子の下に置かれ、室内は温ぬくもっている。

　光も射ささない、冷たく暗い牢に比べれば、天と地ほど心ここ地ちよさが違う。今も朱西があの冷たくて暗い場所にいると思うと、胸が間断なく痛む。自分が暖かい場所にいることすら、苦痛に感じる。朱西と同じように暗く冷たい場所に行きたいとさえ思う。

「ご苦労だった」

　ひととおり理美の話が終わると、しばらくの沈黙の後、考仁は席を立つ。窓辺へ寄ると閉じられていた丸窓を半分開く。冷たい風がすっと、室内に入り込む。

　膝ひざの上で両りよう掌てのひらを握にぎりしめたまま、理美は考仁の背中に問う。

「どうされるのですか、周宰相は」

「おまえが聞き出したこと、英えい香かには伝える。あれも鳳貴の乱以降、寝込んでしまっている。わずかばかりの救いになるだろう」

「それだけですか？」

　すがるように、つい訊いてしまう。

「周宰相は、他ほかに何もなさらないのですか」

「するべきだと思うのか？」

　逆に問われ、自分が駄だ々だをこねているような気がして唇くちびるを噛む。考仁ならばなんとかしてくれるのではないか、と期待する気持ちが心の中にあった。しかし朱西の言葉を直接聞いた理美には、誰だれにもどうすることもできないのだと、よくわかっている。

「わたしは、全てを天に委ゆだねる」

　静かな言葉が震ふるえていた。泣いているのかもしれない。考仁はこちらに背を向けたまま。

「はい」

　それしかないのだろう。

　愛したくないと願いながらも、その気持ちを消せなかったほどに、考仁は朱西を慈いつくしんだ。父であるその人がそう決断したのなら、おそらく本当に、それしかないのだ。

（なら、わたしは。わたしのできることをするしかない）

　暗い牢ろう獄ごくの中で、朱西が微笑ほほえみ望んだことを叶える。

「朱西様は、哥グウ飴エイーが欲しいと仰おつしやっています。どこかの厨房を借りてもいいですか？　作って差しあげたいんです」

「宮廷料理人たちが使う厨房を使えば良い。あそこであれば、たいがいの材料はあるはず。許可は、わたしが取りつけよう」

　すぐに考仁は使いの少年を走らせ、饗きよう応おう長、楊高晋の許可を得た。高晋も他の宮廷料理人たちも、一日の仕事を終えて休んでいたので、自由に使えば良いとのことだった。

　竈かまどの火が落ちた巨きよ大だいな厨房は、冷え切って静かだった。

　戸口に立った理美は、朱西に連れられて、ここに来たときのことを思い出す。あのときの彼は西沙国への対応で忙いそがしくしていた。そしてその最さ中なかに倒たおれた。食しき学がく堂どうで介かい抱ほうをした理美に朱西は、「あなたが可愛かわいい」と言ってくれた。夢見心地になるほど、嬉うれしかった。

（朱西様のお気持ちは、今、どうなったのかな）

　自分の出生を知り、祥飛の治世を維い持じするために、全てを懸かけた彼が、恋こいだの愛だの、意識する余よ裕ゆうすらなかったのではないかと思う。理美のことを嫌きらってはいないと思うが、あのときのように変わらず思ってくれているのかは、わからない。

（わたしは……好き）

　崑国ではじめて優やさしくしてくれた食学博士は、やはり今も以前のまま。それがわかれば、押し潰つぶされていた気持ちが蘇よみがえる。砕くだけたと思った心が、元通りの形になる。

　柱の窪くぼみにある油皿の芯しんに、火を灯す。

（哥飴を作るのには、微び妙みような火力が必要だわ。火鉢がいる。炭に火を入れないと）

　竈を覗のぞきこむと、こんもりと灰が山にされている。熾おき火びを埋うめてあるのだろう。火かき棒で掻かいてみると、案の定、赤い粒つぶのような火が灯る炭が三つほど出てくる。これに薪まきをくべ火を大きくおこし、新たに炭を加えればいい。

　細い薪をくべ、煽あおいで火を大きくする。そこへ火鉢用の小ぶりな炭を加える。

（必要な道具は、煎いり鍋なべと木べら。平たい皿）

　道具を揃そろえ、さらに材料を石室から出す。

（砂糖。木の実を数種類）

　作業台の上にそれらを並べていると、出入り口から驚おどろいたような声が呼んだ。

「雪理美？」

　そこには厨房に来るはずのない人物がいた。理美は目を丸くする。

「戸部尚しよう書しよ？」
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　利範も驚いた顔をしていたが、すぐにいつもの険しい表情に戻ると、中へ入ってきた。

「何をしている、雪理美」

「ある方のために、料理をしています。饗応長の許可は取ってあります」

　朱西のためと告げれば、事情を知らない利範は許さない気がした。もし彼に事情を説明したとしても、彼が「朱西の思おも惑わくはどうあれ、許せない」と考えるのであれば、同じく朱西への労いたわりは許さないだろう。

　追つい及きゆうされるかと思ったが、利範は「そうか」と答え、押し黙る。

　利範の様子がいつもと、少し違う。

「何かありましたか、戸部尚書」

　利範が厨ちゆう房ぼうに一人でやってくるのは妙みようだ。問われてもしばらく返事をしなかった利範だが、右目の下の傷を歪ゆがめながら、言いづらそうに問う。

「その……、おまえの料理は、急を要するか？」

「すぐにできるものですし、明日のうちにお持ちできればいいものなので、さほど急ぎではありませんが」

「では、頼たのめないか。蓮はすの実と棗なつめを入れた、天テイエン粥チユウという粥を作ってもらえまいか。味付けはないらしい。塩を好みでかけて食べるものだ。ただ粥に、蓮の実と棗を入れれば良い」

　粥ならば、竈に火が入ればすぐに作れる。冬のことなので、蓮の実も棗も生のものはなく、どちらも乾かん燥そうしたもの。それを水に浸ひたして戻し、粥に入れるだけであれば面めん倒どうはない。

「それなら、すぐに作れます。今からですか？」

「すまないが、頼めるか」

　思い詰つめたような目だった。断れない種類の願いだと理解し、頷く。

「はい。ではすぐに」

　鉄鍋を用意し、米と蓮の実と棗を準備する。井い戸どから水を汲くみ上げると、蓮の実と棗は水に浸し、米を洗う。

　利範は厨房の隅すみにある粗そ末まつな丸椅い子すに腰こしを下ろし、くるくると理美が動き回るのを見つめている。

（火が、安定してきた）

　頃ころ合あいと見て、鍋に洗った米を入れ水を注ぐ。それを竈にかける。

「おまえは料理ばかりしているな。様々な者に料理を饗きようしたのだろう」

　利範が声をかけてきた。

「そのおまえに訊きいてみたい。死を目前にした者が食べたいと願う料理には、どんな意味があるのだろう」

　火加減を見ていた理美は、動きが止まってしまった。利範が何か知っていて訊いているのか、それともただ世間話として話題にしたのかわからない。

　けれどその問いは、理美の心に突つき刺ささる。

（何の意味が）

　朱西のことを思う。朱西にとって、哥飴の意味。

「どう思う、おまえは」

　爆はぜる炎ほのおを見つめ、考えながら口を開く。

「単純に好物だから食べたいということも、あると思います」

「好物だとは聞いたことがない」

　哥飴も、朱西の好物とは思えない。

「好物でもないものを最後に食べたいというのは、どういう意味だ」

「それを食べたら、幸せだから……」

　違ちがうと内心で異を唱え、言い直す。

「それを食べたら、幸せな気持ちになるから。幸せな気持ちを思い出せるから」

　口を衝ついて言葉が出た。意識せずとも理解していたことが、言葉になったらしい。言葉にしてはじめて意識する。

（朱西様は、陛下と丈鉄様と三人で過ごしていた少年の頃がとても幸せで、そのときの幸福な気持ちを思い出したがっている。懐なつかしんでいるんだ）

　それを考えればなおのこと、朱西は自らの運命から逃のがれようとしないだろうと思えた。最後の最後に懐かしむ幸福が、祥飛とともに過ごした時間。それほど祥飛を大切に思っている彼が、祥飛の未来を危険にさらす真ま似ねは絶対にしない。

「そうか。なるほどな、そうなのかもしれない」

　利範は呟つぶやく。くつくつと粥が煮にえる音を聞き、理美は立ちあがった。水で戻もどした蓮の実と棗を笊ざるにあげて粥に加え、一混ぜしてさらに煮る。

　頃合いを見て、鍋を火から下ろす。作業台へ運び、蓋ふた付つきの小さな鉢はちに粥をよそった。小ぶりの盆ぼんに鉢を載のせ、取り分け用の碗わんと匙さじを一つずつ添そえると、掌てのひらの窪みに載るほどの小さな皿に塩を盛り、添えた。

「これで、いいでしょうか」

　立ちあがり、近寄ってきた利範は盆を見下ろし頷うなずく。

「充じゆう分ぶんすぎるだろう。礼を言う、雪理美」

　その横顔を見て、理美は訊いた。

「どなたへ差しあげるんですか？　大切な方へでしょうか」

「なぜそう思う」

「なんとなく。戸部尚書のお顔が、心配そうだったので。差しあげる方に、喜んでもらえるかどうか、気になっているような。そんなに思いやる相手であれば、大切な方かと」

　ばつが悪そうに、利範は掌で自分の顔を撫なでる。

「わたしは、そんな顔をしていたのか」

「もし、そうなら。これを」

　そう言いながら理美は、取り分け用の碗と匙をもうひと組、盆に置く。

「可能であれば、戸部尚書も一いつ緒しよに召めし上がれば良いのではないかと思います。食事するときは、誰だれか一緒に食べてくれる方がいると、ずっと美味おいしくなりますから」

「なるほど。わたしも相手が黙もく々もくと食べているのを、ただ見ているのもつまらん」

　盆を手に取った利範は、歩き出す前に小さく告げた。

「感謝する。雪理美」

　利範は厨房を出た。

（戸部尚書は、死を目前にした者が食べたいと願う料理と仰おつしやった）

　あの粥は、死を目前にした人に饗きようされるのだろう。

（礼部尚書かもしれない）

　朱西と同様に仮かり牢ろうに入れられている景有もまた、反乱の終結を宣言する前に、処分されるはず。景有は鳳家と通じ、祥飛の治世を脅おびやかし、伯礼を利用して祥飛を殺そうとさえした。許されない罪だし、彼が、鳳家と通じた理由を口にして笑った顔を見たときは、彼の考えることが理解できず、怖こわかった。奇き妙みような物ものの怪けのようにすら思えた。

　しかし利範は書生の頃から、景有と友人関係だったと聞いている。理美たちにとっては怪かい物ぶつのように思える人も、長年彼と親しんだ利範には、そう見えないのだろう。景有の中に、理美たちとは別の何かを見ていて、最後に、友人としてできることをしたいのかもしれない。

（わたしも、できることをしなければ）

　ふと息をつき足元に目を落とす。しっかりしろと、自分を励はげます。

「利範が来ていたようだな」

　ふいに声がした。それに驚おどろき顔をあげた。

「陛下」

　利範が歩み去った方向を気にしながら、祥飛が厨房に入ってきた。

「さっき、出て行かれましたが。陛下はどうしてここに」

　昇しよう龍りゆう殿でんに近いとはいえ、厨房は皇こう帝ていが足を踏ふみ入れる場所ではない。そこに祥飛が姿を見せたことに違い和わ感かんを覚えた。

「利範は何をしに来た」

　理美の問いには答えず、祥飛は別のことを問う。驚きながらも、理美はとりあえず答えた。

「はい。あの、お粥を作って欲しいと頼まれました。どなたかに差しあげるようです。それで、陛下は」

「おまえは何をしている」

　また祥飛は、わざとのように理美の質問を遮さえぎった。苛いら立だっているのではない。目は落ち着き、口調も穏おだやか。ただ、心がどこ虚うつろで、それを隠かくすために自分を律し、淡たん々たんと振ふる舞まっているようだった。

（どうなさったの陛下は？　何があって、ここに）

　疑問は大きかったが、それよりも祥飛の顔を見たことによって、ふくれあがる衝しよう動どうがある。

（陛下に言いたい。朱西様のことを。朱西様を助けて欲しいと。言いたい）

　裳もの布地を握にぎり、衝動に耐たえる。

（でも、言っては駄だ目め）

　朱西はそれを、最も恐おそれたと言っていた。ここで理美が祥飛に事実を告げ、祥飛が朱西の命を助けたとしても、彼は喜ばない。それどころか理美を憎にくむ。さらには自決しかねない。

　理美が余計なことをすれば、哀かなしみが増す可能性がある。

　ぐっとこらえる。自分は、自分ができることのみをするのだ。

「わたしは、……朱西様に、哥グウ飴エイーを作ろうかと。朱西様が食べたいと仰ったので。周宰さい相しようにお許しもいただきました。良いでしょうか」

　準備された火ひ鉢ばちや煎いり鍋なべ、砂糖や木の実に視線を走らせた後、

「余も作ろう。手伝う」

　祥飛が言った。理美は「えっ」と思わず声が出る。

「哥飴の作り方は、この前覚えた。手伝う」

「でも、陛下にそのようなことをお願いするわけには」

「かまわぬ。余が、やると言っている」

　なぜ、と思う。問う瞳ひとみで見返すと、祥飛はただ無表情に理美を見つめる。

（なぜ手伝うなんてお言葉が）

　祥飛は朱西に饗するものを、自分の手で作りたいのだろうか。裏切られ、死し刑けいを言い渡わたしても、朱西を慕したう気持ちが残っていて、それがこんな申し出になっているのだろうか。そもそも、なぜ今この場に祥飛はやって来たのか。

「どうした」

「陛下、どうして厨ちゆう房ぼうにおみえになったんですか」

「おまえがここにいると、考仁から聞いた」

「なぜ、わたしをお捜さがしになったんですか」

「正せい文ぶん殿でんに呼ばれていただろう。その後、おまえがどうしたのか気になっただけだ。それだけのことだ。それよりも、哥飴を作るのであろう。手伝う、準備をせよ」

　本当に、理美を捜して来ただけなのか。そんなはずはないと思う。

（陛下がいらした理由は何にしろ、これは天の配はい剤ざいなのかもしれない）

　祥飛がどうして、どんな思いで、ここに来たのかはわからない。ただ祥飛が哥飴を作るというなら、それは理美が作るよりも、もっと朱西にとっては嬉うれしいことかもしれない。

（朱西様が、哥飴を縁よすがに、幸せだったときを思い出したいなら）

　祥飛の手で作られた哥飴以上に、朱西を幸福にできるものはないだろう。

　すっと、息をつく。軽く目を閉じた。

　食を饗して人に仕える者として、朱西が望むものを饗したい。彼が欲ほつするものが哥飴と知れたのだから、それを最も喜ばれるものとして饗する。そうするためには、理美が作る以上に、作るのに相応ふさわしい人がいる。

　理美の手で作られなくとも───いや、理美の手で作られないからこそ、朱西にとって最上のものを饗することができるかもしれない。それを整えるのが理美の役目だ。

　───手で触ふれられるその人の口から、美味しいと。その一言を引き出すために。

　自分の心が、静かに己おのれに命ずる。

（ええ。わかっている。これこそがわたしの役目）

　目を開く。

「はい。準備いたします」

　理美は膝ひざを折って一礼し、動き出す。

　竈かまどから火かき棒で、真っ赤になった炭を掻かきだし、火鉢に移す。煎り鍋に分量の砂糖を入れて水を加える。

「準備ができました、陛下。陛下は、この煎り鍋を火鉢にかけて、木べらで掻かき回して下さい。この前やったように」

　煎り鍋と木べらを手て渡わたすと、祥飛は火鉢の前に膝をつく。本来皇帝は、厨房で膝をついて料理などしてはいけない。しかし今は誰の目もない。しかも祥飛が望んだことなのだ。

　その間に理美は麻あさ袋ぶくろに木の実を全すべて移し、めん棒で軽く叩たたいて砕くだく。砕き終わるとそれを手に、祥飛の傍かたわらに同じように膝をつく。

（陛下と一緒に、料理をするなんて）

　考えたこともなかった妙みような状じよう況きようだが、不思議としっくりと馴な染じむような気もした。

（陛下がわたしの立場を考え直すと仰った気持ちが、わかるような気がする）

　かつての祥飛であれば、どんな理由があれども料理に手を出すことはなかっただろう。それがこうやって自ら手伝いを申し出て、きちんと手順をこなしている。かつての彼は、何も知らず何もできないからこそ不安が大きく、横暴だった。けれど様々なことを知り、何でも自分でできるようになれば、不安が目減りし自信が生まれる。

　だからこそ、ふと、理美の存在の意味を考え直せたのだろう。

　煎り鍋の中で、祥飛はゆっくりと木べらを動かす。視線は木べらの先にすえ、とろりとした砂糖水を掻き回すことで、何かの思いを込めようとしているように見えた。焦あせることなく、一定の速さで黙々と作業を続ける。

　煎り鍋の中身はとろみを増し、色がほんのり黄みがかる。さらに見る見る琥こ珀はく色いろになり、甘い香かおりが立つ。

「一いつ旦たん、手を止めてください。木の実を入れます」

　麻袋から煎り鍋の中へ、砕いた木の実を一気に入れる。
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「混ぜてください」

　素す早ばやく祥飛が混ぜる。二混ぜしたところで、声をかける。

「それで大だい丈じよう夫ぶです。煎り鍋を火から下ろしてください」

　煎り鍋を手にして立ちあがり、祥飛は作業台へ向かう。

「これの中身を、皿に移せば良かったな」

「はい。この皿に」

　置かれていた平たい皿に、煎り鍋の中身を一気に流し込む。白い皿に、白や茶、黄や赤の、木の実の粒つぶが混じる、のったりとした琥珀色が広がる。

　これが固まれば、それを砕いてできあがりだ。今夜は酷ひどく冷えている。このまま放置していれば、半刻ほどで、かちかちに固まるはずだった。理美は微笑ほほえむ。

「綺き麗れいに、できあがりましたね。陛下」

　祥飛の隣となりで黙だまって見守っていたが、彼は手順を丹たん念ねんにこなしていた。出で来き映ばえが良いい。色合いが良い。おそらく味わいも、香こうばしさと甘さが丁度良いはず。

「これが、余にできる唯ゆい一いつのことだ」

　琥珀の広がりを見下ろして、聞こえるか聞こえないかの細い声で、祥飛は言った。その無力感の漂ただよう声こわ音ねに、理美は首を横に振る。

「唯一できることで、そして───最上のものです」

　真っ直すぐ見つめると、祥飛はしばらく無言で見返してくる。そして、

「最上か？」

　不安げに問う。理美は自信を持って、はっきり頷うなずく。

「はい」

　祥飛はようやく微笑む。

「そなたがそう言うのであれば、信じよう。最上だと」
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　人が近づく衣きぬ擦ずれの音と足音を聞き、景有はぼんやりと思った。

（利範か）

　歩ほ幅はばの大きな、少し早足の歩き方は彼だ。ただ動くのが億おつ劫くうだった。ここひと月ばかりは寒さがこたえて、いつも手足の指先が冷え切っており、近ちか頃ごろでは感覚が鈍にぶい。寝しん台だいに横になったまま、鉄格ごう子しに背を向けていた。

　足音が牢ろうの前で止まる。

「天テイエン粥チユウだ。景有」

（本当に持って来たのか。律りち儀ぎな奴やつだ、相変わらず）

　呆あきれながら体を起こしたのは、牢で出される食事に辟へき易えきしていたからだ。どうせ死ぬ身ではあるのだから、食うことなど無む駄だ。食欲もない。食べたいとも思わない。だがそれでも、生き物として最も強い食への欲求は、殺しきれないのだろう。関心を示してしまう。

　鉄の牢格子の一部は、食事を出し入れするための隙すき間まがある。石の床ゆかを滑すべらせるようにし、利範はそこから盆ぼんを差し入れる。

　利範は蝋ろう燭そくを床に置き、自分も石の床に直接あぐらをかく。

　寝台を降りた景有は盆の前に膝をつき、鉢はちの蓋ふたに触れた。温かい。冷え切って感覚の鈍った指先が、じんと痺しびれる。痺れを感じながら蓋を取ると、温かい湯気が立ちのぼる。

「食べるがいい」

　食欲はないのだが、食べてみたくなった。腹が減っているというよりは、温かいものに触れたいという欲求が強かった。匙さじを手に取り、碗わんに粥を注つぐ。なぜか碗と匙がもうひと組ある。景有がそれに気がついたとわかると、利範が横おう柄へいに告げる。

「わたしのぶんも寄よこせ」

「おまえも食べるのかい」

　顔をあげると、当然とばかりに頷く。

「食べ終わった器うつわを下げねばならない。ここでおまえが食べるのを、ただ見ているのも馬ば鹿か馬鹿しい」

「囚しゆう人じんの食事を横取りするとはねぇ」

「わたしが用意したのだ。文句は言わせん」

　拒きよ絶ぜつするほどのこともないと思い、もう一つの碗に粥を注ぎ、匙とともに格子の向こうへ手渡す。一連の作業で、随ずい分ぶん手指の先が温まっていた。

「なぜこのような味気ないものを求めた」

　訊きかれて、景有は肩かたをすくめる。

「大した理由はない。欲しいものと訊かれて、咄とつ嗟さに、温かいものを連想しただけだ」

　体を温めるものといえば、天粥。なんとなくそう思い込んでいた。

　景有よりも先に、利範が匙を口に運ぶ。一口すすり不満らしい顔をする。

「味がない」

「塩を入れろ」

　塩が盛られた小皿を格子に近づけると、利範はひとつまみして粥に入れる。景有も塩をつまみ入れ、寝台に腰こしかけた。碗を掌てのひらに包むと、その温かさに体が弛し緩かんする。一匙、口にした。温かい粥が喉のどから胸、胃の腑ふへ落ちる感覚に、溜ため息いきとともに声が漏もれた。

「美味おいしい」

　対して利範は、不満そうに言う。

「そこそこだな。温まるが」

「それを美味しいと言うものだ……」

　言いかけて、匙を持つ手が止まった。

　──美味しいね。ねぇ、美味しいでしょう。景有様。

　記き憶おくが蘇よみがえる。

　──温まるね。

　──それを、美味しいって言ってよ。

　そんな会話をした。

　彼女と。

　寒さで荒あれた、がさがさの真っ赤な頬ほおと、匙を持つ、あかぎれだらけの指。炭の焦こげ臭くさい匂においが染しみついた、薄い綿入れの上衣。彼女はいつも竈かまどの番をさせられていたので、髪かみの毛にまでその匂いが染みついていた。

　景有はその匂いが嫌きらいではなかった。むしろ、好ましかった。

　寒い朝、手を繋つないでこっそり屋や敷しきを抜ぬけ出し、屋台へ走った。彼女は「美味しいものを食べさせてあげるよ」と言って、銭ぜにを握にぎりしめていた。彼女の銭では、一いつ杯ぱい分の天粥しか買えなかったので、それを二人でわけあった。立ち食いの屋台の側そばにある銀杏いちようの下に二人は座りこみ、代わる代わるに食べた。味は、薄い塩味。それだけの粥だったが、温かかった。

　彼女はどうしても美味しいと言わせたかったらしいが、景有は、まずいとも思わなかったが美味しいとも感じなかった。ただ随分温かいと思ったのだ。

『これ、天粥っていうんだよ』

　自じ慢まんげに彼女が言う。

『なんで天粥っていう名なんだい』

『蓮はすの実が入ってるからだって、屋台のおじさんが言ってたけど。それがどうして、天のお粥になるのかな？』

『ああ、そうか、うん』

　景有は納なつ得とくした。

『遠い西の国では、蓮の実を食べると、全すべてを忘れて夢見心ごこ地ちになるって伝説があるんだって。だからじゃないかな？　夢見心地で、天にも昇のぼるような気持ちになるから、天粥って。なんだか大げさだけど』

『へぇ、そうなの。でも大げさでも、良い名がついていたら、本当に天にも昇る気持ちになれるような尊いものに思えるから、いいね』

　──尊いものに思えるから、いいね。

　言葉が、いま耳元で聞こえたように残ざん響きようとなって聞こえる。

　皮肉な苦笑いとともに、呟つぶやく。

「尊いものか」

　利範が顔をあげた。

「尊い？　粥が？　随分殊しゆ勝しようなことを言う」

「言ったのは、わたしじゃないよ。こんな質素な食べ物でも、天粥なんて大げさな名がついてると、尊いものに思えるから良いと」

「それは心根の良い、素す直なおな人だな」

　何気なく答えた利範の一言が、胸に刺ささった。

（そうだ。彼女は、とても心根の良い素直な人だった。誰だれも、認めてはくれなかったが）

　身の程ほど知らず。卑いやしい。あばずれ。そんな罵ば倒とうは、屋敷の中で散々聞かされた。彼女のことを、彼女の両親すら擁よう護ごしなかったのは、娘むすめの擁護をすれば主あるじに逆らうことになり一家が屋敷から放ほうり出されてしまうから。

　利範は粥を口に運びながら、特に何事もなさそうに当然のように言った。認めた。彼女のことを、心根が良いと。素直、と。

「そんな人に会えるのは、良いことだ。その人となりを素晴らしいと感じられれば、自分もそのようになりたいと願うものだ」

　利範は一いつ般ぱん論を口にしているのだと、理解していた。けれど彼女の存在を認め、尊重したように聞こえる。

　もし利範に、事細かに彼女のことを語って聞かせれば、さらに彼女を理解し褒ほめるだろう。

　利範は真っ直すぐな男だ。人の心に寄り添そいながらも、人の心を操あやつることを嫌けん悪おする。お世辞やおべんちゃらで、人を褒めない。人の心を操るために、言葉を弄ろうしない。策を弄しない。その彼が口にする言葉は、事実だ。事実しか口にしない男に褒められたのが、嬉うれしい。

（彼女が好きだった。とても）

　それでも、最後に見た彼女の姿が脳のう裏りに焼き付いて離はなれない。

　自分が好きにさえならなければ、彼女はあんなふうにならなかった。原因は自分だ。

　迅家への憎にくしみと、己おのれ自身への憎しみ。それが縒より合わされて大きくなり、心を縛しばり、気持ちが歪ゆがむ。人の苦しむ顔を見ると、彼女を思い出す。それに出会うと、彼女に会えた気がした。

「心根の良い、素直な人も、心が壊こわれれば別人のようだがな」

　嘲ちよう笑しようするように口にすると、利範が酷ひどく嫌いやな顔をした。

「心の根は変わるものではない。心が壊れて別人のように見えても、根は変わらない。その者の根だから、生しよう涯がい不変だ。それをなくすのは死ぬときだけだ」

　繰くり返し会いたいと願ったのは、最後の瞬しゆん間かんの彼女。絶望し、苦しみ、泣き叫さけぶ誰かを見ると彼女に会える気がした。しかしそれを何度も目にしても、そこから先に進めなかった。ずっと、もっと、と、求め続けた。

　それは本当の意味で、彼女に会えていなかったからではないか。

　その瞬間の彼女に会うのでは、彼女の心の根は見えないから。

（わたしが会いたかったのは、会うべきだったのは……）

　ふと混乱し、その混乱を解き明かそうと思考が巡めぐる。生来明めい敏びんな彼は、混乱や不可解に答えを求めたがる。この混乱を収めるために、こんな話をずっと昔に利範としていたら、自分はもっと違ちがっていたのかもしれない。
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　混乱と後こう悔かいが一瞬胸をよぎり、それを解き明かそうと動こうとする頭脳。

　しかし、思考が停止する。

　混乱と後悔の理由は、どうでもいいと思えたのだ。

　どうせ死を免まぬがれない。死は怖こわくない。己を抹まつ殺さつできるなら、それはそれでせいせいする。

　ただ景有に関かかわり、彼の癇かんに障さわることばかりした連中が、彼らの思おも惑わく通りにことが運んだと、ほくそ笑えむのは業ごう腹はらだ。

　快感を得るため、あれこれと手をつくしたのに、結局邪じや魔まされて何も得られなかったのが最も心残り。邪魔をしたのは、景有の部下だった青年、朱西。景有は彼の野心を利用すれば、面おも白しろいものが見られると確信していたのに。

（騙だまされた。この、わたしが）

　それを今日、はじめて知った。朱西を訪ねて来た雪理美との会話は、聞き耳を立てていれば暗くら闇やみの中で聞き取れてしまったのだ。

　全て、朱西の思惑通りにことが進んだのが気に入らない。彼はおそらく景有に勝ったと思っているのだろうが、それが腹立たしい。自分の喜びを奪うばった彼が死を迎むかえる前に、景有から痛つう烈れつな一いち撃げきを与あたえることはできないだろうか。

「この天テイエン粥チユウは誰が作った」

「雪理美だ」

「ああ、彼女か」

　そういえば雪理美も、よく炭の匂いをさせている。宮きゆう廷ていの女らしく絹の襦じゆ裙くん姿なのに、そんな匂いをさせている変わった娘だ。景有は、嫌いではない。恋こいした人を思い出す香かおりだから。

「礼をしなければな」

　何気なく口にして、閃ひらめく。

（そうか。まだ一撃を与えられる）

　にやりと景有は笑う。
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　冷え固まった哥グウ飴エイーを丁てい寧ねいに砕くだき、白磁の器うつわに入れ終わったが、まだ夜明けは遠かった。今は朱西も眠ねむっているだろうと思い、理美は哥飴の器とともに食しき学がく堂どうへ行き、そこで夜明けを待った。小さな火ひ鉢ばちに炭を入れて暖を取ったが、さして暖かくはない。

　墨すみの香りの濃こいその場所は、幸せな思い出が多くて哀かなしくなる。朱西の息いき遣づかいが聞こえそうな墨文字を、蝋ろう燭そくの灯りの下で見つめて過ごした。

　いつまで待っても薄うす暗ぐらいと思い、外へ出てみると夜は明けていた。ただ雪が降っていた。そのせいで暗かったらしい。

　いつ降り出したのか、沓くつの半ばまで埋うもれるほどに雪は積もっていた。

　白い息を吐はきながら、器を抱かかえて仮かり牢ろうへ向かう。髪かみや肩かたは雪に濡ぬれ、一気に体が凍こごえた。小刻みに震ふるえながら仮牢へ入り、監かん視しの詰つめ所に顔を出す。

「すみません。鳳朱西様に、こちらをお届けしたいのですけど、良いいですか？　お許しは、周宰さい相しようからいただいています」

　書き物をしている衛え士じと、武具の手入れをしている衛士がいた。書き物をしていた一人が立ちあがり、理美の手にある哥飴を確かく認にんすると頷うなずく。

「周宰相から、聞いています。あなたの望むようにさせて良いと」

「望むようにさせてもらえるんですか？　でしたら、わたしがこの哥飴を渡わたすために、牢に入ることはできますか？　わたしが入った後、外から鍵かぎをかけてもらってもかまいません。決められた時間になれば、出ます」

　さすがに衛士は面めん食くらったようだ。

「牢に入るんですか？　あなたが」

「危険はないと思います」

「大人しい囚しゆう人じんですが、死し刑けいを明日に控ひかえているのですよ。何をするやらわからない。あなたを人ひと質じちにして脅おどし、逃とう亡ぼうを図はかるやも」

「そうなったら、それはわたしが愚おろかだから、そうなっただけなので。陛下も周宰相も、わたしの命などかまわず、成すべき処しよ刑けいをなさるだけでしょう。それを含ふくめて周宰相は、わたしの好きなようにさせて良いと仰おつしやったはずです」

　衛士は、背後で武具の手入れをしていた同どう僚りようをふり返り、意見を求めるように目線を送った。同僚は、好きにさせたらいいと言うように、呆あきれ顔で顎あごをしゃくる。

「わかりました。では、参りましょうか」

　鍵を手に衛士が詰め所を出る。それに従って行く。景有は昨日と同じく、廊ろう下かに背を向け寝しん台だいに寝ね転ころがっている。地下に下りて牢へ近づくと、椅い子すに腰こしかけて書を読んでいた朱西が顔をあげた。理美の姿を見ると微笑ほほえむが、衛士が無言で鍵を開けたのを見て眉まゆをひそめる。

「どうぞ。半刻で迎えに参ります」

　格こう子しが開かれたところへ滑すべり込むと、朱西が驚おどろいて椅子から立ちあがった。

　再び格子が閉じられ、衛士は外側から鍵をかけるとその場を去る。

「あなたは、何をしているんですか」

　驚おどろき呆あきれたように朱西が言う。理美は手にある哥飴の器を、彼に向け差し出す。

「哥飴を作ってきたんです」

「いえ、それは。見ればわかります。なぜ牢の中にまで」

　もじもじと、しばらく迷ってから答えた。

「お側そばに……行きたくて」

　紅唐の初秋の庭で、朱西への気持ちが壊れたと自分の口で言ってしまった。それなのに今いま更さら、こんなことを言ったら呆れられ、軽けい蔑べつされるかもしれない。それでも少しでも彼の近くにいたい気持ちは抑おさえられなかった。冷たい牢格子を挟はさんで向かい合うのでは、我が慢まんできなかった。

「朱西様がいやなら、すぐに衛士の方を呼んで出してもらいます。別にかまわないと仰るのでしたら、あの、その辺りの隅すみっこに立ってます」

「いやではありません。ただ、女性が牢に入るなどと」

「大だい丈じよう夫ぶです。一晩、内ない侍じ省の牢に入ってたこともありますから」

　勢いこんで告げると、朱西は苦く笑しようした。

「そうでしたね、あなたは。漬つけ物もの壺つぼを抱えて後宮入りしたり、牢に入ったり、陛下に斬ざん首しゆされそうになったり。変わった経験を色々しているんでした」

　差し出された器を受け取ると、朱西は寝台に腰かけ、膝ひざの上に器を置く。

「その哥飴は陛下が作られました」

「陛下が」

　膝の上にある琥こ珀はくの慎つつましい輝かがやきを、朱西は目を見開いて見下ろす。

「……なぜ。しかも自らこれを？」

　微笑みながら、理美は答えた。

「わかりません。けれど自ら厨ちゆう房ぼうにいらして、手伝うと仰いました。陛下のご意志です」

　白磁の器の縁ふちを、朱西は尊いもののように撫なでる。横顔には静かな喜びが見えた。

「慈じ悲ひでしょうか、陛下の。有り難がたいですね」

　膝の上の琥珀の飴を見つめ、朱西は微笑む。

（嬉うれしそう。朱西様が）

　おそらく理美が作ったと聞いたよりも、朱西は喜んでくれている。確信して、喜びが大きくなる。彼が心から微笑んでくれていることが、とても尊いと思う。

　朱西は理美を手招きし、自分の隣となりを目で示す。

「そんなところに立っているのも、なんでしょう。さして清潔ではありませんが、こちらにおかけなさい」

　自分のことも受け入れてもらえたことに、胸が弾はずむ。

「はい」

　朱西の隣に腰かけると笑みがこぼれる。こうやって隣に座れることを、ずっと望んでいた。彼が鳳家当主となってからずっと、胸の中にあった虚むなしさや哀しさが溶とけ、ただ幸福な気持ちになる。優やさしい食学博士が隣にいる。

（ただ明日、彼は死ぬ）

　理性の声が、浮うわついた心に冷や水を浴びせる。すると喜びに膨ふくれていたぶん、胸が急速に縮まるような痛みになる。

　膝の上の哥飴を嬉しそうに見つめ、朱西はつまんで口に入れると、小さく頷く。

「これです、俺が陛下に作って差しあげていたのは」

　嬉しそうに続けて言う。

「子どもの頃ころ、陛下は本当に食が細くていらして。俺は色々、食べやすそうなもので栄養のありそうなものを作っていたのですが、それほど料理を知らなかったせいもあり、たいがい不評でした。でも哥飴だけは、そこそこまともに作れて好評でしたよ」

　小さな欠片かけらを一つつまむと、彼はにこにこしながら、それを理美の口元へ近づける。

「あなたも、どうぞ。作ってもらった俺が勧すすめるのも、どうかと思いますが」

（これは「口に入れてやる」、って意味よね）

　目顔で問いかけるが、朱西はにっこりと頷く。

「どうぞ」

「は、はい」

　口を開くと、ころりと飴が口の中へ入る。恥はずかしさに耳が熱くなる。

（朱西様、こんなところも変わらない）

　こういった男女の機き微びにまるきり疎うとく、無む頓とん着ちやく。遊び慣れた男なら、恥ずかしそうな理美をひとしきりからかい、甘い言葉の一つも囁ささやきそうだが。

（何も変わらない。朱西様は、朱西様のまま……なのに）

　彼の笑え顔がおを見ているのが辛つらくなり、自分の膝に視線を落とす。朱西が不ふ審しんそうに問う。

「どうしましたか？」

　哀しいと訴うつたえるのは、朱西に対して酷こくだ。朱西こそ最も、己おのれの運命を哀しんでいいはずなのに、こうやって笑顔を見せているのだから。

「何でもないです」

　顔をあげ、笑おうとしたが上手うまく表情が動かなかった。朱西が優しい目をする。

「哀しまないでください。俺は、俺の役目を果たせたと満足しています。無む駄だ死じにすることもなく、無駄に生き延びて陛下の治世の火種になることもなく、青修の子としても考仁の子としても、やるべきことをできたのだと思います。自分の野心を満足させたのですから、これで良いのです」

　言葉を切り、朱西は沈ちん黙もくした。それからしばらく無言で理美を見つめる。

「あなたに会えてよかった」

　朱西は、ただ優しく穏おだやかに言う。心の底から満足そうに。

「はじめて会ったとき、あなたは香かおり漬づけの壺を抱かかえていましたね。面おも白しろい人だと思いました。食しき学がく堂どうで手伝いもしてくれましたね。とても楽しかったです」

「朱西様」

「今更、申し訳ありません。陛下やあなたをつらい目に遭あわせておいて、出会えてよかったとは、身勝手に過ぎますね」

「そんなことありません」

　思わず、身を乗り出す。

「わたしは確かに、陛下を追い詰つめる朱西様のことが、怖こわくて。朱西様は朱西様ではなく、鳳家当主になってしまったと思って。その人が、わたしの知っている朱西様を殺したような気がして。でも、朱西様は、朱西様で。今こうやってわたしの知っている朱西様が生きているなら、身勝手なんて、そんなことはなくて」

　説明しながら、自分でもわけがわからないことを口走っていると自覚していた。

「だから、怖かったのは鳳家当主で。わたしは、朱西様は」

　朱西の手が理美の頬ほおに触ふれた。冷えた指の感かん触しよくに、はっとして口を噤つぐむ。

「あなたを、随ずい分ぶん混乱させてしまったんですね。すみません」

「わたしが、気持ちがこんがらがってしまっただけです。けれど今は、はっきりしています。わたしは好きです、朱西様が。今もずっと」

「あなたは、それを口にしてはいけません。あなたは皇后候補です」

「陛下は、わたしの立場を考え直すと仰おつしやっています。わたしに世よ継つぎを産ませる気はないと」

　驚おどろいたらしく、朱西は目を見開く。

「なぜですか」

「陛下は、きっと色々なものを的確に判断できるようになられたんです。陛下にとってわたしは、皇后ではなく、もっと別の役割を果たす者になるはずです」

「そうですか」

　すこし考えるように沈黙してから、朱西は頷うなずく。

「俺がお側にいない間も、陛下はそんなふうに、皇こう帝ていらしくおなりになっているんですね。俺がいなくても、陛下ならばこの先ずっと高みを目指していけるのでしょう。安心しました」

　感かん慨がい深げに、呟つぶやく。

「はい。きっと」

　理美は何度も祥飛のために料理を饗きようしたが、今の祥飛ならば、最も自分に必要な、最も大切なものは、自ら理解して手に入れるだろうと思えた。理美は人にこそ仕えたいと念じているが、もしかすると皇帝となった祥飛はこれからどんどん高みへと登り、理美の役目など祥飛自身が己の中で解決してしまい、彼女の存在感は薄うすくなるのかもしれない。

　しかしそれでいい。それこそが、望まれるべき皇帝の姿だ。

「きっと陛下は、もっともっと、立派になられます」

　顔を見合わせて頷きあう。

　朱西が死を選ぶのは、哀かなしすぎる。どうにかできるものなら、今からでもどうにかしたい。

　しかし彼が決断して実行したことを、理美は批難できない。他ほかの者は様々な理由を付けて批難するかもしれないが、理美はできない。なぜなら彼の思いが理解できるからだ。

　誰だれかを守りたい思いと、その守りたい者が理美と同じだからこそ、理解できる。我が子を守る夫ふう婦ふと同じ。妻は、夫が子の未来のためにその身を捧ささげたとき、悲しみに暮れたとしても愚おろか者だと批難はできない。

　納なつ得とくもできないし、哀しいし、回かい避ひできるなら回避したかった。それでも犠ぎ牲せいの上に与あたえられる未来には感謝する。

　朱西は、微笑ほほえむ。

「安心しました、とても。やはり、あなたに出会えてよかった。俺にとっても、陛下にとっても」

「わたしも……、わたしも。出会えてよかったと思います、朱西様に。心から」

「ありがとう」

　笑みを深くした朱西の瞳ひとみは澄すんでいて、澄んでいるからこそ胸がかきむしられるように苦しくなった。

（ありがとうと、言ってくださった。嬉しい……哀しい……）

　こみあげる思いを堪こらえ、理美も笑った。

　蝋ろう燭そくが揺らぎ、二人の影かげが冷たい石の壁かべで歪ゆがむ。







　半刻の後、理美は朱西と別れて仮かり牢ろうを出た。

　夢うつつの足取りで「水すい祇し宮きゆうへ帰らなければ」と、ぼんやり思いながら歩いていた。このまま宮城にいて、明日になってしまったら、朱西の処しよ刑けいが始まる。処刑を知らせる銅ど鑼らが鳴り、否いや応おうなしにその瞬しゆん間かんを想像しなくてはならない。その音を聞くのは耐たえられない。

　祥飛のところへ行き、水祇宮に帰ると告げれば、馬車が準備されるはず。

　侍じ官かんに案内を乞こい、皇帝の居室へ向かった。祥飛は長なが椅い子すに腰こしかけて何かの書類を読んでおり、丈鉄は窓まど枠わくに腰かけ剣けんの手入れをしていた。

「陛下。わたしは水祇宮へ戻もどろうと思います」

　礼をとって告げると、祥飛は書類を座面に置く。

「全すべて、やるべきことは終わったのか？」

「はい」

　静かに答えた理美を、丈鉄が無言で見つめている。その切なげな目を見て、丈鉄は朱西のことを全て承知しているのではないかと思えた。

　丈鉄も、祥飛を守りたい思いを同じくする人だ。長年思いを共有してきた丈鉄にならば、朱西は理美に語らないことも打ちあけているかもしれない。打ちあけていないとしても、丈鉄ならば朱西の真意を察するかもしれない。

「余の作った哥グウ飴エイーを、朱西は口にしたか」

「はい」

「何か言ったか」

「陛下が作られたと聞いて、慈じ悲ひでしょうかと仰いました。自分が陛下に作って差しあげていた飴あめはこれだと、喜んでおられました」

「あれを、自分が作っていたものと同じだと思ったのか。朱西は馬ば鹿か者だな。朱西が作ったものとは、見た目からして違ちがうではないか。余が作ったものの方が、良くできているのに」

　眉まゆをひそめ、祥飛は怒おこったように理美から視線をそらした。

「そうですね」

　理美は苦く笑しようした。本当に祥飛の言うとおりだ。

「でも、とても満足なさっていました」

　祥飛は視線を床ゆかに落とし、目を閉じる。

「ならば、良い。朱西が満足したなら」

「はい」




　　　三




　翌日。月が改まった朔さくの日。

　雪は止やまず、風も強く、朝から吹雪ふぶきのように荒あれていた。

　宮城、大門の上で銅鑼が鳴る。処刑の開始を知らせる合図だ。雨が降ろうが、吹雪であろうが、処刑が延期されることはない。

　それを合図に仮牢の衛え士じは、引ひき継つぎ書に書かれた記述を確かく認にんして牢へ向かう。牢の中で、静かに椅い子すに座る男に衛士が問いかける。

「鳳家当主、鳳朱西だな」

「はい」

　男は穏やかに答えた。

「出ろ」

　鍵かぎをあけて格こう子しを開くと、彼はゆっくり歩み出て、衛士に伴ともなわれて仮牢を出た。落ち着き払はらった様子で、彼は堂々と処刑場へと向かった。その挙きよ措そは、幼い頃ころから身についた優ゆう雅がさで、さすがに庶しよ民みんとは違うと衛士たちは感心していた。ぎこちなさもなく、かといってわざとらしい間があるわけでもなく、一いつ朝ちよう一いつ夕せきにできるような動きではない。手指も細く美しく整い、肌はだも綺き麗れいだ。高貴な者であることが、随ずい所しよに認められる。

　処刑は大門の上で行われる。遠目ではあるが、庶民もそれを見物しようと門前に集まっていた。大門の上には、覆ふく面めんをして大きな斧おのを携たずさえた処刑人と、衛士が数人。さらに戸部尚しよう書しよ、登利範がいた。彼らの前には、斬ざん首しゆをするための丸太作りの台が置かれていた。王族を処刑するに当たって新調されたものだ。

「罪人を連れて参りました」

　衛士が告げると、利範が顔を確認する。

「間違いなく、鳳家当主。鳳朱西だ」

　衛士たちは彼の腕うでを後ろ手に縛しばり上げると、丸太の前に跪ひざまずかせ、目め隠かくしをする。

　利範は、その様子を無表情に見つめていた。

「言い残すことはないか」

　利範が問うと、跪いた罪人は静かに答える。

「何も」

　深く息をつき、利範は命じた。

「始めよ」

　雪が薄く積もる大門の上に、血が流れた。血は積もった雪に染しみこみ、冷えた。







　吹雪の中、処刑された鳳家当主鳳朱西の首は民衆にさらされたが、すぐに何者かが持ち去った。首は、侮ぶ辱じよくするためにさらすのだから、それが傷つけられようが持ち去られようが、さしたる問題ではなかった。

　同時にその日、礼部尚書、迅景有の服毒自殺が知らされる。理由はあきらかにされなかったが、亡なき骸がらを引き取ることを迅家が拒きよ否ひしたため、友人であった利範の手によって、葬ほうむられた。

　その日、皇こう帝ていは百官を新しん和わ殿でんへと集め、鳳貴の乱終結を宣言した。

　同じ皇帝の元でありながらも、新たな治世の始まる予感に百官は喜びに沸わいたという。なぜならば彼らの前に姿を現し、言葉を発した皇帝が、即そく位いのときよりもはるかに落ち着き、威い厳げんがあり、その場を自らの存在で圧したからだった。

　皇帝の座る玉座の背もたれの上には、純白の毛並みに青い瞳の、小さな龍りゆうの姿があった。歴代、五龍とともに臣下の前に姿を見せた皇帝も初めてだった。

　朝からの吹雪が、皇帝が宣言を出した後に止んだ。

　百官が新和殿を出たときには、嘘うそのように晴れ上がり、降り積もった雪が眩まぶしいほどに陽ひの光を反射していた。
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　鳳貴の乱の終結が宣言されたその日。

　水すい祇し宮きゆうもまた朝から吹雪にさらされ、薄うす暗ぐらかった。

　それをいいことに、理美はずっと寝しん台だいの中で丸くなっていた。涙なみだが止まらなかった。刻一刻と近づく朱西の最さい期ごを思い涙が流れ、もう終わったのかと考えると、さらに涙が流れた。起き上がる力もなかった。

　そのうち突とつ然ぜん、窓を揺ゆらしていた風が止む。居室と寝室を隔へだてる戸の隙すき間まから、明るい日ひ射ざしが床に落ちているのをぼんやり認識する。

（吹雪が止んだ）

　でも、だからなんだというのだろうか。

（朱西様は、もういない）

　涸かれかけたと思っていた涙がまた盛りあがってきて、掛かけ布ふに顔を埋うずめる。

（朱西様、朱西様）

　哀かなしまないでくださいと言われたが、そんなことは不可能だ。

　ありがとう。その優やさしい一言を思い出すと、いっそう哀しい。

　哀しくて哀しくて、涙を流しすぎて全身が乾涸ひからびて、このまま死んでしまいそうだった。哀しまない方法を考えて、立ちあがらなければならない。そう思うのに、哀しまない方法などあるわけないとも思った。

　戸が軋きしむ。

　ととっと小さな足音がして、理美の顔の近くに何かが乗った。顔をあげると、綺麗な青い瞳ひとみと視線がぶつかった。

「……珠ちゃん」

　どうして、ここに珠ちゃんがいるのだろうか。不思議に思ったが、力が抜ぬけてぼうっとしていたので動けなかった。珠ちゃんは理美の濡ぬれた頬ほおに何度か頬ずりし、「キュキュッ」と鳴く。

　再び戸が軋むと、大きく開かれた。さっと光が入り込み、眩しさに目を細める。

「まだ寝ねているのか。起きろ、理美」

　戸口で、日射しを背にして立つのは祥飛だった。驚おどろいて体を起こすと、何度か瞬まばたきした。

「陛下。どうしてこちらに、今日は百官が集つどうと」

「それは終わった。鳳貴の乱の終結宣言をしたゆえ、すこし余よ裕ゆうができた。数日休めと考仁に言われたので、こちらへ来た」

　珠ちゃんが寝台を飛び下り、祥飛の方へ駆かけて行くと彼の裳もを駆けのぼり肩かたに座る。

「すみません。わたし、知らずに」

　急いで寝台を降りて、礼をとる。祥飛はかまわないというように頷うなずく。

「知らせていなかった。昨夜ゆうべ、急きゆう遽きよ決まったことで知らせる時間がなかった。すこし疲つかれたゆえ、茶でも淹いれてくれぬか。届け物を待たねばならない」

　急いで身なりを整え、茶の用意をした。火ひ鉢ばちを用意し居室を暖める。卓たく子しに着いて茶に手を伸のばす祥飛に、菓か子しを饗きようす。

（泣いていたこと、きっと陛下はわかっている）

　横顔をまじまじ見られているのが、恥はずかしかった。きっと目が腫はれた酷ひどい顔なのだ。恥ずかしさを紛まぎらわすため、話題を探して口を開く。

「お届け物があるんですか？」

「うむ。どのくらい時間が必要かは、わからぬが。来ることには間違いない。丈鉄が連れてくる」

（連れてくる？）

　そのとき、大おお股またで歩ほ廊ろうを歩いてくる足音が聞こえた。武人らしい足取りのそれに、祥飛の表情が緊きん張ちようする。

「来たな」

「陛下。入りますよ」

　戸の向こうで丈鉄の声がして、こちらの返事も待たずに開く。丈鉄は右肩に、布でくるまれた大きなものを担かついでいた。祥飛は立ちあがり、寝室へ続く戸を開くと顎あごをしゃくる。

「寝台へ」

「え？」

　仰ぎよう天てんして、理美は目を丸くした。「承知」と答えた丈鉄は真っ直すぐ寝室へ向かい、寝台の上へ荷物を下ろす。祥飛は丈鉄とともに寝台へ近づき、荷物に手をかけている。理美は寝室の戸口の枠わくに寄り添そって、恐おそる恐る遠目で見守る。

「陛下。その荷物は、なんで寝台に」

「床ゆかに転がすわけにもいかないのだ」

　祥飛の肩の上で、珠ちゃんがこちらをふり返り「キュッ」と鳴く。荷物に手をかけていた祥飛は、しばらくの間それをじっと見下ろし、溜ため息いきをつく。

「理美。こちらに来て、見よ」

　命じられ、そろそろと寝台へ近づく。近づくにつれ、布でくるまれていたのが人だとわかった。そして寝台に横たわるその人の顔を見て、悲鳴をあげそうになり、口を手で覆おおった。

（朱西様！）

　生きていた。生きているとわかったのは、目を閉じた彼が苦しそうに、わずかに首を動かしていたから。

　力が抜け、その場に倒たおれこみそうになった。祥飛が体を支えてくれた。理美は震ふるえていた。

　信じられなかった。処しよ刑けいは執しつ行こうされたはずだ。祥飛が処刑執行を、土ど壇たん場ばで中止したのだろうか。そんなことは、あるのだろうか。しかしそんなことをすれば祥飛の立場が揺らぎ、朱西のやったこと全すべてが無に帰すどころか、祥飛を追い詰つめてしまうことになる。

　皇帝として、祥飛は絶対にそんな愚おろかな決断をしない。

　だったら処刑は執行されたはず。

（身代わり？）

　しかし誰だれが、あんな土壇場で身代わりになるだろうか。

　朱西が小さく呻うめき、目を開く。

「目が覚めたか、朱西。余だ。わかるか」

　祥飛が覗のぞきこむと、朱西はぼんやりした表情で「陛下」と言った。まともに思考が働いていないのか、懐なつかしそうに祥飛を見つめている。

「薬が強すぎたな」

　丈鉄が苦笑いした。

「目覚めたら大おお騒さわぎすると思って、かなりの量を使っちまったからな」

「……丈鉄」

　朱西はまたぼんやり呟つぶやき、そして理美に視線を移し、微笑ほほえむ。

「理美」

　驚きすぎて、理美の頭は真っ白だ。

　穏おだやかな表情で祥飛と丈鉄、理美を見つめていた朱西だったが、だんだん瞳の焦しよう点てんが定まってきた。そして突然、ぎょっとしたように顔が強こわ張ばる。

「俺は！」

　叫さけんで、跳はねるように上体を起こした朱西は、驚きよう愕がくの表情を張りつかせたまま、祥飛を見つめた。

「なぜ、俺は生きているんですか。陛下」

　周囲を見回し、寝室の戸口から外の様子を確かく認にんして、呻く。

「水祇宮ですか、ここは。なぜ俺がまだ生かされて、こんな場所に。処刑は」

「刑は執行され、鳳家当主、鳳朱西は今朝、公おおやけに斬ざん首しゆされた。仮かり牢ろうの衛え士じは、罪人が鳳朱西だと確認して牢から出し、本人も鳳家当主だと答えた。戸部尚しよう書しよ、登利範も、処刑の直前に顔を確認し、鳳家当主と認めた」

　息を吞のみ、朱西の動きが一いつ瞬しゆん止まる。その目に驚きが浮うかび、すぐに絶望と怒いかりの色に変わった。

「身代わりを立てたのですか、愚かな！」

　朱西が怒ど鳴なった。

「陛下は、ご自分が何をなさったのか理解しておられるのですか!?　取り返しのつかない誤ご魔ま化かしをしたのですよ。なぜ、こんなことを!?」

「おまえを死なせたくなかった。余のために、自らの全てを利用したおまえを」

　はっと、朱西は理美を見る。咎とがめる声で問う。

「あなたが、陛下に知らせたのか。俺はこうなることを最も恐れたのに」

「知らせていません。わたしは、さっきまで朱西様が処刑されたとばかり」

「考仁が、余に判断を委ゆだねた」

　愕がく然ぜんと、朱西は祥飛を見上げる。

「父上が？　陛下に？　そんなことを、なぜ」

「考仁は、余に隠かくれて全てを始末することを良しとしなかった。皇こう帝ていとしての余の判断を信しん頼らいし、委ねてくれた。余はそれに応こたえた」

「信じられない。周考仁ともあろう人が、何ということを」

「考仁は余の判断を尊重した。皇帝として、余を信頼しているからだ」

「その信頼に応えた結果が、これですか」

　朱西は拳こぶしを握にぎり震わせている。

「愚かな。なんと愚かな」

　祥飛は、眉まゆをひそめた。

「なんだと？」

「愚かだと申し上げた！」

　怒りを含ふくんだ朱西の目が祥飛を睨にらみ、祥飛は眉をつり上げる。

「無礼だぞ、黙だまれ」

「最悪の選せん択たくをしたのですよ、陛下は！」

　絶望するような激しい声に、頬ほおを打つ高い音が続いた。

「黙れ！」

　祥飛が、思い切り朱西の頬を張り飛ばしていた。

「愚かとは言わせぬ！」

　驚おどろきに言葉が途と切ぎれた朱西を、祥飛が怒鳴りつける。

「余の判断を最悪と決めつけるおまえは、馬ば鹿か者だ！　無礼者だ！　おまえは愚か者ではないが、思い込みが激しい馬鹿者なのだ！　その証しよう拠こに、おまえは昨日口にした哥グウ飴エイーをなんと言ったと!?　『自分が陛下に作って差しあげていた飴あめはこれだ』と言っただと。馬鹿ではないのか!?　おまえが作っていた哥飴は、ねとねとのどろどろで、とても同じ食べ物とは思えぬ代しろ物ものだったぞ。それを、おまえは、余の作った哥飴と同じと思い込んでいたのか！　よくよく馬鹿者だ」

　ひっぱたかれた頬に手を添え、朱西はそれでも反論を試みようとする。

「何の話ですか、それは。とにかく鳳家当主を処刑しなくては、全てが無になるのです。今からでも俺を」

「まだ言うか」

　寝しん台だいに膝ひざを乗り上げ、祥飛が朱西の胸むなぐらを掴つかむ。

「おまえは、余の判断を最悪と決めつけるのか。考仁すらも余を信じるのに、最も余のことを思いやるおまえが、なぜ余を信じようとしないのだ！」

　声を張り上げた祥飛の目に、涙なみだがあった。それを見て朱西が、胸をつかれたような顔をする。

「陛下」

「余を、信じよ。おまえが全てを懸かけて望んだ皇帝を、信じよ。その皇帝を信じられないのであれば、信じられない者のために全てを懸けたおまえは、大おお間ま抜ぬけだということになる」

　朱西は苦しげに顔を歪ゆがめた。

「しかし、処刑されたのが俺の身代わりだと気づかれれば、陛下はお終しまいなのですよ。わかっていますか」

「そのことについては、ほとんど心配がないと思うぜ」

　腕うで組ぐみした丈鉄が、自信を滲にじませた。

「処刑された男が、鳳家当主ではなかった証拠は存在しない。けれど、処刑された男が鳳家当主に間ま違ちがいないと証言する者は、かなりの数いるはずだ。牢から処刑場まで、鳳家当主を連行した衛士たちは、自分たちが連行したのは鳳朱西に間違いなかったと証言する。仮牢の書類の記述とも、合がつ致ちしている。何よりも本人の立ち居振ふる舞まいや、手指の美しさは、生まれながらの貴族でなければ、とうていありえないものだったと」
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「その身代わりは誰なんですか」

　思わず理美は訊きいた。祥飛が罪もない者を、身代わりにするとは思えない。かといって庶しよ民みんの罪人は、生まれながらの貴族のような挙きよ措そをするのは難しい。

「あいつだよ。礼部尚書、迅景有」

　理美もそうだが、朱西もまた驚きに声をなくす。二人の表情から訊きたいことを察した丈鉄が、答えてくれる。

「昨夜ゆうべ。戸部尚書が突とつ然ぜん、陛下を訪ねて来た。迅景有が朱西を助けろと言っている、と知らせたんだ。身代わりには自分がなると」

（礼部尚書が身代わりに？　なぜ）

　人が苦しむのを見たいという、奇き妙みような欲求で動いた人だ。

　感情が大きく揺ゆさぶられた後にこんな話を聞かされても、頭がこんがらがって、理美にはもう、全てがよくわからない。

「なぜ俺を？」

「景有は、おまえと理美の会話を聞いていたそうだ。そしておまえを、助けようと考えたらしい。正確には助けようと思ったのではないと、利範は言っていた。景有は、『朱西を死なせてやるものか』と、言ったそうだ」

　鼻に噛かみつくような近さで、祥飛は朱西に告げる。

「自らの死で、おまえは全すべてを自分の思おも惑わく通りに完結させられる。景有は、最後にそれを妨ぼう害がいすると言ったそうだ。おまえが計画を全まつとうして、満足して死ぬのは腹が立つ、と。最後の最後に、失敗すればいいと。完かん璧ぺきには、やり遂とげさせないと。自分を邪じや魔ましたおまえに、最後に一いち撃げきを食くらわせると言ったそうだ」

「そんな馬鹿な。俺の命を繋つないで、一撃とするという考えは」

　呟つぶやいた朱西に、丈鉄が顔を歪めて答える。

「あの男にとっては、生きているか死んでいるかなんて、どうでもいいんだろうぜ。完璧な形で勝ったと、おまえが思うことが腹立たしかったんだろう」

「しかし礼部尚書の手に乗り、彼を身代わりとしたら、それこそ陛下の治世に陰かげを」

　言いかける朱西の言葉を、丈鉄が遮さえぎる。

「そこは、戸部尚書がうまくやった。処しよ刑けいの日は朔つい日たちと決まっていた。月が改まるときだ。前日の夜、仮かり牢ろうの衛え士じは全交こう替たいをする。そこで引ひき継つぎ書の内容を一部分すり替かえた。地下牢に幽ゆう閉へいされているのが、名を明かされていない囚しゆう人じん。もう一方の牢にいるのが鳳家当主、鳳朱西と。引き継つぎの衛士はそれを信じ、それに従い、鳳家当主として礼部尚書を引き出した。彼らは、鳳家当主を処刑場に引き立てたという証言者になる」

（そうか。月が変わる、ちょうどそのときだから）

　引き継ぎの衛士たちは、引継書を信頼してそれに従う。本人もそう認めれば、疑う余地はない。衛士の中でも、仮牢の担当は高位官かん吏りたちとの接せつ触しよくがない。貴族らしい立ち居振る舞いだと思えば、疑わない。

　さらに丈鉄は続ける。

「処刑場でも、立会人の戸部尚しよう書しよが朱西と認めた。刑場にいた処刑人と衛士は、県軍から新たに禁軍に編入した者たちを選んでいた。鳳家や位列文件に名を連ねた官吏たちと親しい者が紛まぎれては、処刑を妨害しかねないという配はい慮りよからだったが。結局はそれが役に立った。彼らは、礼部尚書の顔を知らないし、おまえの顔も知らない。処刑された男は、立ち居振る舞い、手の美しさ、肌はだの綺き麗れいさから、間違いなく貴族の成年男子だったと証言するのみ。そして、さらされた首は、その日のうちに何者かによって持ち去られた」

　にやりと丈鉄が笑う。

「大門の下には見物人がわんさかいた。奴やつらは、いかにも貴族らしい立ち居振る舞いの男が処刑されたのを見物したが、距きよ離りがある。顔は、よく見えなかっただろうぜ」

　身代わりに処刑を待つ罪人を使えば、その罪人を捕ほ縛ばくした者や牢の番人が、「理由もなく連れ出された罪人がいる」と知ってしまう。怪あやしみ、調べる可能性がある。さらにその場に居合わせた衛士たちは、その男がとても貴族の青年には見えないと怪しむ。

　小さな疑ぎ惑わくから綻ほころびる。

　景有が身代わりとなれば、綻びはほとんどない。

　迅家の名めい誉よのために、景有が捕縛されたことすら公おおやけにされていない。仮牢にいた名もない囚人が消えても、それが何者だったか誰だれもわからない。景有は服毒自殺し、亡なき骸がらは利範が埋まい葬そうしたことになっている。亡骸はちゃんとあり、埋葬できたはず。首と胴どう体たいが分かれているのを、巧こう妙みように隠せれば。

（朱西様の計画を完成させないために。その一撃として）

　そんなことが、あるのだろうか。いくら景有が常人に理解しがたい思考をしていたとしても、どこかにまだ彼の思惑が隠かくされている感じが拭ぬぐえない。

「闇やみ雲くもに、おまえを助けたいと願ったのではない」

　興奮が収まったのか、祥飛が静かに言う。

「おまえを処刑しなければならないと思っていた。全てを知っていても、おまえが言うとおり、下手な誤ご魔ま化かしをして全てを無に帰すのは、おまえの思いも踏ふみにじることだと。だから決心していたのだ。景有の一撃がなければ、余はおまえを処刑していた。しかし景有の申し出を吟ぎん味みし、冷静に判断し、これは利用するべきだと考えた。だから手を打った。ただし、このようなことをしでかしたおまえなど、馬鹿者過ぎて余の近くには置いておけぬ。国外に追放する」

「陛下」

「余の決断を信じよ。命じるぞ、朱西。生きよ」

　胸ぐらを掴む手に力をこめ、告げた。

「生きて欲しい」

　真っ直すぐ見つめられ、朱西は声を震ふるわせた。

「陛下、俺は」

　優やさしい瞳ひとみが涙で潤うるむ。

「おまえは、余を皇こう帝ていだと認めているか」

「はい」

「皇帝たるに相応ふさわしいと、信じているのか？」

「はい」

「ならば余の決断を信じよ。おまえが信じた皇帝を信じよ」

　威い厳げんをこめ、祥飛は問うた。

「信じるか？」

　つっと、朱西の頬ほおに涙なみだが伝う。

「はい」

　小さく頷うなずき、朱西ははっきりと答えた。

（朱西様……。朱西様が）

　朱西の涙を初めて見た。

　自らの出生を知り、悩なやみ。祥飛の治世や崑国の未来を考え、憂うれい。冷れい徹てつに決断を下した彼にも、きっと抑おさえきれない恐きよう怖ふや哀かなしみがあっただろう。それが祥飛の言葉で溶とけ出すのだ。きっと朱西の主あるじたる皇帝の言葉だからこそ、彼の心に響ひびく。

　祥飛は衣ころもを掴つかんでいた手を離はなし、寝しん台だいから膝ひざを下ろすと、理美の方にふり返る。

「理美」

「はい」

　ぼんやりしていた理美は、わずかに返事が遅おくれた。

「ついでに知らせておく。おまえの立場を考え直すと言っていたが、ようやく決心がついた。和国の御み門かどが考仁の縁えん戚せきの姫ひめ、雪理美を欲ほつしている。それに応じ、おまえを和国へ送る」

　信じられない言葉に、思考が止まる。

（和国？）

　さらに祥飛は、

「異国に一人旅立つのは、心細いだろう。そこにいる者を従者につける」

　と言い、朱西を指さした。朱西が「え……」と小さく声を出す。

「春になれば、外海の荒あれも収まる。春に、二人で和国へ行くがいい」

「でも、陛下。わたしは和国から陛下のために贈おくられた者です。わたしは、わたしに居場所をくださった陛下のために、陛下のお側そばで」

　焦あせる理美の言葉を、祥飛は掌てのひらをあげて制止した。

「おまえがもし、本当に余のために尽つくすと言うなら、余が兄とも慕したう者を生かすために、和国へ伴ともなっていって欲しい」

　言われて気がつく。

（そうか。朱西様の身代わりを処刑したからといって、朱西様が生きていることが知られては、その巧妙な身代わりも意味をなさない）

　そのために朱西は国外へ行かねばならない。しかも永久に。さらに言えば、崑国と交流が頻ひん繁ぱんな南小三国や西沙国は、念のため避さけるべきなのだ。属国とはいえ海を隔へだてた和国の地は、うってつけだ。

　遠い海の向こうへ朱西一人を行かせることに、祥飛は胸が痛むのだろう。だからこそ理美とともに、と。しかし祥飛は、朱西と理美を同時に失う。

「陛下、それで本当にいいんですか」

　思わず問うと、祥飛は苦く笑しようする。

「余には、たくさんの信しん頼らいできる者たちがいる。その中の一人、二人が遠くに住んでいるからと、寂さびしくなどならぬ。承知するか、理美？」

　こちらを真っ直ぐ見つめる祥飛の瞳には、不安もぶれもない。深く考え、心を決めたのだとわかる。その落ち着きと静けさに、威厳を感じた。

　従えと、無言のうちに、そして有う無むを言わさず命じる皇帝の威厳。

　逆らえない。

「それが……陛下が、心から望まれることでしたら」

「当然だ。余は、それを望む」

　その声を聞き、自然と頭こうべが垂れる。皇帝の命令に従おうと思う。

「承知しました、陛下」
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（夢を見ているよう）

　背後の室に灯ともされた灯りが、ぼんやりと周囲を照らす。雪がちらちらと舞まう夜空を見上げて、理美は歩ほ廊ろうの欄らん干かんの前に立ちつくしていた。

　翡ひ翠すい泉せんは凍こおりつき、雪に埋うもれ、雪原のようになっていた。背後の室では、祥飛と丈鉄、朱西が、静かに酒しゆ宴えんを楽しんでいる。理美は紅ホン酒ジユウを少し飲み、ほんのりと体が温かかった。

　風に当たってくると告げて、理美は室を出た。

　現実だと思えない。

　今までの悩みが深かっただけに、にわかには信じられない。

「雪理美」

　声をかけられる。歩廊の向こうから、登利範がこちらにやってくる。

「戸部尚しよう書しよ。どうなさいましたか」

　理美が礼をとり顔をあげると、利範は彼女の前で立ち止まった。毛皮の雪よけを身につけ、その姿は常よりも大きく見えた。

「わたしは今日、処しよ刑けいの立ち会いをしたが、その他のことがどうなったのかと気になった。陛下がこちらにおいでと聞いて、来てみたが」

　室の方から、静かな朱西の声が聞こえる。それを耳にした利範は、小さく頷く。

「万ばん事じ、順調だったようだな。それだけ確かめに来たのだ。わたしは、このまま帰ろう」

「中へ入られないのですか」

「陛下に、お目にかかる気分ではない。わたしが来たことも伏ふせておけ」

　きびすを返した背を引き留めるように、理美は声をかけた。

「あの、戸部尚書。ありがとうございました。戸部尚書が昨夜ゆうべ、陛下にお知らせくださったから」

　立ち止まった利範は、こちらに背を向けたまま答える。

「わたしは、伝言を頼たのまれただけだ。やったのは景有だ」

「礼部尚書は、なぜあんなことを提案されたんでしょうか」

　身代わりを景有が提案したと聞いたとき、理美は彼が口にした動機に違い和わ感かんを覚えた。

　利範は背を向けたまま、凍った翡翠泉へと視線を投げる。

「あの男の真意は、わたしにはわからないが。そうだな、……最後まで人を操あやつりたかったのかもしれない。あいつは、人を操って楽しむところがあった」

「操る？」

「あの提案で、奴やつは自分の命と引き替かえに陛下の気持ちを操り、決意を変えさせられる。それが良いことであれ悪いことであれ、快感だったかもしれない」

（最後の最後まで、そんなことを）

　やはり理解しがたいと思ったとき、利範がふと思い出したようにふり返る。

「そうだ、雪理美。忘れるところだった。景有が、おまえに礼を伝えてくれと言った。天テイエン粥チユウが、うまかったと」

「お礼……」

　意外な気がした。

「そう言ったのだ。ではな」

　再び歩き出した広い背中を見ていると、卒然悟さとるものがある。

（お礼!?）

　朱西の告白を暗くら闇やみ越ごしに漏もれ聞いたとするならば、彼は、理美の絶望的な声も、何もかも聞いていたはず。その彼からの礼は、果たして「うまかった」の伝言一言だけだろうか。

（もし、お礼を別の形でしてくれたとしたら）

　ほろほろと、鼻先に冷たい雪が落ちてくる。

　景有が、朱西の身代わりになった真意は誰だれにもわからない。

　利範が言うように、皇こう帝ていを操る快感が欲しかったのかもしれない。

　景有が自ら告げたように、朱西の計画を完かん璧ぺきなものにさせないためかもしれない。

　しかしそれと同時に、彼自身が無意識に、理美に対して「礼」をした可能性はないのだろうか。もし口にした天粥が彼の中の何かを、無意識に動かしたとしたら──。

　きっと誰にも、永久に、景有の真意はわからない。

「理美」

　室から朱西が出てきた。

「なかなか戻もどってこないので、陛下が心配されていますよ」

「すみません。ぼんやりしていて」

「誰か来ましたか」

　彼は理美の傍かたわらに立つと、歩廊に残る足あし跡あとに気がついたらしい。

「今しがた戸部尚書が、朱西様がどうなったのかを気にされて、確かく認にんに。陛下にお目にかかる気分ではないのでと、お帰りになりました。いらしたことも陛下には伏せておけと」

「礼部尚書とは、仲の良かった方ですから。何があったにしろ、目の前で友人の死を見たのですし、気落ちされていても当然ですね」

　背後の室から漏れる灯あかりに、舞う雪の白が滲にじむ。

　隣となりに朱西がいる幸せを噛かみしめる。

　春になるまで、理美はこのまま水すい祇し宮きゆうで生活し、朱西もともに隠かくれ過ごすことになっていた。祥飛はそのため、今日の午後から、侍じ女じよや下働きを引きあげさせた。朱西の姿を見られないための配はい慮りよだ。今の水祇宮は、祥飛の警護でやって来た衛え士じたちがいるのみ。その彼らにしても、朱西や理美の居室がある建物にすら近づくことは禁じられていた。

　水祇宮の建物にはほとんど灯りがなく、静かだ。

「いいのでしょうか。陛下のご決断に従って」

　雪に覆おおわれた翡翠泉へ視線を落とし、朱西はぽつりと口にした。

「承知したのはいいが、未いまだに俺は、自分の命が永らえることに納なつ得とくできない部分がある。俺の野心で、祖父である鳳寧孫を死に追いやりました。禁軍将軍や刑部尚書も追い詰つめ死なせ、多くの兵も死なせました。その俺が永らえることは、罪でしかない」

（朱西様はきっと生しよう涯がい、そのことで苦しまれる。これは礼部尚書の望んだことの、一部分かもしれない。最後の一いち撃げきという）

　景有は朱西の上司だった。朱西が何に苦痛を覚え、苦しむかを知っているとすれば、生涯にわたる苦く悩のうを与あたえられると、ほくそ笑えむことはあるのかもしれない。

　朱西の行動で失われた命の責任は、彼にある。それは彼自身も、理美も、祥飛もよくわかっている。

　しかしあえて祥飛は生きろと命じた。罪を受けとめて苦悩することが、朱西にとっては罰ばつだとしたら、それを受けるべきだと、祥飛は思ったのかもしれない。今日死ぬよりも、苦しむ時間は長いだろうが、それが朱西への罰だと。

　祥飛は皇帝なのだから、亡なくした命への償つぐないも当然考えたはず。そう思えるのは、彼が一いつ旦たん、朱西の死を覚かく悟ごしたからだ。感情任せで決断するのではなく、全すべての条件を考えあわせ、冷静に決断したと思える。

「陛下のご決断です。従うべきだと思います」

「あなたのことも？」

　理美は無言で頷うなずく。

「陛下はどんなお気持ちで、あなたを手放すと仰おつしやっているのでしょうか」

「わたしには、わかりません。けれど深くお考えになった末ですから」

　祥飛は理美のことについても、よく考えて冷静に決断したに違ちがいない。だからそれが、崑国と祥飛にとって、最善の決定なのだ。最善の決定には従うべきだ。

「俺は亡ぼう霊れいです。崑国で生きられないのだから、国を出るのは仕方ない。けれどあなたは、陛下と離はなれることに納得していますか？」

「陛下のご命令だから納得しています。ただ寂さびしいです。陛下や伯礼様、丈鉄様、四夫人方。訓記様。周宰さい相しように、蓮佳様。そして、珠ちゃん。別れたくないです。けれどご命令ですから」

　和国で美味宮として務めていたときは、ほとんど人と接せつ触しよくがなかった。別れがたくて寂しかったのは、姉斎さい宮ぐうだけだった。

　崑国には、随ずい分ぶんと別れたくない人ができた。神に比べればちっぽけな、人間にこそ仕えたいと思わせてくれた人々。

　その人たちを愛いとしい、と思う。

「たくさんの方々に出会えたことが、わたしに居場所をくれました。そもそも崑国に来たそのとき、朱西様に出会えなかったら、わたしは陛下に首を刎はねられていたでしょうから」

　思い返せば、香かおり漬づけの壺つぼを抱かかえて後宮入りした理美に困こん惑わくし、内ない侍じが朱西を呼んでくれたあの一件がなければ、理美は今生きていない。あのとき朱西に会えたからこそ、首を刎ねられようとしている理美を彼がかばってくれることになったのだ。

　厨ちゆう房ぼうで珠ちゃんに会えたことで、祥飛の近くに侍はべるようになった。そして彼の本当の姿を知ることもできた。その珠ちゃんと出会えたのは、伯礼の行動のおかげで。彼が当初何をもくろんだにしろ、それによって理美は祥飛に仕えることができるようになったのだ。

　そして四夫人に出会い、彼女たちと過ごし。

　丈鉄や許訓記に命を助けられ。

　グルザリ・シャーや、シュリ、アーシャ。西沙国という、和国にいたら御お伽とぎ話ばなしのように思えていた国の人々と出会えた。

「思いもよらないほど、色々な出会いがありました。色々なことがありました」

「そうですね。思いもよらない……」

　感かん慨がい深げに頷いた朱西が、ふと不思議そうな顔をした。

「思いもよらないと言えば、最も不可解なのは五ご龍りゆうとあなたの関係でした。五龍はなぜ、あなたに懐なついていたんでしょうね。今の、陛下にべったりの様子を見ると、不思議でたまりません」

「さあ？　どうしてでしょうか」

　首を傾かしげる。それについては、理美もよくわからない。ご飯をあげたから懐いたとばかり思っていたが、珠ちゃんの本ほん性しようを目まの当たりにして以来、神しん獣じゆうが食べ物欲しさに、理美に懐いていたとも思えなくなった。

「珠ちゃんは神しん龍りゆうなので、わたしにはわからない何かがあったんだと思いますけど、おかしな状態だったのは確かだと。珠ちゃんが今、陛下とともにいるのに、ほっとします。いるべきところに、いるという気がします。珠ちゃんが居場所とした陛下のお側そばは、とても居い心ごこ地ちがいいんだろうと見ているとわかるので、余計に安心します。珠ちゃんの居場所になった陛下は、真の皇帝陛下で。だからこそわたしは、陛下のご判断に従おうと思えます」

　その言葉に、朱西はしばし沈ちん黙もくした後答える。

「そうですね。五龍の真の主あるじとなられた陛下の命令なら、俺も従うべきですね」

　決意するように言うと、朱西は気持ちを切り替かえるように顔をあげた。

「中へ、入りましょう。手がこんなに冷えていますよ」

　欄らん干かんに置いていた手に、朱西が手を重ねた。温かい手だ。見上げると優やさしい瞳ひとみがある。朱西がいて、こうして温ぬくみを感じられることに痺しびれるような幸福を覚える。じっと見つめていると、彼は苦い微び笑しようを浮うかべる。

「ずっと、あなたが可愛かわいかった。今、こうしてあなたに触さわることを、陛下に許されている。けれど、あなたに触ふれ得うることで、俺は自分の犯おかしたことを忘れられなくなる。これも罰でしょう。あなたに触れる度たびに思い出せと」

　重ねられた朱西の手の上に、理美はもう一方の掌てのひらを重ねた。彼は理美の瞳を見つめる。

「わたしにとって、朱西様との出会いは自分の命を繋ぐものでした。朱西様に出会えたことがわたしの運命で、この命を繋げという天の配はい剤ざいだったとしたら、わたしは朱西様とともにずっといます。朱西様の罪を一いつ緒しよに受けて、ずっとお側にいます。わたしは人との出会いにとても恵めぐまれていて、崑国で、幸せだったのだろうと思います。そして幸せを見つけたのだろうと。曇くもりのない、美しいだけの幸福ではなくとも、そこに罪がこびりついていても、それでも生きることが幸せだと思えます。朱西様がいてくださるなら」

　完璧に美しい、誰もが曇りのないと認めるほどの幸福が欲しいと、そんなふうに欲張ろうとは思わない。小さくて、罪がまとわりついていて、胸が痛み、慚ざん愧きの念に息苦しいときがあるとしても。理美にはもったいないほどの、居場所が手に入ったのだと思う。

　内だい裏りの奥で、存在そのものが困ったと言われていた自分が、姉斎宮に愛され、そして崑国に来てさえも大切な人たちを見つけられた。

　理美には、充じゆう分ぶんすぎるほどだ。

　静かに理美の言葉を聞いていた朱西は、深く頷く。彼女の言葉をしっかりと胸に納めるように。

「そうですね。俺は覚悟して道を選んだので……理美」

　囁ささやくと、顔を寄せる。

「一緒にいてください。ずっと」

　息が触れるほど近くで囁いた後、彼は理美に口づけた。

　冷え切った唇くちびるに触れた朱西の唇は、掌と同じく温かい。

　朱西は理美の腰こしを抱だき深く口づける。

　戸と惑まどいと、不安と、罪悪感と。朱西の中には様々なものが渦うず巻まいているはずだが、彼はそれを全て受け入れている。それは彼が命を懸かけて守ろうとした主から、「受け入れろ」と命じられたからだ。

　こうやって口づけしてくれることも、きっと彼の主からの思いを受け止めたからなのだろう。そうでなければ彼は、生しよう涯がい指一本、理美に触れることをしないはずだった。

　朱西の主であり、同時に理美の主でもある皇こう帝ていに、心から尊敬の念を抱いだき感謝する。

（これが、陛下がくださったもの）

　しんしんと、雪が降り続く。

（この方の傍かたわらが、生涯のわたしの居場所）

　誰だれにも知られない思いを、隠かくし続けようとするように。

　生きていると知られてはならない青年の姿を、隠すように。

　雪は降り積もる。

　枯かれた木々の枝に、雪せつ華かが咲さく。儚はかなく、きらきらと美しい。凍いてつく寒さの中に咲く美しい華はなは、水すい祇し宮きゆうの枯れた木々の枝に隙すきがないほど咲き誇ほこる。

（雪が、もっと降ればいい）

　哀かなしかったことも苦しかったことも、全て覆おおいつくして、真っ白な明日が来るように。







　それから、静かに冬が終わった。







　崑暦れき百十四年。初春。

　崑国の三大港のひとつである紅唐の港に、和国の御み門かどから派は遣けんされた船が停てい泊はくしていた。その船は崑国皇帝への貢みつぎ物ものを載のせており、それを都の安寧へ和国の使節が運びこんだ。崑国皇帝はその返礼に、かねて和国御門が望んでいた、宰相・周考仁の縁えん戚せきの姫ひめを、和国へ遣つかわした。従者には、和語が堪たん能のうな青年を一人つけた。
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　姫と従者は和国船に乗り、和国へ旅立った。

　遣わされた姫の名は、雪理美。

　従者の青年の名は、わからない。




　　　二




「そんなぁ、そんなぁ！　こんなに突とつ然ぜん、ひどいですぅ！」

　子どものようにわんわん泣く声が聞こえ、北ほく嶺れい宮きゆうに到とう着ちやくしたばかりの鳳徳とく妃ひは面めん食くらった。

「何があったのですか、この騒さわぎは」

　折り戸を開き、庭院にわから春の風を入れた広間。その壁かべ際ぎわには伯礼が控ひかえ、中央の卓たく子しには祥飛が座っていた。同じ卓子に宋貴き妃ひ、温賢けん妃ひも余淑しゆく妃ひも着いているのだが。余淑妃が一人、卓子に突つっ伏ぷし「ひどい、ひどい」と大声で泣いている。

　今朝は、祥飛が北嶺宮に来ると聞いていた。鳳徳妃は侍じ女じよの一人が急に具合を悪くしたせいで、ほかの四夫人たちより少し遅おくれてしまったのだ。遅ち刻こくした鳳徳妃は、何がなんだかわからない。

　祥飛はひどく困った顔をしているし、余淑妃は泣いている。宋貴妃と温賢妃は、疑わしいものを見る目つきで、祥飛を睨にらんでいた。

「何があったの、伯礼」

　室に一歩入ったところで立ちすくんだ鳳徳妃は、近くにいた伯礼をふり返った。彼も困こん惑わく顔だ。

「理美が、陛下のご命令で和国へ派遣されたそうです」

「はっ!?　あの子は、和国から崑国へ贈おくられたのでしょう」

「皇后候補になった時点で、彼女は周宰さい相しようの縁戚の姫という身分でしたから。崑国の姫を送ったという体てい裁さいですが」

「聞いてないわ、そのような話」

　鳳徳妃が卓子に近づくと、宋貴妃と温賢妃が、「聞きましたか？」と目顔で問う。頷うなずいた鳳徳妃は祥飛に礼をとるやいなや、厳しく問いかけた。

「雪宝林のこと、聞きました。なぜ急にそのようなことになったのですか」

「急なことではない。和国の御門から昨年の初冬に、理美が欲しいという文ふみが届いていたのだ」

「陛下はそれに、わかったと仰おつしやったのですか。なぜ」

「それが最善と判断した」

「どういう根こん拠きよですの？　鳳貴の乱の際、陛下は雪宝林に皇后候補としての立場を考え直すと伝えたと聞いています。なぜ急にそのようなことを口になさったのかも、不可解でした。そしてこの度たびのこと。陛下のお気持ちをお聞かせ願いたいですわ」

　宋貴妃が、「誤ご魔ま化かしは許しません」と言いたげに、真っ直すぐ祥飛を見つめる。温賢妃が、泣き続ける余淑妃の背を撫なでながら、哀しげな顔をする。

「陛下。理由を説明していただかなくては、余淑妃様も納なつ得とくできません。泣きやむこともできません」

　余淑妃が、ぱっと顔をあげると、ぽろぽろ泣きながら声をあげる。

「お姉様は、陛下にとって特別だったのでしょう。だからこそ皇后候補にまでされて、慈いつくしもうとなさったのでしょう。それなのに、なんで和国へ」

　祥飛は四夫人をゆっくり見回し、口を開く。

「余は、理美を側そばに置きたかった。あれがいると安らいだ気持ちになれて、愛いとしいと感じた。それは間ま違ちがいない。最初は余のものにしようと思っていた。そうしようと思ったことも、何度かある。だが、一緒に過ごす時間が長くなるにつれ、少し気持ちが変わった。一緒にいたいし、安らぐし、愛しい。だが、余のものにしたい、とは思えなくなっていた。余のものにしてしまうと、余が求めている安らぎが壊こわれるような気もした」

「どういう意味ですの？」

　宋貴妃が眉まゆをひそめる。祥飛は軽く咳せき払ばらいし、直接的な表現をした。

「端たん的てきに言えば、女として求めようと思わなくなったということだ。女として求めれば、余が求めるものが失われると感じたのだ」

　四夫人は互たがいに顔を見合わせた。温賢妃が、不思議そうに問い返す。

「それは雪宝林に求めるものは、男女のものではなく、友人や、肉親の愛に似たものだったと？」

「今思えば、そうだったのかもしれぬ」

　祥飛は、庭院へ目を向けた。初春の庭院に咲く白梅が、微かすかな香かおりを運んでくる。

「余は、母の愛を知らぬゆえな。それに似たものを求めたのかもしれない。何があっても、けして揺ゆらがず余を認め、愛し、慰なぐさめ、包んでくれるような者を。だから手放したくなかった」

（確か、陛下の母君の延えん貴き妃ひ様は、随ずい分ぶん気き性しようの激しい方だったと）

　それは後宮から聞こえてくる噂うわさ話ばなしで、耳にしていた。気性が激しく、他ほかの妃ひ嬪ひんたちに恐おそれられている。我が儘まま勝手な振ふる舞まいが目に余り、公子には見向きもしないと。

「だが理美は、何処どこにいても何があっても、余を認めているし慈しんでいる。それを確信した。そうなのであれば傍らに置く必要もない。それどころか皇后として、女の役割を求めない女を側に置くことは、不都合だと思うようになった。それだけのことだ。そしてどのような立場にするべきか、考えあぐねた」

　再び四夫人に視線を戻もどすと、祥飛は断言した。

「そして、理美を和国へ送ることが、あれの幸福だと確信した。だから送った」

　自信にあふれた言葉だ。それで間違いないのだと、聞く者に納得させるような強さがある。余淑妃が、目をぱちぱちさせた。

「お姉様は、幸福なのですか？」

「そう信じている。そう信じなければ、送らぬ」

　ふっと、四夫人全員の気が抜ぬけたのが空気に伝わる。「ああ、そうなのですね」と、全員が全員、同時に納得していた。

（求め、理解し、手放した）

　鳳徳妃は、ふっと微笑してしまう。

（随分、成長されたこと）

　初めて祥飛が後宮に来た日、宋貴妃の舌を切ると本気で口にした少年と、同一人物と思えない。時が過ぎ、様々な経験を経て、祥飛は立派な青年になっている。男になっているのだ。

（だからもう、雪宝林が必要なくなったのかもしれない）

　けれど祥飛が男になるために、彼女の存在は必要不可欠だったのだろう。

「納得してもらえたか」

　祥飛が訊きくと、四夫人は全員が頷いていた。彼はそれを認めると、すこし悪戯いたずらそうな目をして告げた。

「それは良かった。何しろ、そなたたちに嫌きらわれてはかなわぬ。それぞれが納得するならば、余も皇こう帝ていの義務を果たさねばならない」

　宋貴妃、温賢妃、鳳徳妃はすぐに察して、はっとした。しかし余淑妃だけはピンとこなかったらしく、間抜けに問い返す。

「義務ってなんですか？」

「世よ継つぎだ」

　余淑妃が、ひっと青ざめ身をすくめた。祥飛は苦い顔をする。

「そう怖こわがるな。嫌いやな者には無む理り強じいせぬと、最初に約束したのは忘れていない。承知した者だけで良い。承知しなかった者も、生まれた世継ぎの母の一人として役割を果たしてもらう」

　宋貴妃が、頬ほおに指をあて、しなを作りながら堂々と言う。

「わたしは、最初からそのつもりで後宮に参りましたから」

「あの、わたしも。別に、嫌ではありません。お役目ですし。陛下のことは、敬愛申し上げていますし」

　温賢妃は恥はずかしそうに、目をそらす。

「えー、どうしようかな。わたし」

　余淑妃が無ぶ遠えん慮りよにそんなことを言うので、祥飛は苦く笑しようする。

「そなたが、男おとこ嫌ぎらいなのは知っている」

「陛下だったら、別に良いいかなとは思うんですけど。うーん。まだ、よくわかりません」

「ゆっくり考えれば良い」

　他の三人の答えを聞き、鳳徳妃はわずかに迷った。自分の気持ちに嘘うそはつけないし、嘘をつくことを、おそらく祥飛は嫌うだろう。さらに彼女が敬愛する皇帝は、彼女の望みをけして不快に思わないし、許してくれるとわかっていた。だが徳妃として、そのような我が儘が許されるのか疑問だ。

（いっそ後宮を辞するのが、最も良いのだろうけれど）

　しかし鳳徳妃は、祥飛を主あるじとして彼に仕えたい。その思いが強い。しばらく考えた末、彼女は口を開く。

「わたしは、生母にはならずとも良いと思っています。陛下はお許しくださっていますが、わたしには鳳家の血が流れています。だからこそ世継ぎを産むのが恐ろしい。争乱の種を増やしたくありません。なので生まれた世継ぎの母の一人として務め、愛情を注ぎ、正しく躾しつけて、次期皇帝として立派なお子たちが育つように力を尽つくします」

「そなたは鳳家といえど、傍ぼう流りゆうの出。さほど気にする必要はない」

「それでも、わたしは鳳の名を持っています。それが血の濃こい薄うすいとは無関係に、災わざわいになるのを恐れます」

「聡さとい者は、不自由だな」

　思わずのように祥飛は言うと、強く頷うなずいてくれた。

「よくわかった。そなたが、そう言うのであれば、そなたの役目を果たしてもらいたい」

「ありがとうございます」

　礼をとった鳳徳妃に倣ならい、他の三人も礼をとる。

　主を敬い愛する四夫人に、祥飛は満足そうに微笑みかけてくれた。

　執しつ務むがあるとのことで、祥飛はしばらくして帰って行った。

　祥飛が出て行った途と端たんに、宋貴妃と温賢妃は、「どうしましょう」「どうしましょう」と、嬉うれしさを隠かくせず、きゃっきゃっと騒さわいだ。余淑妃はその二人のはしゃぎぶりが羨うらやましくなり、気持ちがぐらついているのか「わたしも、陛下ならばいいかしら」と、腕うで組ぐみしてしきりに悩なやんでいる。

　鳳徳妃は三人の背を、順じゆん繰ぐりに叩たたいて回る。

「とにかく、お三方とも体調を整えることだね。わたしが実家秘伝の、薬湯を調合しましょう。体が温まり、子を授さずかりやすくなるらしい」

　この三人を励はげまし、守っていくのが、当面の鳳徳妃の務めだろう。そのことに彼女は喜びを覚える。子を産む気はないのだが、突とつ然ぜん三人の少女の母になったような気分だ。

「まあ、そんなものが！　どんなに苦い薬湯でも、飲みますわよ」

　宋貴妃が目を輝かがやかせる。生き真ま面じ目めな温賢妃が、真しん剣けんに頷く。

「そうですわね。少しでも早く、陛下にお世継ぎを」

「鳳徳妃様！　今は関係ないけど、わたしも飲んでみたいです」

　余淑妃が、ぱっと手をあげた。

「善は急げね。今夜から始められるように、早さつ速そく準備をするわ。任せなさいな」

　腰こしに手を当て胸を叩く。三人の期待を背負った鳳徳妃は、急いで北ほく嶺れい宮きゆうを出ようとした。歩ほ廊ろうを急いでいると、祥飛を送り出したらしい伯礼が帰ってくるのと出くわした。物の形がぼんやりと見える程度の視力なのに、彼の動きは以前とあまり変わらない。ただ何気なく、手指で柱や壁かべに触ふれていることは多い。

「鳳徳妃様、太たい白はく宮きゆうへお帰りですか？」

　ぼんやりと確かく認にんできる影かげで身長を測り、足運びの癖くせで鳳徳妃とわかったのだろう。伯礼はそつない笑え顔がおで、礼をとる。

「一度帰って、薬湯を調合するのよ。そうだ伯礼。わたしが調合した薬湯を、他のお三方に届けてくれない？　三人は大切なお体になるのだから、信しん頼らいできる者に任せたい」

「それはかまいませんが」

　伯礼が、焦しよう点てんの合わない瞳ひとみに気き遣づかわしげな色を浮うかべる。

「鳳徳妃様のご決断は、陛下にとって最良だと思います。ただ、お寂さびしくないですか？」

「寂しくなどないわ」

　鳳徳妃は微笑む。

「あなたがいるから」

　驚おどろいたような顔をした伯礼は、すぐに周囲の気配を探さぐるような仕草をする。そして誰だれも近くにいないとわかると、声を落として囁ささやく。

「そのようなことは、口になさるものではありません。どのような誤解を生むか」

「誤解ではない。わたしは、あなたが好きよ。昔も、今も」

　正面から、臆おくすることなく告げる。伯礼は心底驚いた顔をして、絶句する。

（驚いているわ。いい気味。散々、わたしを悩ませた罰ばつよ。せいぜい驚きなさい）

　しばらくの沈ちん黙もくの後、伯礼は口を開く。

「わたしは宦かん官がんです」

　そう言うと一礼し、すっと一歩踏ふみ出したとき、すれ違ちがいざまに耳元に甘く囁く。

「けれど、あなたを愛することはできるよ。碧へき秀しゆう」

「なっ!?」

　何を言うのかと赤面し、ふり返る。伯礼は妖よう艶えんな微笑を残し、何事もなかったように、いつものふらふらと揺ゆれるような足取りで背を見せて去って行く。

（やられた。悔くやしい）

　動どう揺ようさせたと思ったら、直後に逆ぎやく襲しゆうされた。唇くちびるを噛かみ、火ほ照てる顔を覆おおった。

（なんてことを言うの。あの人！）




　　　三




　丈鉄は、目を丸くした。

「何をしているんですか、呂尚しよう書しよ」

　無人だと思い込んで遠えん慮りよなく食しき学がく堂どうの戸を開けたが、数冊の書を手にした吏り部ぶ尚書、呂蓮佳と、祥飛護衛の勅ちよく任にん武官、許訓記の姿があった。書しよ棚だなの前に立った呂蓮佳は、訓記を顎あごで使っていた。

「ほら、訓記。今度はそれを饗きよう応おう長ちようの楊高晋に届けろ」

　そう命じた蓮佳は、丈鉄に向きなおる。

「理美に頼たのまれていたことを、しているんだよ。食学を絶やさないで欲しいとお願いされたから、まず、わたしがこれらの研究を検討して、しかるべき者に引き継つごうと思ってね」

「はぁ、それはそれは、ご苦労さまなことで」

　吏部尚書にそんな時間があるのだろうかと疑問だが、蓮佳のことだ。てきぱきと必要なことはこなし、雑事は侍じ郎ろうにでも命じて、効率よく仕事をさばいていそうだ。

　つるりとしたゆで卵みたいな顔に、訓記は不満たらたらの表情を浮かべ、壺つぼを抱かかえて出入り口にやってくる。

「なんだ、その壺」

「理美様が残していってくださった、香かおり漬づけの壺だそうです。これを楊高晋に引き継いで、陛下に饗きようする食事にも取り入れるとか」

「ああ、あれか」

　初めて理美と接せつ触しよくしたときのことを、思い出す。あの壺に秘密ありと睨にらんで盗ぬすみ出したが、結局ただの漬物壺で、朱西にこっぴどく怒おこられたのだ。

　訓記は声をひそめた。

「吏部尚書は、事あるごとに、わざわざ僕を呼び出してこき使うんですよ。僕の務めは陛下の護衛なのに。きっと、理美様拐かどわかしの嫌けん疑ぎで縄なわをかけたことを根に持っているんです」

「何をしている、さっさと行け訓記。仕事は山ほどあるよ」

「わかりましたっ！」

　反はん抗こう的に返事をすると、訓記は壺を抱えて出て行く。気の毒にと思って見送っていると、こちらにお鉢はちが回ってくる。

「君は何をしに来た、秦丈鉄」

「いや、特には。ここは使われていないとばかり思っていたんで」

「どうせ、昼ひる寝ねでもする魂こん胆たんだったんだろう」

　図星だった。頭を掻かいた丈鉄に、蓮佳は三冊の本を押しつけた。

「暇ひまなら、これを考仁のところへ持って行け」

「へいへい」

　仕方なく受け取った本を抱え、正せい文ぶん殿でんへ向かう。考仁は歩廊に立って、手にした書面を難しい顔をして睨んでいた。近づいてくる丈鉄に気がつくと、訝いぶかしげな顔をした。

「なんの用だ」

「呂尚書から、これをあなたに持って行けと頼まれました」

　抱えていた本を、執務室の卓たく子しの上に置くと、考仁は「ご苦労だった」と頷く。

（随ずい分ぶん、刺とげ々とげしさが消えたじゃないか）

　朱西が生きていて、理美とともに和国へ旅立ったことは、祥飛と丈鉄、利範と考仁しか知らなかった。考仁は妻の陽夫人に、朱西が祥飛のために事を起こしたことは説明したらしいが、朱西が生きていることは隠している。

　政まつりごとに関しては、妻にさえ生しよう涯がい隠かくし事をする徹てつ底ていぶりは変わらない。しかし以前に比べ、肩かた肘ひじを張らなくなった気配がある。

「さすがの宰さい相しよう殿どのも、息むす子こと二度と会えないと思うと寂しいですか」

　嫌いやみたらしく問うと、じろりと睨まれた。どんな反はん撃げきが来るのだろうと、にたりと笑って待っていると、考仁はそのまままた庭院にわへ目を移して呟つぶやく。

「そうなのだろうな、おそらく。我われながら意外だが」

　肩すかしを食くらった丈鉄は、卓子に腰を預けて腕うで組ぐみする。

（こっちこそ意外だぜ）

　随分、人間らしくなったじゃないかと、からかうような気持ちが起こると同時に、すこしだけ憐あわれになる。考仁は無自覚だったが、きっととても子こ煩ぼん悩のうなのだ。

「まあ、そう落ちこまなくても」

「落ちこんではいない」

「そうやって元気のない背中を見せているのを、落ちこんでいると言うんですよ。あなたが落ちこんでいたら、陛下が気にするので止やめてください。ここに、息子もどきもいますからね。こっちでも可愛かわいがって、自分を慰なぐさめてください」

　ふり返った考仁は、眉まゆをひそめる。

「おまえには、可愛がりたくなるような可愛げがない」

「そりゃそうだ」

　憎にくまれ口が考仁から出たことで、丈鉄は安心して笑った。

（やっぱり、そうやって憎まれ口叩いているほうが、あんたらしい。親父おやじ殿）
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　居室に生けられた白梅の枝を、祥飛はぼんやりと見つめていた。

（朱西は、余が白梅が好きなことを覚えていた）

　雪がちらつく初春にも、もうすぐ暖かい風が吹ふくと励はげます白い花。

（理美と朱西は、もう紅唐の港から船に乗っただろう。今はもう海の上か）

　数日前、理美と朱西は和国から来た使節とともに、ひっそり水すい祇し宮きゆうを出た。祥飛は丈鉄だけを伴ともない、極ごく秘ひで水祇宮まで行って二人を見送った。

　別れは覚かく悟ごの上だったので、祥飛は「元気で暮らせ」と告げただけで、あとは何も言うべき言葉を見つけられなかった。理美と朱西も同様らしく「陛下も、お元気で」と言った理美に続き、朱西が「陛下の治世が末永く安く続くことを信じています」と言ったのみ。

　一番、派手に哀かなしんだのは五ご龍りゆうだったかもしれない。

　理美の胸にしがみつき、キュウキュウ、キュウキュウと鳴いて、頭をしきりに擦こすりつけた。理美は小さな頭や、なめらかな背中の毛皮を撫なで「元気でね。ありがとう」と繰くり返していた。

　そして二人は旅立った。

　宮城に帰ってからも、五龍は少しの間、しょんぼりと丸まっていた。それを見かねて膝ひざの上に抱だいて撫でてやると、元気になった。

　それ以来、五龍は祥飛の膝の上でうたた寝するのが日課になったらしい。

　今も、長なが椅い子すに座る祥飛の膝の上で丸くなり、撫でてもらってご満まん悦えつ。うっとりと目を閉じ、うつらうつらしている。

　そうしていると、丈鉄が帰ってきた。

「悪いことはできませんね」

　室に入ると、そう言いながら開かれた丸窓の枠わくに腰こしかける。

「どうした」

「食学堂は誰だれも使っていないと思って、昼寝に行ったんですよ」

「昼寝？　呆あきれたな。主あるじに、よくそんな報告ができるものだ」

「陛下だって、今は休息時間でしょう。俺も、ちょいと休んでも罰ばちはあたりませんよ。いや、あたったのか？　食学堂に行ったら、呂尚書が食学を引き継ぐんだと張りきってるところで。用事を言いつかって、正文殿へ行かされました」

「間ま違ちがいなく罰があたったな。なぁ、五龍」

　笑ってやると、五龍がクアーッと欠伸あくびをし、小こ馬ば鹿かにするように丈鉄を横目で見る。

「おっと、可愛くないな五龍。理美と一いつ緒しよにいたときは、もっと可愛かったような気がするのにな。主に似てきたのか」

「遠回しに、余の悪口を言っているな、おまえは」

「まさか」

　にやにや笑った丈鉄は、頭の後ろに腕を組み、窓枠にもたれかかる。

「いや、しかし。未いまだに俺は不思議なんですがね。なんで五龍は、あんなに理美に懐なついていたんでしょうかね。五龍の中で、陛下が皇こう帝ていと決定するまでの場繋ぎ、とも考えられますが。別に五龍は、常に人間に懐いているものでもないでしょう。ちょろちょろ逃にげ回っていても良かったんじゃないかと思うんですがね」

　そのことは祥飛も疑問を感じ、何度も考えた。

　そして近ちか頃ごろ、一つの可能性に思い当たっていた。

「おそらく、皇帝たり得うる運命の者が二人いたのだ」

「二人？」

「余と、朱西だ」

　朱西は青修の子であり、事と次し第だいによっては帝位につける立場にあった。なおかつ穏おん和わで、優やさしく、賢かしこかった。

　祥飛は既すでに皇帝の地位についてはいたが、かつての自分は、怒りっぽく常に不ふ機き嫌げんで、こらえ性しようがない子どもだった。

「余と朱西、二人に皇帝になる可能性があったのだ。そして天は、どちらが帝位に相応ふさわしいか見み極きわめあぐねていたのだろう。五龍もその天意を受け、けして余を受け入れなかった。だが、理美が後宮に入ってきた」

　理美は、祥飛と朱西、二人がともに愛し欲ほつする宿命にあった。二人に愛される彼女に、五龍は天意の集約を見たのかもしれない。どちらが帝位につくにしろ、理美と一緒にいれば必ず帝位につく者の側そばにいられると。

「そうだったとは、考えられないか？」

　祥飛が口にした推測を、丈鉄は天てん井じようを見上げながら聞く。

「なるほどね。それは、そうかもしれませんね。でも結局は、陛下に天意があった。天運は陛下にあった」

　祥飛は、首を横に振ふる。

「いや。皇帝になり得る運命だった朱西が、己おのれからその運命を拒きよ絶ぜつし、余に天運をもたらしたのだ。朱西が心から帝位を望んだとしたら、余ではなく朱西が皇帝になっていたかもしれない」

「なんで、そう思うんです」

「理美が愛したのが、朱西だったからだ。そして余自身も、理美を本当の意味で求めていなかったからだ」

　和国で、美味宮という神に仕える役目を負い、さらに和国最高の神職に愛されていた彼女には、五龍に似た役割があったのかもしれないと思う。彼女の心を勝ち得たら、彼女から離はなれがたいと感じている五龍を手に入れることになるのだから。
















　天神が皇帝を決めあぐねていたとしたら、どちらかが五龍を手に入れることで均きん衡こうは崩くずれ、天意は何かしら動くだろう。

　しかし朱西は、理美の心を手に入れながら、皇帝となるべき運命を拒絶した。天神も諦あきらめるほどの頑がん固こな拒絶だ。天神の意図を拒絶するため、様々な混乱が起こった。

　ちらりと、丈鉄が視線を寄よこす。

「なんだか、残念そうですね。本当の意味で理美を求めていなかったと言いながら、やはり理美が朱西に恋こいしたことは悔くやしいんでしょう。それなのに、彼女を朱西にくれてやって、そのうえ和国へ帰して良かったんですか」

　己の心の内を顧かえりみて、祥飛は頷うなずく。

　本当の意味で彼女を求めていなかったにしろ、結局自分が彼女の心に住めなかったことは、男としては不ふ甲が斐いないと思ってしまう。

「正直に言えば、悔しい。だが朱西とともに幸福になってくれるのであれば、余は安心できる。理美が、好きだ。幾いくばくかの恋心も、ないとは言わない。だがそれ以外のたくさんの思いが大きくて、恋だけには収まらなかった。だからこそ、手放した。理美は余にとっては特別だ。唯ゆい一いつの者だ」

　和国からやってきた、名もない華はな。そんな印象だった少女が、今、祥飛の中では特別な者になっている。恋人であり、妹であり姉であり、母であり、臣下であり、友であり。

　唯一の、誰とも似ていない存在。

　異国から来た名もない華が、皇帝にとって唯一の華───一いつ華かになった。

「もう二度と、会えないだろうが」

　呟つぶやいた祥飛の声を聞き、丈鉄が笑う。

「会えますよ」

「いつ？　どうやって」

「会いに行けばいいんです。そうですねぇ、陛下がお世よ継つぎに帝位を譲ゆずって、悠ゆう々ゆう自じ適てきの爺じい様さまになったら、船を仕立てて和国へ行けばいい。自由気ままに」

「なるほどな。それはそうだ」

　苦く笑しようした祥飛に、丈鉄は微笑ほほえみかけた。

「お供しますよ」

　空の高いところで、雲雀ひばりがはしゃぐように鳴く。

　白梅が香かおる。

　春風が吹き、祥飛の睫まつげに触ふれる。

　五龍は皇帝の膝の上で、うつらうつらと眠ねむりはじめた。

　崑国の歴史の中で、最も優すぐれた治世と後の世に伝わる時代が、始まろうとしていた。








あとがき






　皆みなさま、こんにちは。三み川かわみりです。『一いつ華か後こう宮きゆう料りよう理り帖ちよう』最終巻となりました。

　この物語を企き画かくした当初「この話（十一巻までのストーリー）を、はしょることなく、途と中ちゆうで終しゆう了りようすることなく、全七巻程度の物語にできたら最高ですね」と、当時の担当様と話していました。朱しゆ西せいパパ登場までこぎ着け、もしかすると物語を全部書けるかもしれないと思ったときは、本当に嬉うれしかったです。それならば七巻を目標で！　と思っていたら、さらにもう少し書いても良いいとお許しが出て。こうやって当初思い描えがいた物語を、思い描いた以上に丁てい寧ねいに書かせてもらうことができました。

　全すべては、読んでくださった読者の皆さまのおかげです。心から、ありがとうございます。読者様に恵めぐまれていると、しみじみ己おのれの幸運を感じます。

　ここまで読んでいただけたのは、イラストを担当してくださった凪なぎかすみ先生のお力が、とても大きいです。表紙の美しさに惹ひかれて、本を手にとってくれた方が多かったのではないかと。登場人物たちを、かっこよく美しく描いていただけて、毎回カラーはもちろん、モノクロ挿さし絵えに至るまで目の保養でした。表紙の美しさもさることながら、モノクロの表情豊かな登場人物たちや目をひく構図が、毎回毎回楽しみでした。最後には訓くん記きまでカラーで！　愛ある絵を凪先生に描いていただけた自分は、果報者です。本当に、本当に。ありがとうございます。

　物語の立ち上げを一いつ緒しよにしてくださった前担当様にも、大変感謝しています。担当様あっての一華後宮料理帖でした。仕事とは関係なく個人的に苦しいことが多かった中、めげずに書き続けられたのは、お仕事をご一緒できる喜びがあってこそでした。今でも、わたしの天使です。

　さらに、物語を引き継ついでくださった現担当様。信じられないくらいの忙いそがしさの中、丁寧に物語を導いてくださったことに感謝しています。特に、自分史上最高に面めん倒どうな男、考こう仁じんのくだりでは、大変なご迷めい惑わくをおかけしました。しかしその分、きちんとした物語にできました。

　ビーンズ文庫編集部様や営業部の皆さま、電子書しよ籍せきの皆さまにも、自分が関かかわれないところではありますが大変にお世話になりました。応おう援えんしてくださった書店様にも頭が上がりません。

　次に、皆さまにお目にかかる機会があるとすれば、四月二十五日に角川文庫から刊行予定の『仙せん文ぶん閣かくの稀き書しよ目もく録ろく』という本になります。こちらは中ちゆう華か×図書館のファンタジー。気が向いて手にとっていただけたら、小こ躍おどりして喜びます。よろしくお願いいたします！

　最後に、重ねてになりますが、読者の皆さまに感謝を。

　読んでもらえたことが、物語が続く支えになったのは当然として、書いていた自分の心の支えになりました。少しでも楽しんでもらえたなら、嬉しいです。

　つきない感謝を皆さまに。また何処どこかでお目にかかれることを願って。


三川みり


















電子書籍特典　書き下ろし短編

「龍の後継者」




（※本編を読んでからお読みください。）







「余は……何か、やってしまったのだろうか」

　長なが椅い子すでくつろぐ崑こん国こく五代皇帝龍りゆう祥しよう飛ひは、肘ひじ掛かけにもたれかかって、多少情けない声で呟つぶやいた。膝ひざの上にいた五ご龍りゆうがふいと顔を上げ、青い瞳ひとみで祥飛を見上げた。

　春。うららかな日差しが歩ほ廊ろうから居室に射し込んで、気持ちの良い暖かさ。しかしそんな陽気の穏おだやかな明るさとは裏腹に、祥飛は軽く落ち込んでいた。

　窓まど枠わくに腰こし掛かけ、剣を磨みがいていた秦しん丈じよう鉄てつも顔を上げる。

「誰だれに、何をやらかしたんですか、陛へい下か」

　問われて祥飛ははっとして、顔をしかめた。無意識に、愚ぐ痴ちめいた呟きが口から出てしまっていたことを、今いま更さらながらしまったと思う。丈鉄に知られれば、何のかんのと、盛せい大だいに馬ば鹿かにされるに決まっているのだ。

「なんですか、なんですか。陛下の身を案じる者としては、そのような憂うれいをおびたお言葉、放っておけませんよ。何があったのか教えてください」

「案じていながら、なぜそのようにニヤニヤしているのだ」

「これは、おれの素すの表情です」

「嘘うそをつけ。おまえの顔に、そんなに愛あい嬌きようはない」

　からかうつもり満々の顔で、丈鉄は剣を納めて立ちあがる。

「事情を知らなければ、俺も心配でたまりませんからね。お話しください」

「話さぬ」

「そりゃ、困った。まあ、いいですよ。お話しくださらなければ、侍じ従じゆうや伯はく礼れいに訊ききます」

「それはならぬ！」

　落ち込んでいると知られれば、恥はじの上うわ塗ぬりだ。慌あわてて押しとどめると、丈鉄はニヤりとする。

「じゃあ、教えてくださいますね」

　観念して、祥飛は溜ため息いきをつく。

「断られたのだ」

「何を、誰にですか」

「今日、四夫人と茶を楽しみたいと伝えたのだが、断られたのだ」

「断られた？　そりゃまた、なぜですか」

「それがわかれば悩まぬ。四人ともがそろって、本日はお目にかかりかねると言っていると、使いが来た。しかもそれを伝えるのに伯礼も来ず、内ない侍じの一人が伝えてきた」

「陛下……恐おそろしく嫌きらわれるようなことを、しでかしませんでしたか」

　丈鉄は眉まゆ尻じりを下げて、批ひ難なんするような気の毒どくがるような声を出す。

「身に覚えがない」

「そうですか？　寝台の中で変態的な要求をしてませんか」

「おまえは、余に妙みような性せい癖へきがあるとでも思っているのか。ごくまっとうなことしかしていない」

「そう思っているのは、陛下だけとか」

「何を馬鹿な」

　と言いかけて、はたと心配になる。

　自分がまっとうだと思っていることも、実はおかしなことだったという可能性も、なくはない。しかしそれを、誰に確かめろと言うのか。本人たちに訊くのが手っ取り早いだろうが──訊くとなると、きっと死にたくなるほど恥ずかしい。

　昨年の春から、宋そう貴き妃ひ、温おん賢けん妃ひ、余よ淑しゆく妃ひの三人とは夜をともにしていた。ただ彼女たちも祥飛も慣れないことで、未だにお互いの態度が何処どこかぎこちない。

　夜をともにしない鳳ほう徳とく妃ひとは、以前と変わらず接することができる。彼女を介かいして、確かめることも可能だろうが。それを頼むというのも、想像するだけで赤面しそうだ。

「確かめるのが良いのかもしれぬが。どうしたものか」

「俺が、一ひと肌はだ脱ぬぎましょう。伯礼にでも訊いてみますよ」

「たわけ。それは最悪のお節せつ介かいだ」

「失礼いたします。陛下。お時間を頂いただけますか」

　伯礼の声がした。見ると居室の出入り口で、彼が礼をとっていた。今朝けさ、顔も見せず伝言だけをよこした伯礼が、遅ればせながらやってきた。それが不安になる。何か重大な問題が勃ぼつ発ぱつし、その対応を求めに来た可能性もある。

　五龍を胸むねに抱だき、祥飛はわずかばかり緊きん張ちようしながら立ち上がった。五龍は祥飛の腕の中から、するするっと肩の上へと登ると、不ふ思し議ぎそうな顔をしてじっと歩廊の方を見つめる。

「四し夫ふ人じんが同行しております。四夫人方から、陛下に改まってのお話がございます」

「良い。許す。ここに参れ」

　緊張しながら答えると、伯礼が歩廊に控ひかえる侍従に目め配くばせして、四夫人を招まねき入れるようにと合図する。祥飛はちらっと、丈鉄と視線を合わせた。丈鉄は苦笑いで『なんでも寛かん大だいに受け止めなさいよ』と言いたげな目をしている。

　伯礼が礼をとり顔を伏せると、四夫人が入室してきた。衣きぬ擦ずれの音も涼すずやかに裳も裾すそを優ゆう雅がに捌さばいて祥飛の前に並んだ四夫人は、改まった様子で礼をとる。しつけられた優ゆう雅がな挙きよ措そと、隙すきのない端たん麗れいな襦じゆ裙くん。崑国で最も素す晴ばらしい女性たちが並ぶ姿は、見慣れた祥飛でも圧倒されるような美しさがある。

「我ら四人より、陛下にお話があって参りました」

　四人が顔を上げ、まずは鳳徳妃が凜りんと澄んだ声で告げた。

「その話とやら、聞こう」

「はい」

　鳳徳妃は一呼吸置き、告げた。

「宋貴妃様、温賢妃様、余淑妃様。ご懐かい妊にんです」

　懐妊の言葉に祥飛は目を開く。五龍は青い瞳をきらきらさせて、四夫人を見つめていた。

「懐妊？　誰が」

「お三方です」

　丈鉄が驚いた顔をした。祥飛もようやく鳳徳妃の言葉の意味を理解した。

「三人ともにか」

　鳳徳妃が、誇ほこらしげな笑顔になった。

「はい。確かでございます。確かなことをさらに確かにするために、今朝の陛下のお誘いをお断り申し上げたのですから」

　唖あ然ぜんとしていると、室へやの端はしに控えていた伯礼が優しい声で告げる。

「陛下は、お世継ぎを得られるかもしれません」

　衝しよう撃げきが去り、喜びがこみ上げてきた。

（世継ぎ……世継ぎが生まれるやもしれぬと！）

　祥飛は、恥ずかしそうにうつむく宋貴妃、温賢妃、余淑妃に近づく。

「宋貴妃、温賢妃、余淑妃」

　呼ぶと彼女たちは顔を上げた。祥飛は三人の頬ほおに順に触ふれた。優しく、慈いつくしむ気持ちが伝わるようにと願いながら。三人の頬は、うっすらと紅をさしたように色づく。

「感謝する。嬉うれしく思う」

　微ほほ笑えむ祥飛を見つめて三人は涙ぐむ。

　祥飛の肩の上で、五龍がクルルッと嬉しそうに鳴いた。

　窓からは、春らしい新芽の香りを含んだ風が吹く。







　崑国五代皇帝龍祥飛は生しよう涯がいで、四人の公子と五人の公主を得た。

　宋貴妃を生母とした公子が三人。温賢妃を生母とした公主が二人と公子が一人。余淑妃を生母とした公主が三人だ。祥飛が在位十年を経へてから、西さい沙さ国こくから輿こし入いれして皇こう后ごうとなった龍明めい沙さ（旧名アーシャ）は子に恵まれなかったし、また鳳徳妃も子に恵まれなかった。

　しかしながら公子たちも公主たちも、皇后と四夫人を等しく母として育ったため、全員が皇后と四夫人を分け隔へだてなく「母上」と呼んだ。「皆みなが皆、母子おやこのようで、誰が誰の生母かわからぬ」と、内侍たちが苦笑いするほど。

　中興の祖と後の世に謳うたわれた五代皇帝龍祥飛の後こう継けいは、宋貴妃を生母に持つ公子・英えい飛ひであった。他の公子と公主はよく英飛を助け、治世は揺ゆるぎなかったという。

　二代続いた平和な治世を民は謳おう歌かし、崑国はさらに豊かになった。

　崑国六代皇帝龍英飛は、幼よう少しよう期きから五龍に懐なつかれていたという。五龍はまるで愛あい玩がん動物のように、彼に抱かかえられて眠っていた。そして英飛は五龍のことを五龍と呼ばず、自分で勝手に「白はく」というあだ名をつけて親しげに呼んだ。五龍も嬉しげにキューッと鳴いてそれに応こたえる。

　その様子を見ていた皇帝も皇后も、四夫人も、微笑みあって語ったと言う。

「あの様子、ご覧なさい。五龍のあの懐き方は、誰かを思い出しませんか？」

　と。そして彼らは、東の海の向こうへ帰った少女のことを懐かしく語り合った。名もない華のようだった──しかし同時に、唯ゆい一いつ無む二にの華でもあった少女のことを。
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